
    
      



    

  
    
      



    

  



























    
      ＭＦ文庫Ｊ

初体験にオススメな彼女

あさのハジメ



    

  
    
      口絵・本文イラスト●高苗京鈴

編集●庄司智



    

  
    
      目次



第１話　オープニング

第２話　ボーイ・ミーツ・ガール

第３話　スクールゾーン

第４話　ハロー・ブランニューデイ

第５話　アフタースクール

第６話　モンスターズ

第７話　ロンリーウルフ

第８話　チェリーブロッサム

第？話　Ｅプロジェクトレポート



    

  
    
      　遺書



    

  
    
      



    

  
    
      







　高校デビューに失敗しました。

　なので、僕はこの世界から卒業したいと思います。





桜さくら鉄てつ之の介すけ



    

  
    
      


第１話　オープニング





「マスター。私と一緒に、初体験をしてください」

　機械のようにどこか無感情な声で、彼女は僕に告げた。

　そこは瓦が礫れきが散らばった部屋。

　その中で一人直立不動なのは、無表情な彼女だけ。

　艶つややかな灰色の髪。優美なガラス細工みたいに透き通った大きな瞳ひとみ。淡い初雪のように白い肌。スレンダーな胸と、迂う闊かつに触れたら壊れてしまいそうな華きや奢しやな手足。

　しかも、その姿は何の衣服も纏まとっていない、生まれたままの姿――。

「―――」

　人形。

　不覚にも、僕はそんなことを思ってしまった。

　彼女の姿は、それこそ熟練の職人の手によって人間そっくりに造られた、精巧で可か憐れんな機械人形のようだった。

「……マスター」

　僕のことを「マスター」と呼ぶ彼女は、飼い主に甘える子猫みたいに、ゆっくりとこちらへ近づいてくる。

　ドクン、と。

　露あらわになった少女の身体からだ、そのどこか人間離れした可か愛わいさ、そして彼女が告げた「初体験」という言葉に、僕の心臓が大きく跳ねた。

「………っ」

　いやいやいや。

　なんでこんなラブコメに出てくる主人公みたいな展開になってるんだ。

　こんなシチュエーションを、僕は望んでいたんじゃない。

　僕はただ――自分の夢を叶かなえたかっただけなのに。

　ちょっとだけ時間を遡さかのぼって思い出してみよう。

　僕の夢。

　その内容というのは――。



　高校デビュー。

　その言葉は過去の自分との決別を意味する。理想の姿でデビューするために、高校生になる前の自分とのグッバイ。今までと違う自分へと羽化するメタモルフォーゼ。

　当然、それには多少の覚悟が必要になる。

「まあ……さすがに遺書まで準備するのはネガティブすぎたかな」

　誰だれにともなく呟つぶやきながら、僕は自分の部屋でたった今書き終えたばかりの文面を確認する。やっぱり最後にちょこんと書かれた自分の名前が気に入らなかった。

　うーん、いつ見てもミスマッチ。自分の名前にケチをつけるのもどうかと思うけど、なんでこんなマンガの主人公みたいな名前に生まれてしまったんだろう。

　桜さくら鉄てつ之の介すけ。

　とてもじゃないが、高校デビューを目指すにあたって、念のために失敗したとき用の遺書を用意してしまう、僕みたいにネガティブな人間には似合わない。

　名は体を表す。大昔の大先輩が残したそんなコトワザに従うなら、きっとこの名前は巨大ロボットを操縦する熱血漢っぽい主人公に用いられるネーミングである。

　主人公。

　僕が望んでいるのはそんなアイドルポジションじゃない。

　そう、僕の理想は――保護色。

　例えば、森に隠れるカメレオン、海底の砂にもぐるヒラメ、雪原に潜むシロクマ……などなど。周囲の環境に身体の色を溶け込ませて生活する生き物たち。

　そんな生き方がしたい。

　だから――僕が目指す高校デビューは、『フツーの男の子としての高校デビュー』だ。

　桜さくら鉄てつ之の介すけ、十六歳の春。クラス内で目立つこともなく孤立することもない、そんな地味な高校生活こそが僕の夢だった。

「さて、そろそろ準備するか」

　時計を確認すると、まだ早朝の六時だった。これなら十分間に合うだろう。

　そう、本日の日付は四月四日。

　入学式。今年から僕が通うことになる私立春すの原はら高校の新入生門出の日である。当然、ピカピカの高校一年生になる予定の僕も参加しなくちゃならない。

　時は来た。

　ドアを開けてこの家を出れば、輝かしい生活がスタート。僕はフツーの一般生徒として華々しく高校デビューして、今日こそは――今のこんな生活からグッバイするのだ。

　そう心に決めて、僕はゆっくりと部屋のドアへと向かった。

　そのときだった。



　チャーチャーチャーチャッチャッチャーチャッチャッチャ～♪



　鳴り響く軽やかな電子音。

　そのメロディはまさしく、ダースベイダーのテーマ。かのＳＦ超大作映画『スター・ウォーズ』に出てくる黒くていかついサイボーグ戦士のＢＧＭである。

「げっ」

　恐る恐る、僕はポケットに入れていたケータイを取り出した。そう、これはケータイの着信メロディ。しかも僕がこの曲を着信設定にしているのは、あの人だけ。

「……マジですか」

　よりにもよってこのタイミングで電話が来るとは。

　一瞬だけ、着信を無視するかケータイごと燃えないゴミとして出すことも考えたが、そんな暴挙に出ればあの人は黙っていない。残念ながら燃えないゴミの収集日も明日だし。

　よって、ここは電話に出るしかない。

「………」

　シンキングタイム終了。

　ふうっと軽く息を吐いてから、震える指で静かに通話ボタンを押すと――。



『グッモーニング鉄之介！　愛いとしのお姉ちゃんからのモーニングコールだよっ♪』



　刹せつ那な、プツリと電話を切ってやった。

　……幻げん聴ちようだ。きっとこれは幻聴に違いない。じゃなかったらこんなハイテンションなモーニングコールが聴こえるわけが……。

「うわぁ……」

　しかし、必死の現実逃避も空むなしく手の中でケータイが再び自己主張を開始。もちろん聞こえてくる着メロはダースベイダーのテーマ。

　間違いない、電波の向こうにいるのはあの人だ。

　桜さくら鈴すず音ね。

　認めたくないが、紛れもなく血の繋つながった僕の姉。

　僕が高校デビューを決意するに至った、その原因の一つを作った女である。

「……もしもし？」

　いつまでも無視していても仕方がないので、嫌々ながらも電話に出る。

『やっほー、鉄てつ之の介すけっ。気分はどう？』

「最悪だよ。姉さんの声を聞いたからね」

『あはは。愉快なアメリカンジョークだねっ』

　黙れ。今のは紛れもない本音だ。それにここはアメリカでもない。しかも、どうしてか姉さんの声の後ろからバタバタと騒音が聞こえてくる。この人今どこにいるんだ？

「……姉さん。いきなり何の用さ」

『用がなくちゃ電話しちゃいけないの？　お姉ちゃんたちは家族なのに』

「三ヶ月前に、その家族を置いていきなり家を飛び出してったのはどこのどいつだよ？」

『えー、お姉ちゃんはそんなフリーダムな人間知らないなー』

　電波の向こうでにゃははっと笑う姉さん。

　しらばっくれやがって。このエキセントリックな姉こそ、たった一人の家族（僕）を置いて我が家を飛び出していった張本人である。

　僕たちに両親はいない。僕が幼い頃ころに二人とも病死したとかなんとかで、僕は写真でしか顔を憶おぼえてない。けど、幸運なことに両親は二人とも高名な科学者だった。

　二人の遺産のおかげで、今まではなんとか一般家庭水準の生活を送って来られたわけ。まあ、そのお金も無限じゃないから将来的にはちゃんと働かないといけないけどさ。

『謝るよ。ごめんね、鉄之介。一人で寂しかった？』

「……別に。一人だろうと大勢だろうと僕には関係ないし」

『そんな冷たいこと言わないで。去年おばあちゃんも死んじゃったばっかりなんだしさ』

　姉さんはちょっとだけ悲しそうな口調で言った。

　両親を幼い頃に亡くした僕たちは、母方の祖母の元で育てられた。けれど、その祖母も一年前に他界。

　僕たちは思い出の詰まった祖母の家を後にして、遠く離れた都会にある今の家に移り住んだ。あの家にいると、どうしても祖母のことを思い出して辛つらかったのだ。幸い、両親の遺産でこの家に住むことができたし、祖母の家は親しん戚せきの手に渡ることになった。

　そんなこんなで、突然姉が飛び出していったこの三ヶ月間、僕は我が家に一人きりだった。だからフリーダムに一人暮らしを満喫するはずだったんだけど……。

『ねーねー、一人暮らしはどうだった？』

「ま、まあ、そこそこかな」

『ふぅん。それは上々だねっ』

「久しぶりだっていうのに、姉さんは相変わらずマイペースすぎるよ。それよりどうして三ヶ月も家を空けてたんだ？」

『えーっと……それはね――』



　お姉ちゃんは、天才だからっ！



　姉さんは当たり前のことのようにそう宣言した。

　……またか。この人はいつもそうだ。常に自分のことをそう呼んではばからない。けど、困ったことにその大げさすぎる呼称は間違っちゃいないのである。

　――天才。



    

  
    
      



    

  
    
      　桜さくら鈴すず音ねは、誰だれもが認める天才だった。

　幼い頃ころからそのハイスペックぶりは神懸かっていて、弱冠十歳で某有名進学高校に合格、十三歳で渡米し某有名大学に入学して博士号を取得するなど、凄すさまじい飛び級人生。

　専門はロボット工学。

　アメリカから帰国後は、国内最大手といっても過言じゃない大企業――サーカスインダストリアルに入社。というかヘッドハンティングされたらしい。

　経済不況も就職氷河期も何のその。新卒一年目ながら日夜そこで国内最大手の技術と自らのハイスペックぶりをいかんなく発揮して、最先端マシーンを開発中だとか。

　現在十九歳。

　ちなみに、ただいま絶賛恋人募集中。

　そんなふざけた経歴が、僕の姉――桜鈴音のプロフィールだった。

『いやー、実は大きなプロジェクトがあったんだ』

「プロジェクト？」

『うん。お姉ちゃんはそのリーダーなの。プロジェクト自体は随分前から進めてたんだけど、ビックリさせようと思って鉄てつ之の介すけには秘密にしてたのでしたー』

「別にその程度のことでビックリしないよ」

　生まれてこの方、姉さんにはビックリさせられっぱなしだからな。

『でねでね。いよいよそのプロジェクトの仕上げが近かったから、この三ヶ月は家を空けなくちゃならなかったんだよっ』

「……え？　じゃあ、プロジェクトが終わってうちに帰ってくるとか？」

『ううん。終わったけど、まだしばらくは帰れないの。突然ですが、鉄之介に悲しいお知らせです。残念なことに、お姉ちゃんはお仕事で地方に転勤が決まっちゃいました』

　イイイイヨッシャアアア！　僕は心の中で歓喜のシャウトを上げた。姉さんが転勤だって？　こんなに嬉うれしいことはない。むしろそのまま帰ってこないで。

『寂しいよぉー、鉄之介と離ればなれなんて嫌だよぉー』

「気持ちはわかるよ。僕も泣きそうだから」

『ホントに!?』

「もちろん嬉し涙だけど」

『うわああああああん弟が反抗期だああああっ！』

「泣かないで姉さん」

　大分ハイテンションになってるけど、別に大したことじゃない。常時オーバーリアクションの姉さんにとってはこれぐらいが普通。僕はすっかり慣れたよ。

「それで、そのプロジェクトは一体何を造ってたのさ？」

『あ。えっとね』

　話しかけると、姉はすぐに泣きやんだ。

『えへへ。ビックリしないでね、鉄てつ之の介すけっ』

　そして、とても嬉うれしそうに言葉を紡いでから――。



『お姉ちゃんね、妹を造っちゃったんだ』



「………」

　姉の言葉に、僕は絶句するしかなかった。

　緊急事態です。姉の頭がおかしくなりました。前々からこの人の脳は異常だと思ってたけど、ついにここまで症状が進行してしまうとは……。

『だって、前に鉄之介も言ってたでしょ？『妹が欲しい！』って』

「……え？」

『だから、お姉ちゃんは頑張って造ったんだよ？』

「ちょ、ちょっと待って姉さん。話が見えないんだけど……」

　思えば、僕が幼い頃ころにそんなセリフを言ってしまった記憶はある。

　あれは確かクリスマス・イヴ。当時、まだ元気だった祖母の元で暮らし始めたばかりの僕たちだって、サンタクロースぐらいは知っていた。

　だから、僕は願ったのだ。

　妹が欲しい――って。

　一方姉さんは、健けな気げに願う弟の隣で「鈴すず音ねはパトリオットミサイルが欲しいの！」とヤバイお願いをしてたっけ。

　もっとも一番ヤバイのは、僕の願いを聞いて「よし、おばあちゃんに任せな！」と街へ男をナンパしに行って、そのまま不審者と間違われて警察官に身柄を拘束された祖母だろう。どうか天国では安らかに。

　とにかくとにかく。

　僕はエキセントリックな姉を持ったせいか、可か愛わいい妹が欲しかったのだ。

『それに、お姉ちゃん知ってるんだ。鉄之介の部屋にあるパソコンのハードディスクの八割が、エッチな妹物ゲームで埋まっていることを』

「！」

『さらには、鉄之介のベッドの下に妹物のエッチな本が大量に隠されていることも』

「マジで!?」

『あと、通販で買った妹キャラの抱だき枕まくらと毎晩添い寝するのはさすがにやめた方が――』

「うぉおおおおお黙れぇえええええっ！」

　姉からの告発に、僕は卒倒寸前だった。

　ど、どうして僕のトップシークレットを知ってるんだ？　まさかエスパーか!?　だとしたら遺伝的に弟である僕にも超能力が備わってる可能性も！

『残念。それはないね』

「心を読まれた!?」

『さて、ここでクイズです。どうしてお姉ちゃんは鉄てつ之の介すけの秘密がわかったでしょう？』

「……家族の絆きずなとか？」

『ブッブー。ハズレです。正解は、お姉ちゃんが家を出る前に鉄之介の部屋に監視カメラを設置したからでしたー』

「ばっちり盗撮じゃん！」

『ちゃんと観察日記もつけてるよん♪』

「頼むから弟をモルモット扱いするのはやめてくれっ！」

　相変わらず恐ろしい姉だ。というか、この部屋を盗撮してるってことは、姉さんは僕のプライベートをすべてまるっとお見通しなわけで……。

『もう、お姉ちゃんショック』

「僕の方が明らかにショックだよ！」

『妹、妹、妹。ぜーんぶ妹。鉄之介がこんなに妹ジャンキーだったなんて』

「うっ……わ、悪いか？」

『別に悪いなんて言ってないでしょ。ただ……』

「ただ？」

『姉物のゲームや本が一つもなかったのが、ショックでショックで……』

「そのまま心臓麻ま痺ひで死んじまえ！」

　この人が姉であるという現実が一番ショックである。

　いや……話を戻そう。

　さっき言ってた『妹を造った』っていうのは、どういうことなんだ？

『まあ、何が言いたいかっていうとね』

　改めて、姉さんは切り出した。

『お姉ちゃんがリーダーだったプロジェクトの目的がそれなの。お姉ちゃんの専門がロボット工学なのは知ってるでしょ？』

「……つまりは、妹ロボットを造ったってこと？」

『大正解っ！　でも、その妹ロボットって安直な呼び方はやめて欲しいな。生体アンドロイドって呼んで』

「生体アンドロイド？」

『このプロジェクトは多くの分野の専門家スペシヤリストの協力を得られたんだ。詳しくは企業秘密だから言えないけど』

「企業秘密って……」

『あ。そうそう。企業秘密っていえば、うちの会社ってすごいんだよっ。表向きはクリーンなイメージなのに、裏では海外に武器を密売してる本物のブラック企業で――』

「そこは企業秘密でいいよ姉さん！」

　大変です神様。姉の就職先はかなりマジなブラック企業でした。

『それで――重要なのがね』

　姉さんは、珍しく真剣な口調になってから。

『その生体アンドロイドを、鉄之介にあげるってことなの』

「……は？」

『だって、鉄てつ之の介すけはずっと妹が欲しかったんでしょ？　だから、お姉ちゃんからの入学祝いプレゼントなのです。高校入学おめでとうっ！』

「ま、待って姉さん！　妹ができるのは嬉うれしいけど……そんなことして大丈夫なの？」

　生体アンドロイドってのが何なのかいまいちよくわからないけれど、大きなプロジェクトの成果を僕みたいな人間に預けるなんて。しかも会社はブラック企業なのに……。

『だいじょーぶっ』

　しかし、姉はいつも通り天てん真しん爛らん漫まんだった。

『お姉ちゃんは、天才だからっ！』

「いや、そんな強引な……」

『あと、彼女には鉄之介の高校デビューを手伝わせることにしたんだ』

「はああっ!?」

　なぜ僕が高校デビューを目指してるってことを知って……って、僕は夏休みの宿題のアサガオのごとく姉に観察されてたんだった。こっちの言動は筒抜けである。

『それに、いい加減――今の鉄之介の生活もどうにかしないといけないしね』

「！」

　姉の言葉にドキリとする。

　今の僕の生活。

　――そうだ。

　僕は、今のこんな生活を変えるために、高校デビューを目指しているんだった。



　引きこもり。



　自分で言うのも嫌だが、今の僕の職業はそれだ。

　かれこれ、もう二年も家族以外の人間とロクに会話をしていない。

　外出は近所のコンビニへの買い物オンリー。インターネット上の友だちなんかもゼロ。極めつけは、勢いで遺書なんか用意してしまう持ち前のネガティブシンキング。

　そんなどうしようもないダメ人間こそが、僕だった。

　そして、今の僕の生活の原因を作ったのが――。

『ごめんね、鉄てつ之の介すけ』

「……なんで姉さんが謝るんだよ」

『だって、鉄之介が引きこもりになった原因って、お姉ちゃんなんでしょ？』

「………」

　思わず押し黙る僕。

　そう……あんまり言いたくないけど、今の言葉通り、僕が引きこもりになった原因の一つは姉さんだと思う。

　どうしてかって？　そんなの決まってる。僕はただ、嫌だっただけなんだ。

　姉さんと……比べられるのが。

　――お姉ちゃんは、天才だからっ！

　その言葉通り姉さんは天才だった。その輝かしい経歴を見ればわかる。

　けれど、弟の僕は成績も運動神経も普通な誰だれもが認める凡才……いや、ネガティブな思考ばかりして肝心なところで結果を出せない、普通以下の根暗なダメ人間だった。

　当然、周囲の人間は僕たちを比較して、評論家でもないくせに品評する。

　姉と弟。

　どうしてこんなにも違うのか……って。だから僕は……いつしか家から出なくなってしまった。人目に晒さらされるのが嫌になってしまったのだ。

　その結果が――。

『だからねっ』

　暗い空気を振り払うように、姉は明るい声を出した。

『鉄之介には、お姉ちゃんが造った優秀な妹をあげることにしたの。彼女さえいれば万事解決。鉄之介の引きこもりも治って、ちゃんと高校デビューできるよっ』

「……あの、姉さん。せっかくいい話になりそうなところ悪いんだけどさ」

『何かな？』

「その……肝心の入学式は今日なんだけど……」

　そうなのだ。

　本日、四月四日は僕が通うことになった私立春すの原はら高校の入学式。

　現在の時刻は午前六時半。九時から行われる入学式にはまだ時間があるけど、どんな優秀な妹を開発したとしても、それまでに僕の元に届かなくちゃ意味がないんじゃ。

『あはは。それなら問題ないよ』

　姉さんは自慢げに一言。

『超特急でそっちに届ける方法を、ひらめいちゃった』

「………」

　瞬間、凄すさまじい悪寒が全身を襲った。

　嫌な予感。

　長年の経験が警告している。ひらめいちゃった。姉さんがこの口癖を言ったときは、その半径五キロ圏内にいちゃいけない。絶対にロクなことが起きないからだ。

　――失敗すればするほど、我々は成功に近づいている。

　かの偉人であり大天才トーマス・エジソンが遺のこした言葉だ。

　その言葉の意味を、僕は身をもって知っている。

　なぜなら天才である姉さんの成功の陰には、おびただしいほどの失敗があり、主に僕がそれに巻き込まれてきたからである。子供の頃ころから嫌というほどに。

『ねー、鉄てつ之の介すけ』

　恐怖に震える僕に、姉さんは無邪気な子供みたいな口調で訊たずねてくる。

『空から女の子が降ってくるのって、ステキだよね？』

「……はい？」

『マンガやアニメでよくあるでしょ？　突然空から落下してくる少女と、偶然彼女を受け止める少年。ボーイ・ミーツ・ガール。そうやってロマンスは始まっていくんだねっ』

「姉さん、最近『天空の城ラピュタ』でも見たのかい？」

『うん。でも、やっぱりお姉ちゃんはロマンチックなファンタジーアニメの方が好き……あっ、ごめんね、鉄之介。映画の話はまた今度』

「え？」

『たった今――到着したから』

　途端、バババババババッという爆音。

　ヘリコプター。

　そう気づいたとき、僕は自分の部屋の天井を見上げていた。

「ね、姉さん、まさか……！」

『ご名答っ！　お姉ちゃんは愛いとしの我が家の真上、上空三〇〇メートルの地点にいまーす！　もちろん妹も一緒だよっ！』

　姉さんは自慢げに歓声を上げやがった。

　やっぱりか！　つまり姉さんは上空にいるヘリから僕に電話をかけてきていたわけだ。やけに後ろが騒がしいとは思ってたけどさ。

　しかし、なぜにヘリ？

　我が家があるのは住宅地のど真ん中。とてもじゃないが着陸は不可能である。この近くにヘリポートはないし、いくら妹を運んできても地上に降りられないんじゃ意味が――。

「――あ、」

　その瞬間、珍しく僕の頭にもひらめきがあった。

　それは――最悪のオープニング。

　まさか、姉さんは――。

『鉄てつ之の介すけ。受け止める準備はいい？』

「………っ!?」

　……間違いない。

　姉さんは――空から妹を落とす気だ。

　それこそ『天空の城ラピュタ』で空から降ってきたシータヒロインよろしく……！

「や、やめろ姉さん！　はやまるな！」

『え？　何？　ヘリの音でよく聞こえないんだけど』

「さっきまで何の問題もなく通話できてたろ!?　第一、そんなヘリどこから用意してきたんだよ！」

『決まってるでしょ。サーカスインダストリアル。会社のヘリを借りたんだよ。お姉ちゃん、入社一年目にして大出世しちゃって今じゃちょっと偉い人なんだ』

「だとしても、さすがに空から落とすのは……」

『がんばってパズー！　きみなら大丈夫だよ！』

「僕はパズーじゃねえっ！」

　あんな主人公と一緒にするな！

　いや、落ち着け。今は早く逃げないとマズい。高度三〇〇メートルからの落下。これは空から女の子が降ってくるなんてロマンチックなものじゃない。ほとんど爆撃である。

　さすが天才。

　とんでもない方法を考えやがった。姉さんの致命的な欠点は一般常識を完かん璧ぺきに無視して、その場の勢いと「なんだか面白そう」って感情だけで行動することが多い点なのである。

『大丈夫。彼女は頑丈な保護ケースに守られてるから、落下の衝撃にも耐えられるよ』

「けど、うち以外に落ちたら近所迷惑だろ！」

『そこも問題なし。ヘリと保護ケースは今日のために改造した特殊仕様だし、パイロットにも妖よう精せいさんを雇ってあるから』

「妖精さん？」

『あ。間違っちゃった。正しくは、傭よう兵へいさん』

「全然意味が違う気がするけど!?」

『傭兵さんは元アメリカ空軍特殊部隊所属のプロフェッショナルだから、落下コントロールも安心だよん』

「なんでそんなヤツを雇ってるのさ！」

『えーっと、ブラック企業だからかな？』

　てへへっと無邪気に笑う姉。恐るべし、サーカスインダストリアル。いくらなんでもブラックすぎる。今後何があってもあそこの商品は買わないようにしよう。

『バイバイ、鉄てつ之の介すけ。しばしのお別れだね。後のことは彼女が説明してくれると思うから。それと――彼女はロマンチックな方法で目覚めさせてあげてねっ』

「ちょ、ちょっと、姉さん？」

『ではでは、落下カウントダウンスタート。ゴー、ヨーン、サーン、』

「容赦ねぇ――――――っ！」

『ニー、イーチ……ゼロっ♪』

「ああああああああああああっ！」

　カウントダウン終了。

　そのとき――僕は思った。

　たぶん、あの遺書は無駄にならないだろう。

　そして今は高校デビューのことよりも、間近に迫った死という名の天国デビューについて考えた方が現実的だということを。

　そう悟った数秒後――黒くて大きな何かが、僕の部屋の天井を突き破って――。



    

  
    
      


第２話　ボーイ・ミーツ・ガール





　四月四日。

　今日は、僕が通うことになった私立春すの原はら高校の入学式。そして僕が高校デビューをする記念すべき日になるはずだった。

　なのに……。

「うっ……」

　うめき声を上げて、倒れていた身体からだを起こす。

　……生きてる。

　突如我が家を襲った凄すさまじい衝撃からジャスト三十秒。僕は自分自身の生存を確認していた。ラッキーなことに天国デビューは先延ばしになったみたい。

「うわっ……」

　目の前に広がっていた自分の部屋の惨状を見て愕がく然ぜんとする。

　部屋にはいたるところに瓦が礫れきが散らばっていた。

　いや、待て。いま一番重要なのは……うわああああ僕のパソコンがああああディスプレイと本体に思いっきり瓦礫が突き刺さって僕の妹（二次元ヒロイン）がああああっ！

「ひ、ひどすぎる……！」

　こんなのあんまりだ。一足先に天国へと旅立った妹（二次元ヒロイン）に別れを告げるために、思わず天を仰ごうとしたが……そこで、僕は更なる被害に気づいた。

　穴。

　天井には直径二メートルほどの大穴が開いていた。日当たり良好。なんということでしょう。二階の一室が一瞬でサンルームに早変わり。家庭菜園でも始めようかな。

　もちろん、この惨状の元凶は……。

「……これか」

　部屋の中央には、横倒しになった長方形の大きな箱のような物体。

　これが高度三〇〇メートルからの落下物。

　さっき姉さんが言ってた、生体アンドロイドとやらの入った保護ケースに違いない。

　色はメタリックブラック。材質はわからないけど硬そう。なにせあの落下に耐えてるし。箱の形といい、なんだかこうして見るとまるで棺ひつぎみたいな……。

「………っ!?」

　突然、バシューッと音を立てて、箱の上部が観音開きの扉よろしくガバッと開いた。

　どうやら自動的にロックが外れる仕掛けだったっぽい。

　恐る恐る、僕が中を覗のぞき込んでみると――。



　女の子が入っていた。

　全裸だった。



「うわああああああああっ！」

　半径百メートル圏内全域に響き渡りそうな叫び声を上げながら、僕は無事だったベッドの上にあるシーツを女の子の身体からだに被かぶせた。

　しかし、さっきの映像はどうしようもなく僕の脳内画像フォルダーに保存されてしまい、ウィルスにでも感染したみたいに削除不可能である。

　裸。

　初めて見た、姉さん以外の女の子の裸だった。

　いや、誤解を招くから解説するけど姉さんはあの通り大おお雑ざつ把ぱな性格だから湯上がりなんか牛乳片手にスッポンポンでリビングを闊かつ歩ぽして……って、今は説明してる場合か！

　どうしよう。きっとこの子が、姉さんの言っていた彼女に違いない。

　生体アンドロイド。

　姉さんが造った、僕の妹。

「………」

　もう一度、眠り姫のように動かない女の子の姿を確認する。シーツは女の子の上半身に絶妙な……むっ、むむむ胸が見えるか見えないかのギリギリのラインまで被さっていた。

　だから見えるのはそこから上のみ。

　ツインテールにした灰色の髪に、降り始めた初雪みたいに真まっ白しろな肌、ちょっと痩やせた首と浮いた鎖さ骨こつ、そして熟練の職人が計算し尽くして作り上げたような整った輪りん郭かく。

　可か愛わいい。

　引きこもりの僕から見ても、彼女はとても可愛く見えた。というか、この子ってホントに人間じゃないのか？　あまりにも精巧すぎてそんな不安すらよぎってくる。

「でも、どうやって起動させたらいいんだ？」

　生体アンドロイドが何なのか僕にはよくわからないけど、機械である以上はスイッチか何かを押して起動させなくちゃならないはずである。けど……。

「………」

　再び、女の子に目を向ける。

　スイッチって……どこさ？

　普段の僕ならどうする。例えば電化製品を買ったとする。だが、電源スイッチが見つからない。困った僕はスイッチを探すために、電化製品を隅々まで観察するだろう。

　だから、この場合も同じなわけで……。

「でででででできるかそんなこと！」

　ついつい自分自身にツッコミを入れてしまった。

　女の子の身体からだを隅々まで観察なんて、そんなＳクラスミッションは引きこもりには難易度が高すぎる。ジャック・バウアーでも呼ばなきゃ不可能だ。

　だとしたら、どうすれば……。

「……いや、待てよ」

　思い出せ。

　姉さんが別れ際にこう言ってたじゃないか。



『彼女はロマンチックな方法で目覚めさせてあげてねっ』



　この言葉から連想される起動方法。

　あの人の考えそうなロマンチックな方法と言えば――。

「まさか……」

　珍しいことに、僕の頭に本日二回目のひらめきがあった。

　――キス。

　これしか思いつかない。思えば、姉さんは昔から物語に出てくるお姫様に憧あこがれるロマンチストだったっけ。特にお気に入りだったのが、『眠れる森の美女』。

　スリーピング・ビューティー。

　お姫様は、王子様の口づけで目を覚ます。いかにも姉さんの考えそうな方法だ。たぶん彼女が裸なのも状況をよりドラマチックにするために姉さんが仕組んだ演出なんだろう。

「で、でも……」

　キ、キキキキキキキスって……！　いくらなんでもハードルが高すぎるっ。ただでさえ僕は引きこもりなのに。もう一度だけ、彼女の顔を見てみると――。

「―――っ」

　ドクンっと、心臓が大きく脈打った。

　当たり前だ。引きこもりでダメ人間な僕に男女交際なんて輝かしいエピソードはゼロ。それどころか、悲しいことにここ最近は同世代の女の子と顔を合わせた記憶すらない。

　つまりはこれが初体験フアーストキス。しかも、キスするのはこんなに可か愛わいい女の子。その薄い桃色の柔らかそうな口くち唇びる。ドキドキしないわけがない。

　けど――時間もない。

　部屋の時計の針は七時を指そうとしていた。入学式が行われる春すの原はら高校まではここから十数分の距離だけど、まだ朝食も食べてないし、心を落ち着かせる余裕も欲しい。

「……ふぅっ」

　覚悟を決めるために、震える口唇で息を吐き出した。

　…………よし。

　かなりの熟考の末、心の中で小さくそう呟つぶやいた後、僕は彼女との距離を縮める。

　アップになる可か憐れんな輪りん郭かく。どう見ても人間だとしか思えない。それに、やっぱりすごく可愛いと思う……って、僕は何を考えてるんだよ。キスぐらいで緊張するなダメ人間。

　集中しろ。

　今は、この子を――僕の妹を目覚めさせることだけを考えるんだ。

「……んっ」

　ふにっと。

　僕の口唇が彼女の口唇に触れる。

　キス。

　ひどく不器用だけど、それは間違いなく口づけに違いなかった。

　ふわふわのマシュマロみたいな柔らかい感触。

　ああ、これが僕のファーストキスなのか、でも最初が妹ってちょっとやばくないか、そしてなぜかほのかにチョコレートの味が……なんて、おかしな思考をしていると。

「！」

　思わず僕は後ろに飛とび退のいて尻しり餅もちをついた。

　パチリ、と。

　それこそ眠り姫のように閉じられていた彼女の瞼まぶたが、開いたのだ。

　そして、動き出す。ゆっくりと身体からだを起こした彼女は、被かぶせられていたシーツを取りながら立ち上がり、箱から部屋のフローリングへと細い足を踏み出した。

「………」

　正直な話、僕は彼女の姿に見惚れてしまった。

　綺き麗れいだ。素直にそんな感情が浮かぶ。まるで繊細なガラス細工みたいなイメージを抱かせる華きや奢しやな身体。胸は小さいけど、スレンダーでバランスが取れている。

　目を逸そらすのも忘れるほどに、僕の視線は彼女に釘くぎづけとなった。

「―――」

　彼女は、その透き通った大きな瞳ひとみで僕を見た後で、

「はじめまして」

「………っ！」

　喋しやべった。

　それも機械とは到底思えない滑らかな声だった。

「まずは、自己紹介から始めましょう」

「じ、自己紹介？」



    

  
    
      



    

  
    
      「初対面の方には自己紹介をするものだと、私は博士からプログラミングされています」

「博士って……」

「桜さくら鈴すず音ね博士。私の開発プロジェクトのリーダーです」

　姉さんの名前を口にした後、彼女は、滑らかだがあまり感情のない無機質な声で、

「私の識別名称なまえは――桜あるみ」

「あるみ？」

「はい。我が社――サーカスインダストリアルが行ったＥプロジェクト。そのＧＭＴナンバーズ試作機にして生体アンドロイド。そしてあなたの妹です。マスター」

「……その、マスターっていうのは？」

「私はあなたのことをそう呼ぶようプログラミングされています。気に入らないようなら、呼び名を変えますか？」

「いや、マスターって呼んでくれ」

　いきなり「お兄ちゃん」とか呼ばせるのも恥ずかしいし。というかこの子って全裸だし……って、うわあああそういや僕はいつまで女の子の裸をウォッチングしてるんだ！

「了解です。では、これからもマスターと呼びます」

　慌てて目を逸そらす僕を気にもせずに、彼女――いや、あるみはペコリと頭を下げた。

「では、マスター。私と一緒に、初体験をしてください」

「はっ……初体験って……っ」

　突然あるみの口から飛び出したキーワードに、激しく混乱する僕。

　初体験って……ま、まさか、いきなりそういう行為をしろってわけじゃ……。

「いえ、初体験といっても、それは一緒に高校デビューをするという意味です」

　あわあわと慌てる兄に、妹は冷静な口調で言った。

「私の役目は妹としてマスターをサポートすることなのです。私たち兄きよう妹だいは、今日から高校へと通い、色々な初体験を一緒にしていかなければなりません。ですから――」

　と。

　そう言って、あるみが僕の方に近づいてきた――そのときだった。



　くうぅぅぅぅぅっ～～～。



　場の空気に似合わない、気の抜けた音色が聞こえた。

「………」

　もしかして、お腹なかの音？　空腹を知らせる胃袋からのＳＯＳである。けど発信源は誰だれだ？　当たり前だが僕じゃない。自分の腹が鳴ればさすがにわかるし……。

「マスター」

　と、あるみはさきほどとまったく変わらない無表情で言った。

「エネルギーの補給を要求します」

「……は？」

「聞こえなかったのですか？　私は一刻も早くエネルギーを補給する必要があるのです。ゴハンの時間です。ちなみに一つ豆知識ですが、私はチョコレートが大好きです」

「………」

　やっぱりおまえ、機械じゃないだろ。

　僕はそんなツッコミを我慢するので精一杯だった。

　ボーイ・ミーツ・ガール。

　桜鉄之介兄と桜あるみ妹。

　僕たちのファーストコンタクトは、こんな感じだった。



「だから、私は生体アンドロイドだと言っているじゃないですか」

　桜さくら家のキッチン。

　長方形のテーブルに座って、あるみは保護ケースの中に入っていた板チョコを両手で持って小動物チックにカリカリ齧かじっていた。ちなみに僕の席は彼女の対面である。

　彼女が今着ているのは春すの原はら高校の女子制服。

　姉さんが用意してくれたのか、これも保護ケースの中に入っていた。この分だと入学手続きも済ませてあるんだろう。一体どうやったのかは怖くて聞けないけどさ。

　黒いシックなデザインの制服。やけにスカートが短い気がするけど、あるみが着るとそのスレンダーな身体からだによく似合っていた。これならとても人間じゃないなんて思えない。

　そう……思えないのだ。

　朝食のついでに、僕は生体アンドロイドのことについてあるみに訊たずねてみた。だって、コイツってば普通に食事をしてるんだもん。これのどこが機械なんだよ。

「難しく考える必要はありません。人間とロボット。その間にいるのが生体アンドロイドだと考えればいいんです」

「つまりは、機械と生身のパーツから造られてるってことか？」

「その通りです。なので食事やそれ以外の方法でもエネルギー補給が可能です。他ほかにも排はい泄せつ機能や、その他の機能も限りなく人間に近づけてあります」



    

  
    
      



    

  
    
      「人間に近づけてって……詳しい身体の仕組みとかはどうなってるんだ？」

「言えません。企業秘密です」

「企業秘密って……」

「説明してもいいのですが、その場合マスターの家に全身黒ずくめにサングラスをした二人組の男性が訪ねてきて、そのまま南米の奥地に連れ去られる可能性が――」

「わかった。もういい。無理に喋しやべらなくて結構だ」

　さすがに怖すぎるので質問を打ち切る僕。

　サーカスインダストリアル。姉さん曰いわく、本当の意味でのブラック企業らしいので深く関かかわるのはやめよう。僕だってそれぐらいの空気は読める。

　でも、大体わかった。

　生体アンドロイドの彼女には、たぶん機械として接する必要はないんだ。これだけ人間に近いんだし、人間として――普通の妹として接すればいいだけである。

　いや、一般人だったら空から妹が爆撃されてくるなんて展開には付いていけないんだろうけど、これでも僕はあの姉さんの弟。トラブルにはある程度の耐性がある。

　ああ、憧あこがれのマイシスター。天国のお父さんお母さん、ついに僕にも妹ができました。しかもメチャクチャ可か愛わいい。この子と同居するとか夢みたいな生活だよね……って。

　ナメるなよ。

　持ち前のネガティブシンキングのせいか、さすがにそこまで楽観的にはなれない。

「あるみ。あのさ、一つ言いたいことがあるんだけど……」

「わかっています。マスターは私に自分の部屋の掃除を言いつける気ですね」

「違う」

「まったく、天井にあんなに大きな穴が開いた部屋で生活できるなんて、マスターは一体どんな神経を――」

「違うっつってんだろ！　それに僕の部屋をあんな風にしたのはおまえだ！」

「まるで大型台風が直撃したかのようでした」

「感慨深そうに言うな。僕が聞きたいのはそんな答えじゃない」

「では、なんですか？」

「……おまえ、ちょっと食べすぎじゃないか？」

「そうですか？　これでも私は低燃費モデルとして開発されているのですが」

「低燃費って……」

　どこがだよ。あるみの朝食の献立はカップラーメン一つと板チョコ七枚。どう考えてもチョコレートを食べすぎである。少しはエコカーでも見習った方がいい。

「別に大食いというわけではありません。ただ、私が尊敬するあの青いネコ型ロボットさんだってドラ焼きが大好きです。なので、私もチョコレートを食べるべきなのでしょう」

「はいはい。わかりましたよ」

「というわけで、チョコレートのおかわりを。私が持ってきた分がなくなりそうなので」

「……ストップ。おまえ、まだ食べる気か？」

「私は地球に優しいエコエネルギーで動いています」

「少しは我が家の家計にも優しくしてくれ！」

　……不安だ。本当にこの妹に僕の高校デビューのサポートができるんだろうか。これなら一人でがんばった方がまだマシな気がする。

「マスター。その目は私を不審に思っていますね」

「よくわかったな。さすがは僕の妹だ」

「嫌な褒め言葉です」

「どういう意味だよ!?」

「それはさておき。おそらくマスターの考えはこうでしょう？　私にマスターをサポートするだけのスペックがあるのか、と」

「……まあ、そんなところだ」

「わかりました。では、テストをしましょう」

「テスト？」

「これから、マスターに私の性能を見てもらいます。以前博士に聞いたのですが、この家の冷蔵庫はちょっと調子が悪いそうですね」

「まあ、確かに最近調子が悪いけど……」

「わかりました。今から、私がその冷蔵庫を直してみせます。それで私のハイスペックぶりを証明しましょう」

　そう言って、あるみは席を立った。そのまま冷蔵庫の前へとテクテク歩いていく。高さ二メートル近い立派な大型冷蔵庫。あるみの言う通り、ここ最近調子が悪かったのだ。

　彼女は、それを抱え込むようにガッと手をかけると、

「えいっ」

　軽い掛け声とともに、持ち上げた。そのまま背中を反り返らせて綺き麗れいにブリッジ。そして豪快に冷蔵庫をキッチンのフローリングに叩たたきつける。

　ジャーマンスープレックス。

　見事なフィニッシュホールドだった。僕がレフリーだったら間違いなくスリーカウントを取っているだろう。冷蔵庫ｖｓ桜さくらあるみ。わずか三秒ほどの秒殺劇である。

　そして、試合の勝者は「ふぅっ」と息を整えてから、

「どうですか、マスター。私のハイスペックぶりが理解できましたか？」

「……ああ、よくわかった」

「それにしてはやけに不満げな顔をしていますね。仕方ありません。ここはもう一度テストを――」

「しなくていい！　これ以上我が家の電化製品を犠牲にするな！」

「失礼しました。ですが、今の一撃で冷蔵庫さんも調子を取り戻したはずです。ほら、古いテレビとかも叩くと調子が良くなるでしょう？」

「やけにアナログな直し方だな……」

「ちなみに私はプロレス十段の腕前です」

「プロレスに段位はねえよ！」

　……嫌だ。僕が欲しかったのはこんな妹じゃない。頭を抱える僕を尻しり目めに、あるみは「よいしょっ」と軽いノリで冷蔵庫を元に戻していた。

　生体アンドロイドのせいなのか、運動能力はハイスペックだけど、それにしたってパワフルすぎる。おまえはフランケンシュタインの怪物か。

「マスターも立派な妹ができてさぞかし鼻が高いでしょう」

「……ああ。でも、ハイスペックって言うわりには足りない部分もあるな」

「え？　それは聞き捨てなりませんね。一体どの部分ですか？」

「具体的に言うと、胸のサイズ」

　長年我が家の食卓を支えてくれた冷蔵庫さんの仇かたきを取るべくストレートに伝えてやると、あるみは「……っ!?」と、驚くことに赤せき面めんしてしまった。

　……あれ？

　思ったより、ダメージが大きかったのかな。

「な、何を言うのですか。このちょっぴりコンパクトな胸部には理由があって……」

「理由？」

「しゅっ……収納するのに便利です……」

「どこに収納するんだよ」

「それは……押し入れの中で体育座りになって……」

「悪戯をして叱しかられる子供じゃないんだぞ。どうせなら、胸が大きい妹がよかったよ」

「～～～っ」

　兄の言葉に、妹は「うっ～～～」と悔しがっているようだった。

　表情に感情表現が乏しいからよくわからないが、いい気味だ。仇は取ったよ、冷蔵庫さん。いや、うちの冷蔵庫は頑丈なタイプだからたぶん壊れてないと思うけど。

「……ん？」

　……なんだあれ？

　何やら、あるみの頭から白い煙が立ち上っているような……。

「不潔です。妹の身体的特徴をからかうなんて。しかもよりにもよって……ほんのちょっとだけ気にしている胸のサイズを……」

「あ、あの、あるみさん？」

「セクハラ。エッチ。許せません。許せません。許せません……」

「ちょ、ちょっと落ち着けって。今のは僕が悪かったから――」

　さすがに罪悪感が湧いてきたので、素直に謝った。

　そのときだった。

「あるみ!?」

　ふらりと、あるみはフローリングの上に倒れてしまった。反射的に駆け寄ると、色白だった彼女の顔はますます紅潮し、頭からは白い煙のようなものが上がっている。

「あるみ！　大丈夫か!?」

「……あっ。マスター。申し訳ありません。水を……」

「水!?　咽のどが渇いてるのか!?」

「いえ……私の頭に水をかけてください。コップ一杯程度でいいので……」

「わ、わかった！」

　バシャッと、僕はキッチンにあったコップに水を汲くんであるみの頭にかけてやる。すると、シューっという音とともに立ち上っていた煙は消え、顔も元に戻った。

　……これで大丈夫なのか？

「……心配をおかけしました」

　何事もなかったように立ち上がるあるみ。少しだが、汗をかいているようにも見える。

「一体何が起きたんだ？」

「それが……あまり言いたくないのですが、私には一つ欠陥がありまして……」

「欠陥？」

「ひどく興奮したりすると、たまに回路がオーバーヒートして、頭から煙を出してフリーズしてしまう場合があるのです」

「………」

　いやいや。そんな大昔のラブコメマンガみたいな。

「対処方法は、頭にある回路を冷却すればいいのですが」

「だから水をかけたら治ったわけか」

「その通りです。不覚でした。まさかあの程度のキーワードでフリーズしかけるなんて」

「キーワード？」

「い、いえっ。違うんです。別に、胸が小さいことがコンプレックスだとか、エッチな話題は恥ずかしいのであまり好きじゃないとか、決してそんなわけではなくてですね……」

「……わかったよ。さっきのは僕が悪かった。ごめん」

　もう一度、ちゃんと謝る。明らかに今のは僕が悪い。誰だれにだって嫌いな話題はある。

「ノープロブレムです」

　すると、あるみは相変わらずの無表情ながらも応こたえてくれた。

「私の精神回路は、あの程度で傷つくようには設計されていませんから」

「あるみ……」

　ああ……やっとわかった。

　桜さくらあるみ。今日やってきた僕の妹はちょっと生意気で、全然笑ったりしないけど……素直になれず不器用なだけで、きっと本当は優しい女の子なんだろう。

　じゃなきゃこんな風に僕のことを許してくれるわけが……。

「それに、引きこもりでネガティブなマスターに何を言われようが、私は傷つきません」

「!?」

「驚きましたか？　私には昨日までのマスターの生活情報がインプットされています。なので、マスターのパソコンの中身が妹物ゲームで埋まっていたこともお見通しです」

「マジすか!?」

「マスターのベッドの下にある不潔な書籍のコレクションはすごいですね。博物館が作れる量です。中でもあの『妹にマヨネーズを塗りたくれ！』という本は意味がわから――」

「いやああああああああっ！」

　ひどすぎる！　姉さんの悪魔！　何も妹に僕の趣味嗜好を教えなくても！

「マスター。妹として一つ忠告するのですが、あまり妹萌もえすぎるのはどうかと……」

「妹に一番言われたくないセリフだ！」

「ここまで兄が妹萌えでは、私は滅びの言葉を唱えるしかありません」

「は？　滅びの言葉って……もしかしてラピュタのクライマックスで出てくるヤツか？」

「私の好きな映画は『天空の城ラピュタ』と『ターミネーター２』です」

「おまえの趣味嗜好なんか聞いてない！」

「――スバル！」

「スバルって誰だれだよ!?」

　正しくは『バルス』である。くそっ。それにしてもここまで自分の好みをバカにされるとは。エキセントリックな姉を持ったせいで、僕は可か愛わいい妹に憧あこがれてただけなのに……。

「マスター」

　悔しさに震えていると、あるみが口を開いた。

「これで、おあいこです」

「……え？」

「だから、おあいこと言ったんです。今の悪口で、さっきの私へのセクハラは不問にしてあげます。兄きよう妹だいはときにこういうケンカの収め方をするそうです。感謝してくださいね」

「………」

　……そっか。コイツは僕のことを気遣ってくれたのか。僕が必要以上に気を遣いすぎないように、わざわざ悪口を言ってくれたんだ。やっぱり、コイツは優しい妹で……。

「まあ、マスターが引きこもりでネガティブでエッチなのは変わりませんが」

「一言多いよ。しかもエッチって言葉が増えてるし」

「文字通り一言多くしてみました」

「ちょっと上う手まいこと言ってんじゃねえ！」

　前言撤回。コイツは間違いなく性格が悪い。

「大体、おまえは僕の妹なんだろ。だったら、ちょっとは妹らしくしたらどうだ？」

「妹らしく？　例えば、マスターの理想はどんな妹ですか？」

「えーっと……大人しくて、可か愛わいくて、兄に優しい天使みたいな女の子で……」

「それはもはや妹じゃなくてペットですね」

「僕の理想が全否定された!?」

「事実です。そんな都合のいい妹は天国にだっていません。もしよろしければ、今から確認してきますか？　私のシャイニングウィザードなら軽い天国旅行が可能ですが」

「そんな臨死体験はしたくない！」

「……ちっ」

「なんで舌打ちするのさ!?」

「妹の好意を無駄にするからです」

「今のは好意って言うより殺意だ！」

「兄きよう妹だいのコミュニケーションといったらプロレスごっこが常識なのに」

「絶対にその常識は間違っている……！」

「そんなことはありません。私が聞いた話では、毎日毎日妹とプロレスごっこをしていたばっかりに、女性恐怖症になってしまった不幸な男子高校生もいるそうです」

「そいつのエピソードは極端すぎだろ!?」

　信じがたい話である。というか、事実だとしたら同情するしかない。もっとも、あるみみたいに外見が可愛いくせに性格の悪い妹もどうかと思うけど……。

「………」

　だけど――どうしてだろう。

　妹の言う通り、僕は引きこもりで、そして言わずもがな人見知りだ。

　なのに、不思議とあるみとはフツーに喋しやべれる。さっき出会ったばっかりなのに、なぜか初対面って感じがしない。うーん、なんでだろう……。

「それはそうと、マスター」

　考え込んでいると、あるみが話を変えてきた。

「そろそろ準備をするべきでは？　マスターの夢である高校デビューを成功させるために、入学式の会場である春すの原はら高校へ向かわなければいけません」

「あ、ああ、そろそろそんな時間か……」

　時計を見ると、時刻は七時半ジャスト。もう出かけてもいい頃ころ合あいである。

　なにせ、僕は引きこもり。僕にとって家の外はモンスターの出現する魔界なみに危険地帯なのだ。出歩くには相当の覚悟がいる。余裕は持っておいた方がいい。

　そう――今日で変える。

　僕だって、好きでこんな引きこもり生活をしてきたわけじゃない。高校の入学をきっかけに、僕は今までのダメ人間だった自分を――変えたいんだ。そのために遺書だって用意したんだし。まあ……あれはちょっと勢いで書いちゃった気もするけどさ。

「――よし、行くか」

　引きこもりから抜け出すためにも、絶対に高校デビューしなくちゃならない。改めてそう決心してから、準備してある真新しい鞄かばんを持って、玄関へ向かおうとすると……。

「……あの、マスター」

　くいくいっと制服の裾すそを弱々しく引っ張られた。

　そこにいたのは、ちょこんと僕の制服を摘まみながら顔を俯うつむかせる僕の妹。

「その……私から一つお願いがあるのですが……」

「ん？　なんだ？」

「高校へ行く前に、ちょっと立ち寄って欲しい場所があって……」

「立ち寄るって、どこに？」

「～～～っ」

　訊きき返すと、なぜかあるみは黙って……あれ？　どうしてまた顔が赤くなってるんだ？

「実は……私の保護ケースの中に高校の制服やその他の必需品は入っていたのですが、博士が入れ忘れてしまったのか……一番大事な物が入っていなくて……」

「大事な物って……」

　再び訊き返すと、あるみは顔を真まっ赤かにしたまま「…………下着です」と今にも消え入りそうな声で答えた。

　……ストップ。

　え？　どういうこと？　登場が裸だったくせに、あるみは自分の着替えを見られるのが嫌と言うから僕は部屋の外に出ていた。けど、下着が入ってなかったってことは……。

「もしかして、今までずっと……」

「～～～～～っ」

　僕の言葉に、あるみはぎゅぅぅぅっと両手でスカートを押さえたまま感情の乏しい表情で精一杯恥ずかしがっていた。

　ということはやっぱり、その制服と、やけに短いスカートの下は……。

「あ、あんまり見ないでくださいっ」

「………っ！　ご、ごめん！」

　あるみの言葉に、思わずスカートから視線を外す僕。

　姉さんめ。まさか面白がってわざと下着を入れなかったんじゃないだろうな。冷静に考えれば、あの起動方法からして悪意満点だったし……。

「……ん？」

　そう言えば、あるみはあの起動方法のことをどう思ってるんだろうか？　仕方なかったとはいえ、僕たちは……キ、キスをしちゃったのに。

「な、なあ、あるみ。おまえは自分がどうやって起動したか憶おぼえてるのか？」

「え？　どうして急にそんなことを？」

「い、いや、ちょっと気になっただけだよ」

「……実は、私も憶えていないのです。サーカスインダストリアルの研究施設にいたときは、外部装置からの電波信号で起動していました。けれど、この家にそんなものはなかったので、おかしいとは思っていたのですが……」

「あ、あはは、そうなんだ……」

　僕は引きつった笑みを浮かべるしかなかった。この様子だと、僕に口くち唇びるを奪われたことは憶えてないみたい。この家に来る前は、キス以外の方法で起動してたみたいだし――。

「―――」

　……待てよ。

　ということは、あのキスはあるみにとってもファーストキスだったんじゃ……。

「マスター。その顔は私に何か隠し事をしていますね？」

　ぐあっ。

「そういえば、博士が『あるみと鉄てつ之の介すけのために特別な起動方法を設定しておいたからっ』と言っていたのを思い出しました」

　ぐあぐあっ。

「答えてください。特別な起動方法とは、なんですか？」

　スカートをぎゅっと押さえたままで、あるみは僕に詰め寄ってきた。

　……言えない。

　ファーストキスを兄が奪ったなんて知ったら、この生体アンドロイドが何をするか。またオーバーヒートするか、復ふく讐しゆうのリアルプロレスごっこで天国旅行である。

「……なるほど。あくまで、言うつもりはないのですね」

　いつまでも黙秘権を行使する僕を、あるみはジトーっと半目で睨にらんでいた。ううっ……いかにもダメ人間っぽい逃避の仕方だけど、ここはただ黙っているしか……。

「しかし、ノープロブレムです」

「え？」

　どういう意味だよ？　と問い返そうとした僕を無視して、あるみはなぜかキッチンを出てリビングの方に移動した。

「お、おい、待てって」

　あるみを追いかけてリビングに入ると、なぜか彼女はリビングにあるリモコンで液晶テレビを起動させていた。テレビの中ではニュース番組の女子アナウンサーが今日の占いランキングをやっている。

「なんだ？　そんなに今日の運勢が気になったのか？」

「いえ、違います。というより、その様子だとマスターは知らないのですね」

「……何がだよ？」

「実はですね。このテレビには、マスターの部屋を隠し撮りした映像を観賞できる機能があるのです」

「………」

　タイミング良く、画面に映った女子アナウンサーが「今日、運勢が一番悪いのはおひつじ座のあなたっ！」と告げやがった。ちなみに僕の星座は絶賛おひつじ座である。

「マスターの部屋に博士の仕掛けた監視カメラがあるのは知っていますよね？」

「い、いや、まあ……」

「その映像は、このテレビにも共有録画されているのです。私が持っているリモコンである特定のコマンドを入力すると、その映像が再生されます」

「な、なんでそんな……！」

「そういう風に博士がテレビを改造したそうです。後で私がマスターの生活をチェックできるようにと。さすがに、そこまでするのは妹としてどうかと思ったのですが……」

「………。まさか、あるみさん？」

「ポチッとな」

「あああああああああああっ！」

　僕のシャウトを無視して、あるみはリモコンのボタンをポチポチ操作。瞬間、今まで占いカウントダウンを映していたテレビの画面が切り替わる。

　せめて今日のラッキーアイテムだけでも見せてくれ！

　僕のそんな祈りも空むなしく、大きな液晶には、『桜さくら鉄てつ之の介すけ　監視映像コレクション』なんてやけに可か愛わいらしい丸文字が浮かんでいた。

「なるほど。この画面から日にちごとのマスターの録画映像を探せるわけですか」

「そ、そんなＤＶＤのチャプター検索機能みたいな……！」

「さすが博士です。それでは四月四日、今朝の映像は――」

「や、やめろぉ―――――っ！」

「あっ。何をするのですかマスターっ」

　ＮＦＬのアメフト選手ばりの勢いで僕はあるみの元へ走り込んだ。

　こうなったら、強引にリモコンを奪い取るしかない……！

「ち、近づかないでくださいっ。セクハラですっ。不潔ですっ」

「うるさい！　早くリモコンをよこせ！」

「やっ、あっ、んっ……どうしてそんなに必死になるのですか。あと、あんまり引っ付かないでくださいっ。さっきも言いましたけど、今の私は下着を身に着けて……きゃっ!?」

「うわっ!?」

　まるでダンス中に足を引っかけたカップルよろしく、僕たちはフローリングの上に絡み合うようにして倒れてしまった。

　痛てて……と強したたかに打ち付けた膝ひざの痛みに耐えていると……。

「マ、マスター……」

　ひどく弱々しい妹の声が聞こえた。

　目の前にいたのは、桜さくらあるみ。

　ちょうど僕が押し倒したような感じである。あるみは、恥ずかしいのか僕の下で頬ほおを桃色にしていた。しかもその倒れた衝撃でスカートが捲まくれあがって……かなりギリギリ。

　押し倒しているせいで、目と鼻の先にある彼女の顔。露あらわになったほっそりとしたフトモモ。華きや奢しやな身体からだ。やっぱり、外見からは生体アンドロイドだなんて思えない。

　あるみ曰いわく、身体の機能だって人間に近づけてあるらしいし……。

「………あ、」

　瞬間、僕の頭の中に一つの疑問が浮かんでしまった。

『その他の機能も限りなく人間に近づけてあります』

　あるみはさっきそんなことを言っていた。つまり、そこまで人間に近いってことは、もしかして人間と同じように……エ、エッチなこともできるってことなんじゃ……。

「…………マスター？」

　いつまでも僕が黙っているのが不安だったのか、あるみが弱々しい声で呼んできた。

　……可か愛わいい。

　どこか人間離れした、精巧に作られた機械人形みたいな可か憐れんさ。そしてさきほどの思考で頭が埋め尽くされる。そのせいか、僕が思わず彼女の姿に見惚れていると――。

「……あっ」

　あるみが小さな声を上げて、僕から視線を逸そらした。

　その目線の先にあるのは、テレビの画面。

　さっきの倒れた衝撃で再生が始まっていたんだろう。そこには今朝の部屋の様子が映っていた。しかも、タイミングの悪いことに映し出されているシーンは……。

「………っ!?」

　画面に映し出された映像を見て息を呑のむあるみ。

　ちょうど、僕があるみを起動させるために、彼女にキスをする場面であった。

「マ、マスターっ。もしかして……特別な起動方法というのは……っ」

　目を白黒させて慌てながらも、妹は僕に訊たずねてきた。

　そして、うるうると潤んだ目でこっちを見つめて、

「では……私は……お……」

「……お？」

「いっ、いえっ。ですから、その、私はマスターと…………キスを？」

「………………。ごめんっ」

「～～～～～～っ」

　僕の謝罪を肯定と受け取ったんだろう。妹はカアアアアアッと顔をユデダコみたいに真まっ赤かにしてから――。

「うわっ、あるみ！」

　プシューっと、またもや頭から煙を出して失神フリーズしてしまった。

　慌てた僕は、またキッチンから水を汲んできて、彼女の頭にかけてやる。

　しかし今度はさきほどよりダメージが大きかったのか「うーん……」と唸うなったまますぐには起き上がらない。どうやら目まで回しちゃったみたい。

「……はぁ」

　なんというか……まだ家すら出ていないっていうのに、前途多難である。

　そんなことを思いながらも、僕は新しくできた妹のために、とりあえず彼女を膝ひざ枕まくらしてあげることにした。



    

  
    
      


第３話　スクールゾーン





　通学路。

　高校生活にとって、その場所は重要なファクターとなる。毎日高校へと通うために行き来するのだから当然だ。

　だから、僕が目指す高校デビューにおいても軽視できない場所ということになる。

「大丈夫ですか。マスター」

　我が家から春すの原はら高校へと続く通学路の途中。さきほどのオーバーヒートからすっかり回復したあるみは、灰色ツインテールを揺らしながら無感情な声で告げた。

「……妹よ。ちょっとだけ、兄の話を聞いてくれ」

「はい。私でよければ」

「水深千メートル以上の深海に生息するチョウチンハダカという魚の一種には、眼球がないんだ。光の届かない深海で暮らすうちに目が退化したんだよ」

「マスター。失礼ですが、私にはあなたの言いたいことがよくわかりません。もう少し簡潔にお願いします」

「つまりは、僕もそのチョウチンハダカと同じってことだ」

「ああ。なるほど。マスターは『シャーハッハ！　下等種族が！　生き物はみな生まれながらに平等じゃねえんだよ！』と勝ち誇る哀れな魚人さんなのですね」

「僕はそんな哀れな魚人さんじゃない」

「では『ギョギョギョー！』と甲かん高だかい奇声を上げる魚類博士ですか？」

「彼は紛れもなくホモサピエンスだ」

「しかし、チョウチンハダカという響きはどことなくエッチです」

「おまえの想像力には感服するけどさ！」

　……まあ、ようするに。

　何が言いたいかと言うとね。

「…………眩まぶしい」

　照りつける日光を手で遮りながら、僕はため息を吐いた。

　そう、僕は引きこもり。主な仕事は自宅警備である。しかも、外出は基本的に人の少ない夜間のみ。なので、太陽に照らされた屋外に出るのは随分久しぶりだったのだ。

　気分はすっかり深海魚。しかも本日のお天気は雲一つない晴天。ヴァンパイアじゃなくても焼け死にそう。すでに精神的にボロボロである。

　我が家から春原高校までの距離は約一キロ。十分に徒歩通学圏内だと思う。

　しかし、すでに家を出てから四十分も経たっているのに現在僕がいるのは家からわずか三百メートルの地点。遅すぎる。ミドリガメだってもうちょっと速く歩けるんじゃないか。

　ちなみに体力の方はなんとか大丈夫。実はこの日のために、通信販売で買ったルームランナーで毎日走っていたのだ。上空で輝く太陽あいつの妨害はキツいけどさ。

　しかし、敵は日光だけじゃない。

　本当の敵は……。

「うっ……」

　思わず出るうめき声。出勤途中だろうか、また一人スーツ姿の男性とすれ違ったのだ。

　僕たちが今いる地域は住宅地。

　人口密度が高いみたいで、さっきから何度もサラリーマンやゴミ出しをする主婦や僕たちとは別の学校の生徒とすれ違う。

　僕にとっては、それが何よりも苦痛だった。

　みんながどこかで自分を笑っている気がするのである。

　……わかってる。

　実際そんなことはないんだ。でも、引きこもりとしてのネガティブシンキングが、彼らの他た愛わいもない雑談をありもしない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようへと変換して、僕の脳内へとお届けしてくる。

　ほら、また……。



「あら、奥さん、あそこを見て。引きこもりがいるわよ」「まあホント。やあねぇ」「ねー、ママー、引きこもりって何ー？」「シッ。見ちゃいけません」



　空耳だ。

　マズいぞ。今すぐネガティブシンキングを停止するんだ。なにせ僕は引きこもりのダメ人間。ルームランナーで身体からだを鍛えようが、心までは鍛えていない。



「アハハ、あいつ超ウケるんですけどー」「俺おれたちは毎日汗水たらして働いてるってのに、引きこもりは楽でいいよなぁ」「これだからネガティブな人間は……」



　うるさい。僕だって好きでネガティブシンキングに生まれてきたわけじゃない。今の生活から抜け出すために、必死で高校デビューしようとしてるんだ。



「あの顔はどう見てもベッドの下に大量のエッチな書籍を隠している顔です」「それも妹物ばっかり」「まったく、思春期男子ときたら」「不潔です」



　……くそっ。

　今日の空耳はいつにも増してひどいな。やけに的を射た誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようまで聞こえてくるぞ。



「この妹萌もえが、この妹萌えが、この妹萌えが……」「パソコンのハードディスクを妹物ゲームで埋め尽くすのはやめてください」「不潔です。不潔です。不潔です」



「………」

　あの、さすがにこれはおかしくないですか？

　それにこの無感情な声は、ひどく聞き覚えがあるような。



「待遇改善を要求します」「もっとチョコレートが欲しいです」「さあ、マスター。この声を聞いたら、あなたは明日から妹にチョコレートを貢ぎたくて仕方がなく……」



「あるみいいいいいいっ！」

「はい。なんですか、マスター」

　いつのまにか隣から無表情のまま囁ささやきかけていた妹に、僕はツッコミを入れていた。途中からやけにピンポイント爆撃が多いと思ったら、コイツだったか。

「質問に答えろ。おまえは一体何をしている」

「別に何も。私はただマスターに待遇改善を訴えようと」

「じゃあどうして小声で囁くんだ？」

「知らないんですか？　人間はある一定のリズムの音をずっと聞いていると、自分でも気づかないうちに催眠状態に陥ることが……」

「僕の深層意識にまで働きかけるのはやめてくれ！」

「では、直球で。マスター、チョコレートが食べたいです」

「ストレートに要求されても困るんですけど!?」

「兄は妹に優しくするものです」

「妹がこんなにあつかましいとは思ってなかったよ！」

　いっそのこと糖尿病にでもなってしまえ。いや、あるみは生体アンドロイドだから病気にならないのかな？　なんてこった。無敵じゃんコイツ。

「今日は入学式だし、余計なものは持って来てない」

「そうですか。残念です」

「頼むから大人しくしててくれ……」

「では、大人しく持参したチョコレートを食べることにします」

「しっかり持ってきてやがる!?」

「パンがなければ、チョコレートを食べればいいじゃない」

　あるみは「ふふんっ」とちっちゃな胸を張りながら、鞄かばんから取り出した板チョコをカリカリ頬ほお張ばっている。

　どうやら威張っているらしい。表情が変わらないからわかりにくいけど。

「それにしても、マスターはもっと落ち着いた方がいいんじゃないですか？　まだ高校にも着いていないのに」

「登校は高校デビューにとって重要なポイントの一つだ。力も入るさ」

「なるほど。マスターは『げへへ、あのラジオ番組のパーソナリティーに俺おれの書いた下品なハガキを読ませてやるぜ～』と陰いん湿しつな行為をする残念なリスナーなんですね」

「それは登校じゃない！　投稿だ！」

　第一そんなところに力を入れてどうする。悲しすぎるリスナーである。

「それとも、まださきほどのことを怒っているんですか？」

「やめてくれ。思い出したくない」

「ノープロブレムですよ。妹にプレゼントを買ってあげたと思えば」

「おまえはあのプレゼントを受け取ってどう思った？」

「正直、『これは訴えれば勝てるな』と思いました」

「…………」

　いや、確かにあの光景は犯罪チックだったけどさ。

　家を出た後――僕たちは、近くにある商店街のランジェリーショップへと向かった。

　どうか誤解しないで欲しい。

　僕はこう主張したのだ。「下着なんかコンビニで買えばいいじゃないか」と。すると、あるみも「わかりました」と納得。そんなわけで僕たちは近所のコンビニへと向かった。

　しかし、コンビニに入店した直後、恐るべきことに妹は「いやーっ！　私の兄が『コンビニで買った安物の下着を穿はいたまま開脚前転をしろ！』とひどくマニアックな要求をしますーっ！」と叫びやがった。

　僕らは逃げた。

　当たり前だ。下手をしたら通報されていただろう。普段ネガティブな僕じゃなくてもそう思う。あのコンビニには二度と行けないよ。

「私だって年とし頃ごろの女の子。可か愛わいい下着が欲しかったんですよ」

「じゃあ、ランジェリーショップで下着の会計を僕にやらせたのはどうしてだ？」

「マスターに少しでも一般人の方とコミュニケーションを取って欲しくて」

「あんな場所でコミュニケーションできるか！」

　なにせランジェリーショップ。何を血迷ったのか朝七時から営業している意味のわからないくらい気合の入った店だった。

　幸い早朝でお客さんが少なかったのが救いだけど、店員さん（若い女性）の視線が痛くて仕方なかったし。僕みたいな引きこもりにはハードルが高すぎる。

「いいじゃないですか。レジの店員さんも笑顔でした」

「かなり引きつってたけどな」

「会計をするマスターの後ろで私が『いいんですか？　今買っているのは妹である私の下着ですよ？　もっとセクシーな物にした方がマスターも喜ぶんじゃないですか？』と言ったときの顔といったら」

「あのときはおまえを粗大ゴミに出そうかと思ったよ！」

「きっと店員さんも嬉うれしかったはずです」

「商売だから買ってくれたら嬉しいかもしれないけどさ……」

「最後に私が『大事に使わせていただきます』と言ってレジの前で下着を穿はき始めたら、電話を取り出して友人の方に大声で喜びを伝えていました」

「あれは間違いなく警察に通報してたんだ！」

　その証拠に「助けて！　変質者が！　妹に特殊プレイを強要させる変態がいます！」とか叫んでたし。あの店にも二度と行けない。

　ちなみに、お買い上げした下着は可か愛わいらしいフリルがついた純白デザイン。僕は清純派が好きなのだ。まさか妹への初めてのプレゼントが下着だとは思わなかったけどね。

「でも、まさかあんなに高い下着を買わされるとは……」

「感謝してください。その代わりに……キスの件は不問にしてあげたんですから」

　思い出すのも恥ずかしかったのか、あるみはちょっとだけ顔を赤くしてぷいっとそっぽを向いてしまった。

　そう、これは一種の謝罪なのである。起動のためとはいえ口くち唇びるを奪ってしまった僕にあるみが要求したのが、彼女のために何かプレゼントをすることだった。

　今すぐ必要だということでプレゼントは下着に決まったんだけど、おかげで今月の小遣いが大幅に減ってしまった。まあ、あるみが許してくれたからいいけどさ。

　それに、僕たちは兄きよう妹だいだ。

　兄妹だったら、あのキスはノーカウントと考えても……。

「……あれ？」

　そう言えば、あるみと話していたせいですっかり忘れてたけど、いつの間にかネガティブシンキングのせいで起きる空耳が止まっていた。

「………」

　まさか、あるみは僕の気を紛らわせるためにわざわざバカな会話をしてくれたのかな？それに、喋しやべりながら進んでいたせいか歩くペースも上がっている。

　現在の時刻は八時三十分だけど、春すの原はら高校までの距離は残りわずか百メートル。

　これなら九時からスタートの入学式には十分間に合うだろう。

　もしそこまで計算ずくだとしたら……あるみは本当に優秀な妹なのかもしれない。

「マスター。その目は私を見直している目ですね」

「勘が良いな。さすがは僕の妹だ」

「そんなエッチな褒め方はして欲しくありません」

「はあ？　どこがエッチなんだよ？」

「だって、『感度が良いな。さすがは僕の妹だ』って」

「そんなトチ狂ったことは言ってねえ！」

「大声を出さないでください。周りの人が見ていますよ。これ以上見られたら、恥ずかしくて死んでしまいます」

「意外に恥ずかしがり屋さんだな……」

「え？　恥ずかしくて死ぬのは、マスターですよ？」

「なんで!?」

「自ら死を選ぶほどの恥ずかしい行為を強要させられるのは、マスターですよ？」

「恐ろしいことを言うな！」

「それはそうと、マスター」

　急に、あるみは真ま面じ目めな口調になった。

「確認しておきたいのですが、マスターの目指す高校デビューは『フツーの男の子としての高校デビュー』なんですよね？」

「そうだけど、何か文句でもあるのか？」

「いえ、どうせならもっと壮大な目標にしたらいいのにと思っただけです」

「例えば？」

「部活に入ってインターハイを目指すとか、生徒会長になって高校のトップに立つとか、可か愛わいい女の子ばかりのハーレムを建国するとか」

「そんな目立つことはどっかの主人公にでもやらせとけばいいさ」

　そう、僕のポリシーは保護色。クラス内に溶け込んで目立たないフツーの高校生活。配役は主人公じゃなくてエキストラ。それこそが、僕の夢なんだ。

「そうですか。マスターがそう言うのなら仕方ありません。高みを望まないネガティブなマスターには合っている気もします。かくいう私にも、夢がありますし」

「夢？」

「はい。私は――」



　人間デビューがしたいのです。



　彼女は、はっきりとした言葉でそう告げた。

「……人間デビュー？」

「そうです。生体アンドロイドの私にとっては大きな目標です。私は、いつか人間になりたいんです」

「それは……身体の機能的にって意味で？」

「いえ。どういう概念で人間として認められるかはわかりません。けれど、私はみなさんに、機械ではなく人間だと思ってもらいたいのかもしれません」

「………」

「まあ。人の手で造られた生体アンドロイドである私が何を言っても戯ざれ言ごとですが」

　そう言いつつも、あるみの表情は変わらなかった。

　いや――違う。

　少しだけ、悲しそうにも見える。

「……そんなことないよ」

　思わず、僕は声を出していた。

「人間デビュー。すごくいい目標じゃん。けど、それならまずは――『人間としての高校デビュー』を成功させる必要があるな」

「…………えっ」

　珍しく、あるみはちょっとだけ驚いた後で……。

「……では、私とマスターは同じ目標を持った兄きよう妹だいということになりますね」

「ああ。がんばって一緒に高校デビューしよう」

「マスターがそう言うのでしたら、私はノープロブレムです」

「でも、それならおまえが生体アンドロイドだってことを、他ほかの生徒や先生にバラすのはよくないかもしれないぞ」

「私もそう思います。機械と人間では、どうしても対応に差が出ますからね」

「了解。じゃあ僕たちの目標は、二人で高校デビューすることと、おまえの正体を他人にバラさないこと。大丈夫。僕たちは兄妹だ。困ったら、お互い助け合えばいいさ」

「そうですね。私も、それがベストだと思います」

　そのとき、すでに彼女はいつもの無表情に戻っていた。

　まあ、いつもネガティブな僕にしてはポジティブすぎる会話だったけど、たまにはこういうプラス思考も大事だと思う。引きこもりでダメ人間な僕にとっては。

「マスター。もう少し確認したいことがあるのですが」

「ん？　まだ何かあるのか？」

「はい。博士から貰もらったデータによると、マスターは一年前に地方からこの街に引っ越してきてずっと引きこもっていた。そして春すの原はら高校に入学することになったんですよね？」

「そうだよ」

「引きこもっていた期間は地方の頃ころも合わせて二年間。メル友などのインターネット上の知り合いも皆かい無む。ということは、現在マスターの友だちはゼロです」

「う、うん、まあな」

「寂しいですね」

「わかってるなら強調しないでくれ！」

「失礼しました。引きこもっていた間の学業はどうしていたんですか？」

「自分で参考書を買って勉強してたよ。ここだけの話、死に物狂いでがんばったんだ」

「誰だれかに教わったわけでもない、と」

　あるみは「ふむふむ」と何やら考え込んでいた。まあ、知り合いや友だちが一人もいないのはわかってたことさ。

　けれど、だからこそ高校デビューができる。

　私立春すの原はら高校。一応調べてみたけど、僕の通っていた中学校からこんな遠方にある高校にわざわざ進学する酔すい狂きような人間はここ数年いなかった。

　よって、僕を知っている人間は誰一人いない。

　だからこの高校は、過去の自分と決別するのには持ってこいの場所なのである。

「しかし、だとすればなおさら変ですね」

　けれど。

　あるみはまるで謎なぞを見つけた名探偵のように視線を鋭くしていた。

　――そして。

　彼女は、僕の方を真剣に見つめてから。

「それでは、さっきからずっと、私とマスターのことを尾行している女の子は一体誰なのでしょう？」



「……尾行？」

　妹の口から出てきた物騒なキーワードに、僕は素直に驚きよう愕がくしていた。

「その通りです。姿は見えませんが、約三十分前から私たちはずっと小さな女の子に尾行されています」

「なっ……」

　三十分前だって？　ちょうど僕たちが家を出てすぐの頃じゃないか。

　思わず、キョロキョロと周囲を確認しようとすると。

「動かないでください」

「!?」

　突然、あるみが正面からぎゅっと抱きついてきた。まるで僕の動きを拘束するように。

「相手にこちらが気づいていることを感づかれます。そうしたら、何をしてくるかわかりません」

「そ、それはそうだけど……！」

「マスター。そんな挙動不審な態度はやめてください。どうしたんですか？　体温と脈拍が上昇しているようですが」

「そそそそそんなこと言われてももももっ！」

　桜さくらあるみ。

　僕の妹とはいえ、外見はとっても可か愛わいい女の子なんだ。

　そんな子に抱きつかれて平常心なんか保てるわけがない。髪から流れるどこか甘い香り、肌に感じる女の子の独特のふにふにっとした柔らかさ……って、女の子といえば……。

「ど、どうして僕たちを尾行している相手が女の子だってわかったんだ？」

「簡単です。足音を聞けばわかります」

「足音？」

「私たちを尾行している相手の足音。音量や音質などの様々なデータを解析した結果、体重が四十キロ以下の人物と予測しました」

「……なるほど。その体重が当てはまる人間は、小柄な人間ってことになるな」

「歩き方のリズムなどの様々なデータから言っても、男性であることはありえません。まず間違いなく尾行者は女の子です。それも、かなり小さな」

　一切の感情を表すことなく、あるみは尾行者のデータを説明してみせた。……すごい。まさかこんな能力があったとは。さすがは生体アンドロイドである。

「ちなみに、私のセンサーはマスターが私と身体からだを密着させることで精神的に興奮していることも確認しています」

「げっ」

「不潔です。私だって、好きで抱きついてるわけじゃないのに」

「し、仕方ないだろ！　引きこもりにとって三次元の女の子に抱きつかれるとか未知の領域なんだ！」

「自分のダメ人間っぷりを強調しないでください。それはそうと、どうしますか？」

「どうしますかって……」

「尾行者のことです。マスターに心当たりはないんですよね？」

「まあ、誰だれかに尾行される覚えはないな」

「では、私としては念のために排除するのが一番いいと思います」

「……ストップ。その排除っていうのは？」

「少しの間眠ってもらうだけです。私のチョークスリーパーからは逃れられません」

「またプロレス技かよ!?」

　おまえは女子プロレスラーか。ブラック企業に造られたせいか、僕の妹は戦闘能力が高いっぽい。どうしてプロレス技が得意なのかはわからないけど、姉さんの趣味なのかな。

　何にしろ、物騒なのはやめて欲しい。

　ここは通学路だ。

　幸運なことに、周囲に僕と同じ春すの原はら高校の制服を着た生徒はいない。

　頭の中で地図を思い出すと、この通りを抜けると高校の正門へと続く大通りに出る。たぶん生徒がいるのはその道だ。

　けど、いくら離れているとはいえ、あまり騒ぎを起こすと僕たちの高校デビューにも支障が出るかもしれない。

　だから、この場合は……。

「わかった。あるみ、なるべく安全な方法で解決してくれ」

「安全な方法とは？」

「その女の子のところに行って、僕たちを尾行していた理由を聞き出してくるとか。おまえが聞いて問題なさそうだったら放っておいていいから」

「放っておいていいのですか？　ネガティブなマスターらしくありませんね。てっきり、相手に反撃される展開まで考えていたのかと」

「僕も最初は考えたけどさ」

「その後、相手の女の子に捕まって凌りよう辱じよくされる展開まで考えていたんでしょう？」

「断じてそこまでは考えてねえよ！」

「では、なぜ？」

「いや……おまえも言ったけど、その相手は小さな女の子なんだろ？」

　だったら、たぶん大丈夫だろう。

　持ち前のネガティブシンキングゆえ、もしこれが大きな事態に発展したら嫌だという不安はあるけど、小さい女の子ならそこまで危険度はないと思う。

「だから、くれぐれも相手を攻撃しない。それがこの作戦のポリシーだ」

「了解しました。それでは――作戦を開始します」

　いつもと変わらない無感情な声で告げたと思ったら、あるみはダダダッと猛烈な勢いでダッシュ。たった今進んできた道を戻り始めた。

　その姿は、曲がり角を通過したところで見えなくなってしまった。

「……大丈夫かな」

　軽く目を閉じて、シンキングタイム。

　ちょっと不安だ。一応安全にとは言っておいたけど、相手がどうして僕たちを尾行してたかはわからないし。いざとなったら国家権力のポリスさんたちに頼ることも……。

「ただいま帰りました」

「早っ!?」

　目を開けると、あるみは何事もなかったかのような表情で僕の前に立っていやがった。いやいや、いくらなんでもスピーディーすぎだろ。まだ一分も経たってないのに。

　それに……。

「報告します。作戦は失敗です。交渉は相手側に拒否され、戦闘に発展しました」

「戦闘って……大丈夫か？　怪け我がは？」

「ノープロブレムです。少し手こずりましたが、攻撃してはいけないと言われていたので、私は襲いかかってきた相手を――」

「相手を？」

「捕まえました」

「………」

　うん。

　それは見ればわかるよ。

　僕の前に立つあるみ。彼女は、自分と同じ春すの原はら高校の女子制服を着たちっちゃい女の子を、しっかりと拘束していた。



「コラーっ！　早く下ろせーっ！」

　あるみに拘束された女の子は、罠わなに捕まった小動物よろしくジタバタ暴れていた。

　ちなみに拘束と言っても別にスコーピオンデスロックみたいな関節技をかけてるわけじゃない。

　いわゆる、高い高い。

　幼い子供と遊ぶ父親よろしく、あるみは無表情のまま両手で女の子を持ち上げていた。

「しかし、本当にちっちゃいですね」

　女の子の身体からだを軽々と上下に揺らしながらあるみが呟つぶやいた。

　僕たちを尾行していたという女の子。

　たぶん身長は百四十センチくらい。明るい髪色のショートヘアーに、くりっとした大きな瞳ひとみと幼い顔つきも合わさってか、どことなく愛らしい子犬を思わせる外見である。

「うるさい！　ちっちゃいって言うなっ！　ていうか早く下ろせこの馬ば鹿か力ぢから女っ！」

　幼い声とはアンバランスな強気な口調で、女の子は叫んだ。

　どうやら怒らせてしまったらしい。自分のウルトラミニな身長がコンプレックスなんだろう。小学生にすら見えるもんな。

「失礼しました。ちっちゃいって言ったことは謝ります」

「誠意が足りない！　そんなんじゃ全然ダメだ！」

「じゃあいっそのこと褒めましょうか？」

「……褒める？」

「あなたはとってもイイ身体からだをしています」

「なんかその褒め言葉はイヤだぞ!?」

「大丈夫です。中学生になれば身長も伸びますよ」

「カレンはもう高校生だっ！」

「……カレン？」

「あっ、違う、カレンは、カレンなんて名前じゃなくて、いや、違っ……」

　何かを言いかけてから、「うっ～～～」と目を潤ませながら拗すねた子供みたいに口くち唇びるを尖らせる女の子。

　うーん、やっぱりあるみだけじゃ不安だな。ここは僕も話しかけるべきか。初対面の人間と喋しやべるのは緊張するけど、なんとか勇気を振り絞って……。

「やっ……ややややあっ。こ、この際、お互い自己紹介しよう。僕の名前は桜さくら鉄てつ之の介すけ。こっちは妹の桜あるみ。そ、そっちの名前は？」

「言わないっ。知らない人に簡単に名前を教えちゃいけないっておかーさんが言ってた」

「ふ、ふうん。最近の子供はよく教育されてるな」

「カレンは子供じゃない！」

「あのさ、やっぱり名前はカレンなんだろ？」

「あっ……卑ひ怯きようだぞっ！　誘導尋じん問もんをするなんて！」

「いや、そっちが勝手に喋っただけだと思うけど」

「あぅっ、違っ……うっ～～～っ！」

　きゅぅぅぅぅぅっと悔しげに口唇を噛かみしめた後、女の子――いや、カレンは「……そうだよ。カレンの名前はカレンだっ」と観念した。

「カレンさん。ちょっといいですか？」

　話を進めるためなのか、あるみがカレンに話しかけた。

　彼女はいつもの感情のない口調で、

「これからあなたを拷ごう問もんします」

「おまえはカレンのことをどうするつもりだ!?」

「あ。間違えました。尋問です」

「ああ。それなら安心……って、なんでカレンが尋問されなくちゃいけないんだよ！」

「でも、カレンさんは私たちのことを尾行してましたよね？」

「び、尾行っていうか、後をつけてたっていうか……」

「なぜ？」

「それは……」

「スパイごっこですか？」

「そんな子供みたいな遊びはしないもんっ！」

「じゃあ好きな遊びは？」

「えっ。えーっと、クレヨンで絵を描いたり、ヌイグルミのお洋服を着せ替えたり……」

「やっぱり子供ですね」

「子供じゃないって言ってるだろ！」

「では今から大人の遊びをしますか？」

「そそそそんなエッチなことはしないぞっ!?」

「失礼しました。今のは軽いジョークです。話を戻します。私たちを尾行した理由は？」

「うっ……」

　高い高いされながらも、カレンは恥ずかしそうに胸の前で指をモジモジと合わせた。

「実は……道に迷って」

「意外に可か愛わいい理由ですね、迷子さん」

「うるさいな！　迷っちゃったんだから仕方ないだろ！」

「しかし、道に迷ってたのならどうして私たちを尾行していたんですか？」

「だ、だって……おまえたちがカレンと同じ高校の制服を着てたから……」

　小さな声で語るカレン。

　なるほど。たぶん、カレンの通学路は僕たちの通学路とかぶっているんだろう。

　道に迷って途方にくれていたところで、同じ高校の生徒である僕たちを見かけて、この人たちについていけば目的地に辿たどりつけると思った。

　うーん、ということはカレンも僕たちと同じ新入生か。さすがに上級生は通学路で迷わないだろうし。こんなにちっちゃい女の子が高校生ってことがビックリだけど。

「カレンはこの街に引っ越してきたばっかりで、交番がどこにあるかもわからないし、地図も風で飛ばされちゃうし、ケータイの電池は切れるし、可愛い野の良ら猫ねこがいたからなでようとしたら引っかかれるし……」

「アンラッキーですね」

「それに今朝は寝坊しちゃったから、朝ゴハンも食べてない……」

　くぅううぅ～～～っと、タイミング良くカレンのお腹なかが可愛らしく鳴った。

「……仕方ありませんね」

　すると、あるみはカレンを地面に下ろしてしまった。そして、真新しい鞄かばんから板チョコを一枚取り出して、

「カレンさん。このチョコレートを差し上げます」

「えっ、でも……」

「ノープロブレムです。私は十分に食べましたから。それに、毒物なども入っていません」

「……ホントか？」

「もちろん。マスターも、カレンさんにあげていいと思いますよね？」

「あ、ああ。僕は構わないけど」

「マスターの了解も得られました。それでは遠慮なくどうぞ」

　躊躇ためらいなく板チョコを差し出すあるみ。カレンはそれをおずおずと受け取って、パクッと口にした途端……パアアっと顔を輝かせた。

　どうやら気に入ったらしい。

　彼女は飼い主からエサを貰もらった子犬みたく板チョコをハグハグ食べている。

「美お味いしいですか？」

「う、うんっ。あの……ありがとぉっ」

「まだお腹なかが空すいているのでしょう？　チョコレートはもっとありますよ」

「ホントに!?」

「ほら、こんなに」

「じゃ、じゃあ、もうちょっとだけ貰おうかな……っ」

　一体どこに隠し持っていたのか、次々と板チョコを差し出すあるみと、遠慮がちにしながらも「えへへっ」と嬉うれしそうに頬ほお張ばるカレン。

　……なんだよ。

　やっぱり、あるみっていいヤツじゃん。お腹を空かせた女の子に自分の大事なチョコレートをあげるなんて。見直した。僕も兄として鼻が高いよ。

「マスター」

　と、あるみはなぜか僕だけに聞こえるように小声で話しかけてきた。

　そして、無感情な口調で一言。

「餌え付づけに成功しました」

「………」

　ちょっと待て。この妹、今なんて言いやがった？

「だから、餌付けです。これでカレンさんを飼い慣らしたも同然でしょう」

「ストップ。こんなちっちゃい子を飼い慣らしてどうするつもりだ？」

「私にチョコレートを貢がせます」

「なぜに!?」

「当然です。私はタダでチョコレートをあげるとは一言も言っていません」

「悪徳詐さ欺ぎ業者なみにタチが悪いな！」

「ちなみにマスターは私とカレンさんの取引を見届けた証人ですよ？」

「いつの間にか犯罪の片棒を担がされてる!?」

「だって『僕は構わない』って言ったじゃないですか」

「確かに言ったけどさぁ！」

「ああ、憧あこがれのチョコレートデイズ。とろけるような甘い生活が、私を待っています」

　相変わらずの無表情だったが、その口調はどこか幸せそうだった。

　……怖っ！　この妹、策士だ。現代に蘇よみがえった諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいと言っても過言じゃない。しかも末期のチョコレートジャンキーである。

「あぁ、美お味いしかったぁー」

　板チョコを食べ終えたのか、無邪気に微ほほ笑えむカレン。

　可か哀わい想そうに。この子は近いうちにチョコレート色の地獄を見ることになる。最悪、僕があるみに取引を解消するように言って助けてあげよう。

「カレン。この道を真まっ直すぐいけば、高校の正門に続く大通りに出られるよ」

　これ以上あるみと一緒にいさせると悪影響を与えそうなので、僕は道を示してあげた。

　この子は僕たちを尾行してたけど、悪気はなかったんだ。

　だから、こっちにできるのは精一杯のフォローをしてあげることで……。

「うるさい変態。おまえの言葉なんか信じられるか。さっさとくたばれ」

「………」

　カレンが発した恐ろしく冷たい言葉に凍りつく僕。

　……おかしいな。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女の僕に対する態度がやけにひどいような……。

「カレンはおまえたちのことをずっと見てた。だから、知ってるんだ」

「知ってる？」

「おまえが、コンビニで妹に下着を買わせようとしていたことを」

「！」

「さらには、下着屋さんで自分が選んだ下着を妹にプレゼントしていたことも」

「!?」

「さっきもこんな街中で妹と堂々と抱き合ってたし。だからカレンはわかったんだ。きっとおまえは、妹にいやらしいプレイを強要して喜ぶ変態野郎に違いないっ」

　ガルルッと敵を威嚇するオオカミみたいな目で僕を見るカレン。

　な、なんてことだ……！　まさかあの現場を目撃されていたとは。僕の株価が無残に大暴落。地を這はうような低空飛行。これじゃ誰だれも買ってくれませんよ。

「違いますよ、カレンさん」

　殺気立つカレンにあるみが言った。おおっ、ナイスだ妹！　ここは上う手まくフォローを入れて僕の株価を回復させてくれ！

「マスターは妹物のパソコンゲームとエッチな本をこよなく愛する変態さんですが、決して私に特殊プレイを強要させていたわけじゃありません」

「全然フォローする気ないだろおまえ!?」

「私は間違ったことを言っていますか？」

「すいません全部正解です！」

「それにマスターは優しいじゃないですか。その証拠に私にとっても可か愛わいい下着を買ってくれました。ほら、カレンさん。どうせならご覧になりますか？」

「子供には刺激が強すぎるって！」

「冗談ですよ。本当にスカートをめくって下着を見せるわけないじゃないですか。妹萌もえは黙っていてください」

「ぐっ……！」

　挑発的にスカートをちょこんと摘まんでひらひらさせるあるみ。こ、この妹め、さすがにここまで兄をバカにするとは……！

「こ、こここここの変態め！　覚悟しろっ！」

「うわっ!?」

　いきなり、顔を真まっ赤かにしたカレンが僕に向かって上じよう段だん蹴げりを放ってきた。

　必死に避ける僕。言わんこっちゃない。あるみの言葉を聞いて完全に僕のことを敵だと認識してしまったっぽい。身長のせいで上段蹴りが中段蹴りになってたけど。

「ふんっ。おまえみたいな変態は、カレンがやっつけてやるぞ」

「や、やけにケンカ腰じゃないか」

「だって……さっきまた子供って言ったし」

「子供って言われたのを怒ってるだけかよ！」

「だから子供って言うなっ！」

「あ。ごめん。でも……あんまり蹴けり技を出すのはやめた方が……」

「？　どうしてだ？」

「いや、だって蹴りの瞬間にスカートがすごいめくれて……」

「！」

「あと、子供って言われたくないなら、キャラ物の下着を穿はくのは……」

「～～～～～っ」

　素直に忠告したのに、カレンは「……コロス、絶対コロス」と呟つぶやきながら僕の方に向かってきた。

　マズい。思わぬところでバトルイベント発生である。これだから家の外に出るのは嫌なんだ。しかも僕は引きこもり。情けないことに戦闘能力は女の子以下のダメ人間である。

　よし、ここはあるみにも協力を――。

「がんばってくださいカレンさん。私はここで応援しています」

「あっさり寝返りやがった!?」

「すいませんマスター。カレンさんは大事なチョコレート取引の相手なのです」

「僕だって大事な兄だろ！」

「えっ、あっ……まぁ」

「なんでそこで曖あい昧まいな返事をするのさ!?」

　……って、そんなコントをしてる場合じゃないんだって！　目の前のカレンはすっかり臨戦態勢。「うーっ」と子犬のようにうなりながらこっちを威嚇している。

「ふふんっ。覚悟を決めろ。二秒で終わらせてやる」

「へ、へえー、随分自信があるんだな」

「当たり前だ。だって――カレンは、狼谷カレンだからな」

「……狼かみ谷や？」

　なんだそれ？　名字か？

　そんな風に、僕はカレンに問い返そうとした。

　そのときだった。

「あ、あるみ!?」

　いきなり、あるみが僕の腕を掴つかんでそのままものすごい勢いで通学路を走り出した。

　突然の逃走にビックリしたのか、カレンも「あ、待てっ！」と追いかけてこようとしたが、慌てたためか「ひゃんっ!?」と道端でコケてしまった。うわー、ドジっ子さんだ。

　怪け我がはなさそうだけど、あるみはそれも気にせずダッシュ。通学路を進み、転んだカレンが見えなくなるところまで辿たどりついた。

「……ど、どうしたんだよ？」

　はぁはぁと息を切らしながら訊たずねる。すると、あるみも軽く息を整えてから、

「すみません、マスター。私は判断を間違えていました。カレンさんと出会ってしまった時点で、一刻も早く逃亡するべきだったのです」

「どういう意味だよ？　もしかして、あいつの名前が関係してるのか？」

　カレンがフルネームを名乗った途端あるみも態度を変えたし、あいつの名前が引っかかったとしか思えない。

　僕の質問に、あるみは「はい」と頷うなずいてから、

「狼かみ谷やカレン。ちなみに狼谷は狼に谷と書くのですが、その名前は私のデータベースにも要注意人物として登録してあります。データによると、彼女は――」



　――不良です。



「不良？」

　僕はあるみの言葉に困惑するしかなかった。不良って……あのカレンが？　確かにちっちゃいわりにはやけにケンカっぱやかったけど。

「それもただの不良ではありません。データによると、ここから遠い地方で『アウトウルブス』という名の大きな不良チームを率いていた、筋すじ金がね入いりの不良少女だそうです」

「どこからそんな情報を？」

「博士から渡されたデータの中にありました。博士は、マスターが高校デビューするのに役に立ちそうな情報をいくつか集めていたので」

「その中にあいつのデータがあったわけか」

「つまりは博士からの警告なのです。狼谷カレンは私たち新入生の中では特に危険な人物だから注意しろ、と」

「……でも、あんなにちっちゃい女の子が不良だなんて。ちょっと口は悪かったけどさ」

「可か愛わいい外見に騙だまされてはいけません。カレンさんは間違いなく格闘技の有段者です」

「名字が狼谷って言っても、あれじゃ子犬がいいとこなのに？」

「一度戦闘をした私が言うのですから間違いありません」

「……わかったよ。今度あいつと会ったときは気を付けよう」

　うーむ、あんなにちっちゃくて可愛い女の子が不良だったとは。人は見かけによらないっていうけど……正直、まだ信じ難いよな。

「それはそうと、マスター」

「ん？　まだ何かあるのか？」

「はい。緊急事態です。現在の時間は八時五十分。あと十分ほどで、入学式が始まってしまいます」

　げっ。しまった。すっかり忘れてたけど、僕たちは登校途中だった。

　目の前に広がる通学路。

　僕たちがいるのは、ちょうど今まで来た道と正門へと続く大通りとの合流地点だった。すでに大通りには制服を着た生徒たちがわんさか。きっとほとんどが新入生だろう。

「ぐっ……」

　あまりの人の多さに、眩暈めまいがした。それにひどい吐き気も。どうやら人に酔ったらしい。くそっ、こんなときだっていうのに、僕はどこまで情けないダメ人間なんだ……！

「マスター。私たちも高校へと向かいましょう」

「わ、わかってる……！」

　高校の正門までは残り約十メートル。もうすでに僕の高校デビューは始まっている。引きこもりだって見破られないように、あくまでフツーの男の子を装わないと。

「気を紛らわすために、何か喋しやべりながら進みましょう」

　僕を気遣ってくれたのか、あるみが歩きながら話しかけてくれた。

「さきほどから気になっていたのですが、マスターは人見知りなんですよね？」

「う、うん。喋れないことはないんだけど、初対面だとかなり緊張する」

「それにしては、カレンさんとはちゃんと話せていたような。もしや、ちょっと前からパソコンゲームの妹キャラを相手に日常会話の練習をしていたのが役に立ったのですか？」

「どうしておまえが僕の秘密特訓の内容を知っている!?」

　誰だれにも言ってなかったのに！　そして今思えば悲しすぎるトレーニングだよねっ！

「私には博士の手によってマスターの情報がある程度インプットされていますからね。ですが、正直一人で延々とパソコン画面に話しかけるあの特訓はかなり痛々しい気が――」

「やめて！　思い出させないで！　引きこもりから抜け出そうと必死だっただけなんです！　それに、きっとカレンと話せたのはそのことだけが理由じゃない！」

「では、なぜですか？」

「いや……たぶん、カレンが女の子だったからじゃないかな？　実は、僕が前に住んでた家の近所に仲の良かった女の子が住んでてさ」

「マスター。悲しい嘘うそは言わないでください」

「嘘じゃないって！」

「そんなエアガールの話は聞きたくありません」

「だからホントなんだってば！　そいつとは僕が十歳ぐらいの頃ころからずっと友だちで、引っ越してきた後もたまに電話してたんだ。だから女の子と話すのに慣れてたのかもしれない」

「意外にリア充っぽい理由でビックリしました」

「どこでそんな現代用語を覚えたんだよ」

　リア充とは現実リアルが充実している人間を指すインターネットスラング。少なくとも、僕みたいな引きこもりに向けられる言葉じゃない。

「しかし、引きこもりのマスターと仲が良いとは、その女の子は優しい方なのですね」

「けど……そいつとは最近ケンカして絶交されちゃってさ。だから、もう連絡は取ってないんだ」

「え？　そうなんですか。……では、早く仲直りできるといいですね。カレンさんと話せたのも、その方のおかげかもしれませんし」

「ああ。たぶんな。それに……」

「それに？」

「いや……カレンってちっちゃくてさ。なんていうか、その……」

　妹キャラみたいで可か愛わいかったし。

　そんな言葉をうっかり口にした瞬間、僕は自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　……しまった。

　これじゃ余計に妹萌もえと見なされてしまう。

　でも、カレンが可愛かったのは事実だし、それに――。

「―――」

　なぜだかわからないけど、彼女の態度にどこか奇妙な感覚を覚えたというか……。

　ああ、それはそうとどうやって弁解しよう。

　そんな風に僕があるみの顔色を窺うかがうと、

「ふぅん。そうなんですか」

　意外にも、あるみはいつもと変わらない無表情で相あい槌づちを打ってきた。

　でも、その声には微かすかな違和感が。

　……もしかして、コイツ。

「あるみ。ひょっとして…………怒ってる？」

「どうしてですか？」

「いや、だって……」

「私は怒ってなどいません。決して、私というちゃんとした妹がいるのに、妹みたいな女の子に出会っただけでうっかり喜んでしまうマスターに、プンスカしているわけではありませんから」

　言いつつも、あるみはぷいっとそっぽを向いてしまった。そして顔を逸そらしながら「……マスターのばか。ばかばっか」と小声で呟つぶやいている。

　どうやら、怒らせちゃったみたい。

　考えてみればあるみは姉さんに僕の妹として造られた生体アンドロイド。僕がカレンを妹キャラみたいと言ったのに、ちょっとだけヤキモチを焼いてしまったのかもしれない。

　桜さくらあるみ、ご機嫌ナナメである。

「そ、そんなことより！　ほら、ゴールインだ。おまえのおかげで正門に辿たどり着いたよ。ありがとう、あるみ」

　息を切らしながらも必死に妹へのフォローをする僕の前には、大きくて立派な正門。

　私立春すの原はら高校。

　今日から、僕たちの戦場となる学まなび舎やである。

　時刻は八時五十五分。どうにか間に合うことができた。正門の向こうでは、満開の桜並木が新入生を歓迎するように色鮮やかに咲き誇っている。

「そうですね。すぐに手続きを済ませて、入学式に出席しましょう」

　あるみも無事高校に辿りつけたことで少し機嫌を直したのか、声も普通になっていた。

　妹の態度にホッと胸を撫なで下ろしつつ、僕は心の中で本当に感謝していた。今の言葉は嘘うそじゃない。だって、僕は彼女のおかげで家を出て高校に辿りつくことができたんだ。

　一人だけの力じゃ絶対に無理だったと思う。

　だから、後でちゃんとしたお礼をしたい。ちょっと恥ずかしいけどさ。

　――と。

　心の中で、僕がそんなことを考えているときだった。

「ハロー・ブランニューデイ」

　どこからか、大人っぽい綺き麗れいなソプラノボイスが聞こえた。

　バッと。

　僕はその声がした方向に勢いよく視線を向ける。

「マスター？　どうかしたんですか？」

　不審に思ったのか、あるみが話しかけてきた。

　だけど、当の僕自身はそれどころじゃなかった。正門の左斜め前方に設置された入学式の新入生受付。そこで微ほほ笑えむ一人の女子生徒。

　受付係の手伝いをしている上級生だろう。彼女は初々しい新入生たちを祝福するべく、おしとやかで上品な――まるでどこかのお姫様みたいな笑顔を浮かべていた。

　優等生。

　一目見ただけでそんな印象を受ける真ま面じ目めそうな容姿である。

　しかし、その笑顔と歌い上げるようなソプラノボイスには、ひどく憶おぼえがあった。

「―――」

　――ありえない。

　どうして、この人がここに――春原高校にいるんだ。

「マスター？」

　ぐらりと。

　妹の声も空むなしく、気づいたときには僕の身体からだは傾いてしまっていた。

　ああ、そう言えば昨日の夜は気が張り詰めて一睡もできなかったっけ。やっと登校が終わって緊張の糸が切れたのかもしれない。

　なにせ、今日は朝に家を出たんだ。家を出て高校に登校することなんて、一般人ならあくびをするくらい簡単な行為だろうけど、僕にとってはサハラマラソンよりもキツい。

　もっとも――何よりもショックなのはこの人の登場なんだろうけど。

「………」

　そんなことを思いながら。

　僕は電池の切れたオモチャみたいに、物の見事に気を失っていた。



    

  
    
      


第４話　ハロー・ブランニューデイ





　私立春すの原はら高校。

　比較的新しくできた進学校で生徒数は約一〇〇〇人。

　進学校だけあってか、入学するにはある程度の高い学力が必要。また、女子の制服が可か愛わいいために一部の熱狂的マニアから激しく注目されているとか。

　強いて言うなら校風がちょっと自じ由ゆう奔ほん放ぽうでゆるいんだけど、それ以外はどこにでもあるようなフツーの進学校。

　そう――本日、僕が高校デビューする予定だった場所。

　しかし、その予定は脆もろくも崩れ去ろうとしていた。

「やってしまった……」

　目覚めた僕は、目の前のテーブルに置かれたデジタル時計を見て自分が犯したミスの重さを呪のろった。

　十二時十一分。

　現在の時刻である。

　事前に調べたスケジュールでは、入学式のスタートは午前九時で、十時には終了。その後、各クラスごとに最初のＨＲホームルームをやって、十一時には新入生は全員下校。

　つまり、この現在時刻が示すのは――。

「うあああああああああっ！」

　テーブルに備え付けられた椅い子すに座ったままで、僕は叫び声を上げた。

　そして頭を激しく振る。ロックバンドのライブ会場でやったら見事なヘッドバンギングだったが、残念ながらここは高校なので激しくうろたえている人間にしか見えない。

　やってしまった。

　まさか入学式と最初のＨＲに欠席するとは。

　これは僕が目指す高校デビューにおいて、大きな足かせとなる。なぜなら入学式と最初のＨＲは、いわば新入生が初めてお互いにコミュニケーションを取るための場なのだ。

　きっと活発な生徒はもう何人も友だちを作っているだろう。

　一言で言うなら、乗り遅れた。

　保護色がポリシーの僕は友だち百人作ろうとか夢いっぱいの目標は掲げてないが、ゼロというのは寂しすぎる。それに、クラス内で孤立するのは逆に目立ってしまう。

　もし、そこから社会現象であるいじめに発展して僕がターゲットにされたら……と、最悪のネガティブシンキングが脳裏を侵食してきたが、必死に耐える。

　切り替えろ。

　やってしまったものは仕方ない。ならば今は最善を尽くすべきだ。ネガティブシンキングなんかに負けるな。なるべくポジティブに考えるんだ……！

　まずは、状況を整理。

　僕がいるのは真ん中に円テーブルが置かれた十五畳ほどの長方形の殺風景な部屋。

　そもそも、ここはどこなんだ？

「おや。起きたのですか、マスター」

　慌てる僕とは正反対の落ち着いた声。

　隣を見ると、そこにいたのは椅子に座りながら優雅にコーヒーカップを口に運ぶ妹。

　桜さくらあるみ。

　彼女は、兄の混乱ぶりにもまるで機械のごとく冷静だった。いや、それを言ったらコイツは生体アンドロイドなんだけどさ。

「落ち着いてください。呼吸が乱れています。まずは深呼吸をしましょう」

「わ、わかった」

「さあ、ご一緒に。ヒッヒッフー、ヒッヒッフー」

「ヒッヒッフー、ヒッヒッフー……」

「おめでとうございます。元気なお子さんですよ」

「や、やったーっ！　僕の赤ちゃーん……ってそんなコントをしてる場合じゃなくて！」

「それにしてもこのコーヒーはいい豆を使っています」

「頼むから兄の話を聞いてくれませんか!?」

　叫ぶ僕を余よ所そにコーヒーブレイクとしゃれ込むあるみ。なんて妹だ。おまえなんかカフェインの中毒症状で機能停止してしまえ。

「あるみ。状況を説明してくれ」

「わかりました。まず、この部屋は春すの原はら高校の部室棟にある一室です」

「部室棟？」

「この春原高校は部活動が活発なそうで、その数は同好会や研究会も合わせると四十以上。この建物は、そんな部活動で青春を謳おう歌かする生徒たちの憩いの場なのです」

「なんで僕がそんなところに？」

「その様子では憶おぼえていないのですね。マスターは、入学式まであと一歩というところで貧血を起こして倒れたんですよ。まだ頭がはっきりしませんか？」

「うっ……」

　考えてみれば、自分でも状況の整理が完かん璧ぺきじゃなかったのかもしれない。

　あるみの言葉通り、僕は入学式の前に気を失った。どうして意識がなくなったかは頭がボンヤリして思い出せないけど、きっと精神的ストレスが溜たまっていたんだろう。

　なにせ、家を出て登校に成功したんだ。

　引きこもりにとっては敢かん闘とう賞しようをあげてもいいベストバウトである。

「けど、どうして保健室とかじゃなくてこんな部屋にいるんだ？」

「残念ながら保健室はベッドが空いていなかったんです。最近流行しているインフルエンザのせいで、体調不良を訴える生徒が急増したとか」

「それで、僕はこの部屋に運び込まれたわけか」

「親切な上級生が場所を提供してくれました」

「じゃあ、あるみはずっと僕を看病して……」

「そんなかったるいことするわけないでしょう」

「ひどいこと言うなよ!?」

「失礼しました。今のは嘘うそです。入学式の間は目覚めないマスターに付き添っていましたが、ＨＲホームルームには出席しました。マスターには感謝して欲しいくらいです」

「……え？　まさか、おまえ……」

「ご明察の通り、ＨＲの時間に設けられた新入生の自己紹介タイムで、私は妹としてマスターのことを精一杯クラスのみなさんに紹介しておきました」

「ホントか!?」

「こんなときに嘘を言ってどうするんですか」

「さっきは言ったじゃんっ！」

「あれは場の空気を和ませるために仕方なく。とにかく、私は倒れたマスターの高校デビューにおけるハンディを少しでも減らすために、ベストを尽くしました」

「そ、そうなのか？」

「その効果もあってか、クラス内にはマスターと友だちになりたいという方もいたんですよ？」

「マジで!?」

「さっきも言った通り、嘘うそは言いません」

「………。そっか。ありがとう、あるみ」

「お礼は板チョコ二つで結構です」

「あれ？　意外に少ないな。おまえならもっと要求すると思ったのに」

「ノープロブレムです。この場合チョコレートの単位は『枚』でなく『山』ですから」

「さすがに山二つは食べすぎだろ！」

　まあ、この際ちょっとくらいならご馳ち走そうしてやってもいいけどさ。

　あるみが僕の紹介をしてくれたのはホントにありがたい。それに、僕なんかと友だちになりたいって言ってくれた人もいたらしいし。

　状況は思ったよりグッド。

　スタートは出遅れたけど、これなら無事高校デビューできるかもしれない。

「……でもさ、あるみ」

　しかし、僕はどうしても妹に聞かなければいけないことがあった。

「なんで……僕は椅い子すに座ったまま寝てたんだ？」

　そう……なぜか、貧血で倒れたはずの僕は椅子に座らされていたのだ。

　普通は横にして寝かせるべきじゃないのか？

「それは今流は行やりの安眠スタイルだと、ここを貸してくれた上級生が言っていました」

「へ、へえー。じゃあ僕の手と足に巻かれてるこの……アクセサリーは？」

「新発売のブレスレットだそうです」

「ふ、ふうん。それにしては随分アヴァンギャルドなデザインなんだけど……」

「そうですね。鎖にそっくりです」

「………」

　いや、わかってるなら言うなよ。

　そう、鎖である。

　驚くべきことに、僕は椅子に座らされたまま手足をぶっとい鎖で縛られていたのだ。ブレスレットにしては、どう見てもゴツすぎる。

　監禁。

　間違いなく、僕はこの部屋に監禁されていた。

　椅い子すの後ろに手を回した状態で鎖を巻かれているせいで動けない。昔見た映画で、悪魔に取りつかれた人間がエクソシストに捕まったときのポーズにそっくりである。

　上級生。こんなひどいことをする人間は、きっとホラー映画に出てくる吸血鬼みたいに冷血なヤツに違いない。

　けど、どうしてターゲットが僕なんだ？

　この高校に僕を知る人間は誰だれ一人いないはずなのに……。

「……ふあぁっ」

　隣の席から聞こえる可か愛わいらしい欠伸あくび。

　見るとあるみがちょこちょこと目を擦っていた。

「ひょっとして、眠いのか？」

「いえ。決してそんなことはありません」

「眠いんだったら眠ってもいいよ。今日は色々あって疲れたろ？」

「ノープロブレムです。この程度の睡魔に負ける私ではありませんから」

「無理するなって。でも、寝る前にこの鎖を解いて――」

「くぅーっ」

「寝た!?」

　寝つき早いなぁオイ！　本当に眠ってしまったのか、コツンとあるみの頭が僕の方に当たった。隣の席にいるせいでやけに距離が近くてドキドキ。

　それに、やっぱり近くで見るとますます可愛い。ていうか、あるみも眠るんだな。生体アンドロイドのくせに……って、今はそんなことを考えている場合じゃない。

「おい。起きろ、あるみ」

「むにゃむにゃ……もう食べられません……」

「またベタな寝言を」

「マスター……いくら私が妹だからって……『おまえの鎖さ骨こつにチョコレートを塗りたくって僕に舐なめさせろ！』なんてエッチな命令をするのは……」

「どんな夢を見てんだよ！」

　とりあえずツッコむが、あるみはくぅくぅと心地よさそうに寝息を立てている。

　ダメだ。完全にスリープモードである。こうなったら大声で部屋の外に助けを呼ぶか。でも、助けに来てくれた人にこの鎖をどう説明しよう。

　保護色がポリシーである以上、校内で目立つのは危険だ。もしこの状況を見られて変質者と誤解されたら高校デビューどころか留置場デビューが決定してしまう。

　ああ、もしかしてこのまま拷ごう問もんとかされるんじゃないかな？

　そんな風に、僕が持ち前のネガティブシンキングを展開させていると――。



「あら。やっとお目覚めになりましたの？」



　響いたのは、歌い上げるようなソプラノボイス。

　ガラッと部屋のドアを開けて、一人の女子生徒が入ってきた。

「………っ！」

　その姿に、僕は驚きよう愕がくするしかなかった。

　――思い出した。

　僕が入学式の前に倒れた理由。

　それは、この人を見たからだ。

「うふふ。お久しぶりですわね」

　上品でいかにもいい教育を受けてそうな口調。腰まで届く金髪にレースのリボン。きりっとした目線に、抜群のプロポーション。どこか凛りんとした雰囲気と完成されたその美び貌ぼう。

　姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　忘れるはずもない。僕が中学二年生のときに、当時三年生として生徒会長の役職についていたのがこの人――姫宮先輩だった。

　僕とはちょっとした顔見知り。

　よく知らないけど昔から姉さんと交流があったらしくて、引っ越す前はときどき家に訪ねてくることがあった。思えば何度かゲームをして遊んだこともあったっけ。

「ど、どうして、姫宮先輩がここに？」

「わたくしがここにいてはいけませんの？」

「だって……僕の調べだと、ここ数年でうちの中学校から春すの原はら高校に進学したのは僕一人でした。だから昨年卒業した姫宮先輩がここにいるはずが……」

「残念ながら、その調査は誤りですわ」

「え？」

「――転入です。家庭の事情で、わたくしは去年の夏にこの春原高校へ転入してきましたの。ここ数年での転入生は、わたくしだけのようですが」

「………っ！」

　しまった。その可能性を忘れていた。

　僕が調べたのは卒業生の進学先のみ。ここ数年うちの中学からこの高校に来た生徒はいなかったから安心してたけど、まさか転入なんてイレギュラーがあったとは……！

「まさか、あるみの言ってた上級生っていうのは……」

「ご名答。わたくしが直々にあなたを介抱してさしあげましたのよ？」

「介抱って……じゃあこの鎖は？」

「まあ、素敵なアクセサリー。身に着けていると恋愛運が上昇しそう」

「また白しら々じらしい言い訳を……！」

「うふふ。どうしたのかしら。そんなに興奮して。ひょっとして――中学生の頃ころを思い出してしまいました？」

「!?」

　ゾクッと鳥肌がスタンディングオベーション。

　そうだ。

　姫ひめ宮みや先輩は上品そうな外見と喋しやべり方をしてるけど、中身は違う。

　その正体は――わがままプリンセス。

　この人の実家は嘘うそみたいな大富豪。その一人娘として自じ由ゆう奔ほん放ぽうに育てられたせいか凄すさまじく強引な性格で、他人を使って遊ぶのが大好きな高飛車お姫様属性なのである。

　しかも、人の上に立つ役職が大のお気に入り。

　姫宮先輩が中学校で生徒会長になったのもそのため。選挙のときもライバルのスキャンダルを掴つかんで失脚させたりとやりたい放題だったし。

　おまけに姉さんと交流があったせいで、中学時代はやたらと僕に絡んできた。

　しかも、姫宮先輩は僕が引きこもりだということを知っている。

　高校デビューする前の捨て去りたい過去を――知っている。

　最悪だ。

　この高飛車お姫様は、僕の高校デビューにおいて最大の壁になるかもしれない……！

「あなた、その顔は何か失礼なことを考えていますわね」

「い、いえ、何も……」

「素直に白状した方が良くてよ？　さもなくば、あなたの妹みたいなことになりますわ」

「あんたあるみに何をした!?」

「うふふ。ちょっとばかりコーヒーに睡眠薬を」

「……え？」

　あれ？　あるみって生体アンドロイドなのに睡眠薬なんか効くのかな……って、実際眠ってるんだから効果は抜群じゃん。何にしろ、容赦なく後輩に一服盛るとは……。

「相変わらずやることが非道ですね。どうせ姫宮先輩のことですから、この高校でも高飛車お姫様で通ってるんじゃないですか？」

「………」

　皮肉で言ってやったのに、どうしてか、姫宮先輩は僕の言葉に少しだけ沈黙してから。

「ふふんっ」

　はっきりと、嘲ちよう笑しようした。

「残念ながら、あなたの見当は大ハズレですわ。まだ言っていませんでしたが、わたくし――心を入れ替えましたの」

「は？」

「その証拠に、この高校でのわたくしは正真正銘完かん璧ぺきな優等生で通っていますわ」

「………。そ、それって、まさか……」

「ええ。高校デビュー。地方からこの高校に来たわたくしを知る人間は誰だれ一人いない。だから、わたくしは成功させましたのよ。『完璧な優等生としての高校デビュー』を」

「………っ！」

　なんてこった。僕が『フツーの男の子としての高校デビュー』を目指してるように、姫ひめ宮みや先輩も『完璧な優等生としての高校デビュー』を目指してたのか……！

　確かに入学式の受付で新入生を祝福している姫宮先輩は優等生そのものだった。

　けど、それならどうして僕やあるみにこんなマネを？

「桜さくら鉄てつ之の介すけさん」

　僕の名前を呼びながら、姫宮先輩はこっちに向かってくる。

「実はわたくし、あなたがこの春すの原はら高校に入学してくるのを、ずっと待っていましたの」

「待っていた？」

「当然ですわ。だって、あなたは高校デビューする前の――わがままで高飛車なお姫様だったわたくしを知っている。そんな危険人物を、このわたくしが放っておくと思って？」

「！」

「だから、口封じをしなくてはなりません」

「く、口封じって……！」

「――ハロー・ブランニューデイ。わたくしは入学式の受付で新入生のみなさんにそう伝えていました。彼らの新生活の門出を祝うために。でも、残念ながらあなたにはその言葉を伝えても意味がなさそうですわね」

　椅い子すに座ったまま動けない僕の横に、姫宮先輩は獲物を狙ねらう毒どく蛇へびのごとく迫ってきた。

　そのまま、僕が座った椅子を動かして自分の正面に向かせる。

　そして――。

「………っ!?」

　流れるような金髪を揺らしながら、跨またがるみたいに僕のフトモモの上に座りやがった。

　人間椅子。

　しかも背を向けるのではなく、僕の肩に手を回して視線をしっかりと合わせながら見つめ合う形。フトモモの上に感じる柔らかな感触。これじゃまるで抱き合ってるみたいだ。

「さて、どうしましょう？」

　うふふっと悪戯っぽく微ほほ笑えむ姫宮先輩。

　あ、遊んでやがる……！　これが姫宮先輩の手口なのだ。あからさまな誘惑をしてうろたえる僕を見て楽しむのである。

　おまけに……むむむむ胸が……っ。

　意識してやってるのかはわからないが、姫ひめ宮みや先輩のマシュマロチックな二つの凶器がぽにょぽにょと僕の身体からだをダイレクトアタックっ。

　ていうか、この角度からだと制服の襟えり口から胸の谷間が見え……あああああブラック！　さっきあるみが飲んでたコーヒーよりブラックな下着をつけてるんですけどこのお姫様！

「鉄てつ之の介すけさん……」

　砂糖菓子のように甘い声。姫宮先輩は、とろんと潤んだ目で僕を見つめてきた。

「わたくしは、あなたが入学してくるのをずっと待っていましたのよ？　いいえ……本当に、心から待ちわびていたと言っても過言じゃありませんほどに」

「ひ、姫宮先輩……？」

「あなたのことを考えると、胸がドキドキしてたまらなくて……」

　挑発的なソプラノボイス。

　至近距離に迫る姫宮先輩の輪りん郭かく。

　――凛り々りしい。

　気付けば、僕はそんなことを思っていた。

　どこか憂いを含んだその瞳ひとみ。ぷにぷにと柔らかそうな口くち唇びる。そして微かすかに漂うフローラルな香水の香り。彼女は、まるで獲物を狙ねらう吸血鬼みたいに妖よう艶えんで――。
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　思い出した。

　姫ひめ宮みや先輩はその上品な美び貌ぼうと中身のギャップから、当時の生徒たちに冗談半分でこうウワサされてたじゃないか。「あの人はホラー映画に出てくるヴァンパイアみたいで怖い」って。姫宮先輩自身も、どうしてかそのウワサを気に入ってたし。

　わがままで高飛車な令嬢。

　彼女は血も凍りつくほど怖くて美しい吸血鬼のお姫様。

　――ヴァンプ姫宮。

　それが、彼女のあだ名だった。

「もう、我慢できませんわ……」

　ひどく熱っぽい吐息。

　まるで血に飢えた吸血鬼みたいに……彼女の赤い口くち唇びるが、ゆっくりと僕の首筋に口づけられようとして――。

「そこまでです」

　響き渡る無感情な声。

　次の瞬間、姫宮先輩は「きゃんっ!?」と僕の上から突き落とされていた。

「あ、あるみ？」

　思わず僕はその名を呼ぶ。

　姫宮先輩にアタックをかけたのは桜さくらあるみ。さっきまで睡眠薬で眠らされていたはずの僕の妹だった。床に尻しり餅もちをついた姫宮先輩も、態勢を整えながらあるみを睨にらみ付けて、

「痛いですわ！　なんて乱暴なことをしますのっ！」

「失礼しました。しかし、さすがに今のはやりすぎです。さきほどの取り決めの範囲を越えています」

「ふ、ふんっ！　わたくしだってもうちょっとで種明かしするところでしたのに！」

「本当ですか？」

「もちろんですわっ！」

　何やら言い合う二人。

　……種明かし？

　それに、さきほどの取り決めって。一体どういうことなんだ？

「失礼しました。マスター」

　あるみは動けない僕に頭を下げてから、手足の鎖を解いてくれた。

「………」

　まさか、コイツら。

「おい、あるみ」

「仕方なかったのです。このわがままお姫様が強引に」

「なっ……あなただってノリノリだったじゃありませんか！」

「私は高級チョコレートの誘惑に負けただけです」

「チョコレートごときで兄を売る妹もどうかと思いますけど」

「……ごとき？　今、ごときと言いましたか？」

「ええ。確かに言いましたわ。チョコレートごとき、犬のエサにでもしてしまえばいいのに」

「犬にチョコレートを食べさせると二本足で歩き出す恐れがあります」

「えっ……そうなんですの？」

「嘘うそですよ。そんなわけないじゃないですか」

「あなたわたくしのことをバカにしていますのっ!?」

「はい」

「きぃーっ！」

「……あの、二人ともちょっといいですか？」

　やれやれと思いながらも、僕は争う妹と先輩の間に入った。

　つまり、さっきまでの状況は……。

「ええ。そうですわよ」

　姫ひめ宮みや先輩はまるで悪びれた風もなく答えを告げる。

「さきほどのアレは、全部あなたを試すためのテストですわ」



「まずは、種明かしといきましょう」

　春すの原はら高校部室棟の一室。

　改めてテーブルに備え付けられた椅い子すに座った僕とあるみに、姫宮先輩はお茶と茶菓子を出しながら言った。この部屋の冷蔵庫は中身が充実してるっぽい。

「どうしてさきほどみたいな茶番をしたのかというと、すべてはあなたの高校デビューのためでしたの」

「どういうことですか？」

「あの程度の誘惑に屈するような心の弱い人間に高校デビューは無理ですからね。なので、少々テストを――」

「というのは口実で、本当はマスターをからかって遊びたかったんでしょう？」

「あら。それはあなたも同じじゃなくって？」

「私は『協力すれば高級チョコレートをご馳ち走そうする』という取引に乗っただけです」

「むっ。何ですかその無愛想な態度は」

「これが私のデフォルトですが？」

「わたくしたちは今日が初対面なのですから、少しは上級生に敬意を払ったらどうなのかしら。まったく、こんなことならあのとき本当に睡眠薬を盛っておけば――」

「……あの、姫ひめ宮みや先輩？」

　話が一向に進みそうにないので訊たずねると、彼女は「なんですの!?」と訊ね返してきた。

　……怖っ。

　ヴァンプ姫宮。いくら高校デビューに成功したとはいえ、その迫力は衰えちゃいないっぽい。なにせ本人も『吸血鬼』って呼ばれるのを喜んでたくらいだからな。

「質問なんですけど、どうして僕が高校デビューしたいことを知ってるんですか？」

「それは、鈴すず音ねさんにお聞きしましたの」

「姉さんに？」

「あなたも知っての通り、わたくしと鈴音さんは月に何度か電話で連絡を取り合うくらいに仲が良いですわ。それで、先日あの方に頼まれまして」

「頼まれたって……」

「『今度、弟が姫ひめ乃のちゃんのいる高校に進学することになったからよろしくねっ。あと姫乃ちゃんみたく高校デビューを目指してるっぽいから、よかったら手伝ってあげて』と」

「………」

　なるほど。すべての元凶は姉さんだったわけか。

「はっきり言って好都合でしたわ。わたくしも自分の過去を知っている人間には対策を立てなければなりませんでしたし。なので、すでに高校デビューを成功させたわたくしが、あなたを教育することになったのですっ！」

　ビシッとこちらを指さしながら告げる姫宮先輩。

　つまりは、この人も僕の高校デビューに協力してくれるってことか。

　けど――これはいい考えかもしれない。

　いや、姫宮先輩の性格に難があることは間違いないけど、高校デビューを成功させたという実績がある。上級生だから、校内の役に立つ情報も教えてもらえそうだし……。

「…………いかがかしら？」

「え？」

　こっちが考え込んでいると、なぜか不安げに姫宮先輩が訊ねてきた。

「だから……わたくしと協力関係を結ぶのかということですわ」

「え、えーっと……」

「まさか……断るつもりじゃないでしょうね？」

「そんなことないですって！　高校デビューのノウハウを教えてもらえるのはありがたいですし、姫ひめ宮みや先輩が優秀なのは知ってますから」

「べっ……別にわたくしはお世辞を言って欲しいわけでは……」

「いや、本音ですよ」

　正直にそう言うと、姫宮先輩は「だ、だから褒めて欲しいわけでは……っ」とちょっとだけ照れていた。

　そう、この人って能力はハイスペックなんだよなぁ。

　今から約二年前。姫宮先輩が生徒会長になったせいで、僕たちの中学校は一時期波乱の時代を過ごした。メチャクチャな政策が実行され、それに生徒が有無を言わさず従わされる圧政の日々である。

　けど――驚くことに、最終的には生徒会も上う手まく機能してた。一見強引なやり方だったけど、そのおかげで古臭い伝統や行事とかが色々改善されて生徒も喜んでたし。

　そう、この人の長所は他人をどんなに弄もてあそんでもギリギリのラインを踏み越えない点。

　絶対に相手を破滅させない。

　趣味と仕事はきっちり両立させるタイプ。まあ、それでも性格はキツいと思うけどさ。

「……でも、よかったですわ……」

　どうしてか、姫宮先輩はらしくもなくあからさまにホッと胸を撫なで下ろしていた。

　その姿は普段の高飛車な態度とギャップがあってちょっと可か愛わいく見えるんだけど……残念ながら僕はそんなことで安心できるほどポジティブじゃない。

　……なんだ？

　どうも姫宮先輩の態度がおかしい気がする。

　いくら姉さんに頼まれたからって、ここまで僕と協力することに執着するだろうか。

　それに、さっき僕のテストのために行ったという茶番劇。

　どう見ても、あれは演技に見えなかったというか……。

「それではマスター。私たちは、姫宮さんと今後協力関係を結ぶということでいいのですね？　私も高校デビューが目標なのは一緒ですから」

「え？　あ、ああ、そうだな」

　自分だけ話から外されてムッとしたのか、あるみはやけに「私たち」という言葉を強調していた。

　それに気づいたのか、姫宮先輩も「むっ」とあるみを睨にらみ付けて、

「ふぅん。さすがは妹。兄のことになると随分ムキになりますのね。今朝も、あんなに大慌てしていましたし」

「………っ!?　姫宮さん、そのことは秘密にする約束では……っ」

　驚いたことに、姫宮先輩の言葉にあるみはあわあわと慌てていた。

　……なんだ？　どうしてあるみはこんなに焦ってるんだろう。

「不思議そうな顔をしてますわね、鉄てつ之の介すけさん。せっかくですから説明して差し上げますわ。今朝、あなたが入学式の前に貧血で倒れたときのことですの」

「僕が倒れたときですか？」

「ええ。あのとき、異変に気付いたわたくしが駆け寄ると、あるみさんったらひどく慌てた様子でこう叫んでいましたのよ。『こっ、こんなの嫌っ！　助けて！　誰だれか助けて！　死んじゃう！　このままじゃ、お――』」

「姫ひめ宮みやさんっ！」

　カアアアアっと顔を赤くしたあるみが必死に言葉を遮った。そのまま「うぅ～～」と口くち唇びるを尖らせて拗すねている。

　……ビックリした。コイツが本気で大声を出すのは珍しい。

　ていうか、「お」ってなんだ？

　それに、この無愛想な妹がここまで取り乱すなんて全然想像できないんですけど……。

「姫宮さん。早く話を進めてください」

「ふふ。わかりましたわよ」

　いつもの冷静さを取り戻したあるみが要求すると、姫宮先輩は素直に頷うなずいた。

　そして、また僕の方に目線を向けてから。

「まあ、あるみさんとも協力関係を結べるのは好都合ですわ。人数が揃そろうということは、わたくしの計画も進行させやすいですし」

「計画？」

「そうですわよ、鉄之介さん。あなたとあるみさん。二人の高校デビューを成功させる計画。そのために、まずは――」



　部活を作りましょう。



「……部活ですか？」

「ええ。表向きの活動内容や部活名は適当なもので構いません。要は、放課後という時間を有意義にこの部屋で過ごせる名目ができれば」

「そういえばこの部屋は？」

「一応、何かの部活を作りたいという申し出はわたくしの方から先生方にしてあります。この部屋は、空いている部屋を下見してもいいと言われたので」

「下見どころかしっかり使ってるじゃないですか」

「何か文句でも？」

「……いえ、僕はありません」

「では話を進めますわよ。この春すの原はら高校は部活動が活発なため、三人以上の人数と顧問の先生が一人集まれば創部できます」

「随分ゆるい規則ですね」

「それがこの春すの原はら高校の校風ですわ。学力さえ落とさなければある程度の自由が生徒に約束される。すべての部活や研究会に部室が与えられているわけではありませんが」

「それでやけに部活動の数が多かったんですか。まあ、部活を作るとしたらできれば地味な部活がいいですね。僕はそんなに目立ちたくないですし」

「それがあなたの高校デビューのポリシーでしたわね。わたくしとしても、地味でしかも入部希望者がまったく来ないような部活がいいと思うのですが……」

「姫ひめ宮みやさん。それはおいおい考えればいいんじゃないでしょうか？」

　今まで喋しやべってなかったあるみが急に割り込んできた。

　その視線は、なぜか姫宮先輩を強く見つめている。

「それより、今はもっと重要な議題があります。姫宮さん。あなたは――私のことを一体どこまで知っているのですか？」

　唐突な質問。

　あるみの表情はいつもと変わらない無表情だったが、その声はちょっとだけ強こわ張ばっているように思えた。

「えっ……？　そんなことを言われましても、わたくしは鈴すず音ねさんから『お姉ちゃんね、鉄てつ之の介すけの妹を造っちゃったんだー』と電話でお聞きしただけですが……」

「ということは、私の情報はそこまで知らないと？」

「ええ。詳しいことは何も。鈴音さんが就職したサーカスインダストリアルが開発した生体アンドロイドという程度しか」

「……そうですか」

「それにしても……あなた、本当に人間ではないんですの？　正直、どこからどう見ても可か愛わいい女の子にしか見えませんけど」

「では、姫宮さんに私が生体アンドロイドだと証明するためのテストを――」

「やめろあるみ。そのテストはもうこりごりだ」

　我が家の冷蔵庫さんの悲劇は繰り返させないぞ。ここは高校だから校長の銅像にブレーンバスターでもかます気かもしれないけどさ。

「マスターがそう言うのでしたら中止します。私は完かん璧ぺきな生体アンドロイドですし。外見的にも人間そのもの。校内で正体がバレることはまずないでしょう」

「まあ、そうだな」

　あるみの話だと、クラスメイトには僕の双子の妹って説明したみたいだし、姉さんのことだから書類関係もなんとかしてるだろう。恐るべきブラック企業の力を使って。

　けど、強いて言うなら……。

「そうですね。けれどわたくしの見立てでは、もうちょっと胸が大きかったら高校一年生女子の平均サイズでしたのに」

　ピシリッ。

　そのとき僕は、確かに空気が凍りつく音を耳にした。

「……姫ひめ宮みやさん。失礼ですが、いま私のことを何と言いました？」

「え？　だから胸が大きかったら――」

「黙れ乳ちち姫ひめ」

「だっ、誰だれがちちちち乳姫ですか！」

「そんなに胸が大きいんですからそう言われても仕方ありません」

「うっ……やはり大きいと思います？　実は、わたくしも少々気にしていて……」

「贅ぜい沢たくな悩みを語るなこの乳姫」

「だからその乳姫というのはやめていただけないかしら!?」

「私の開発プロジェクトに携わったメンバーの一人はこう言ったそうです。『胸なんて飾りです。偉い人にはそれがわからんのですよ』と」

「言ってる意味がわかりませんわ！」

「これほどの名めい台詞ぜりふもわからないのですか乳姫？」

「～～～っ！　もう怒りましたわっ！　高校デビューを成功させたので、校内であまり騒ぎたくはなかったのですが、ここまで侮ぶ辱じよくされては仕方がありませんっ！」

「……ほう。生体アンドロイドである私と戦う気ですか？」

「もちろん。ただし――わたくしのやり方で」

　すうっと。

　姫宮先輩は軽く息を吸い込んでから。

「あるみさん。あなた、どうして胸に洗濯板なんかつけていらっしゃるの？」

「なっ――」

　まさかの洗濯板発言に、さすがのあるみも自分の胸を押さえて凍りついていた。

「もしかして、それも生体アンドロイドの機能の一つなのかしら。洗濯機の代わりに洗い物をしてくれるとか。もちろんそのコンパクトなお胸を使って」

「ぐっ……」

「きっと手洗いだから柔軟剤を使わなくても洗濯物がふわふわになるのでしょうね」

「ち、違います。私の胸は洗濯板などでは……っ」

「そうなんですの？　じゃあ、確認してもよろしくて？」

「え？」

　どういう意味ですか？　という質問をあるみが言い終わる前に、姫宮先輩は自分の席から立ち上がって、にっこりと微ほほ笑えみながら彼女の方に歩いていった。

　その笑顔に危険なオーラを感じたのか、あるみも「な、何を……」とすぐさま椅い子すから立ち上がって距離を取ろうとしたが、

「ひゃうっ!?」

　背を向けて逃げようとしたところで、姫ひめ宮みや先輩に後ろから捕まえられてしまった。ちょうど背後から抱きしめられるような形である。

　そして、姫宮先輩はゆっくりと手を動かして。

「ひっ……姫宮さんっ！　どうして私の胸を触るのですか!?」

「え？　だって、触らないと確認できませんもの。さあ、もっとわたくしに確かめさせてください」

「そ、そんなのダメに決まって……あっ、ひぅ、んぁっ」

「うふふ。可か愛わいいリアクション♪」

「ふあっ、あぅ、やっ、やぁん……こ、この、いい加減にしてくださいっ」

　むにゅむにゅと胸の辺りを触っていた姫宮先輩を、あるみはやっとのことで引き剥はがした。そして、胸を押さえたまま真まっ赤かになって、

「こ、この乳ちち姫ひめ！　セクハラで訴えますよっ！」

「お黙りなさい。この全自動洗濯機が」

「なっ、なんですかそのふざけた呼び名は!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「胸に洗濯板がついているのだからそう呼ばれても仕方がないでしょう？　あ。そう言えば、少し汗をかいてしまったので下着を洗濯して欲しいのですが」

「洗濯って……」

「では、お願いします」

「なっ……い、いきなり何を!?」

　驚きよう愕がくするあるみ。

　無理もない。

　なんと――姫ひめ宮みや先輩がおもむろに自分の制服の襟えりに腕を突っ込んで、黒い下着を取り出したのだ。もちろんこれには僕もビックリ。あんたはルパン三世か。

「だって、脱がないと渡せませんもの」

「服を脱がずにブラジャーを取り出すとは、器用なマネを……。しかも、明らかに私のより大きなサイズのブラジャーを……っ」

「あら。やっぱりお胸のサイズを気にしてらしたの？」

「べっ、別に私は自分の胸にコンプレックスを感じているわけでは……っ」

「それならいいでしょう？　はい、お願いします」

「だ、だから私は洗濯機では――」

「えいっ」

「きゃーっ！」

　突如、姫宮先輩は手に持った下着をあるみにスローイング。驚いたあるみは、悲鳴を上げながら部屋を出て廊下へと逃げていった。

　頭からちょっと煙が出ていたからたぶん水道で冷やしにいったんだろう。うん、ちょっと頭を冷やした方がいいよ。他ほかの生徒と出くわさなきゃいいけど。

　そして、頭を冷やした方がいい女の子がもう一人。

「ふふ。大したことありませんわね。まだウォーミングアップにもなっていませんのに」

　高らかに響き渡るソプラノボイスの笑い声。

　さすがはヴァンプ姫宮。僕の通っていた中学校で「生徒会長ヴァンパイア疑惑」なんて都市伝説が流れただけのことはある。

　もっとも、一番すごいのはその都市伝説を受け入れて嬉うれしがっていた姫宮先輩な気もするけどさ。そんなに吸血鬼になりたかったのかな。

　しかし、今回の戦いは実質かなりの接戦だった。

　余裕ぶっていた姫宮先輩も息を切らしながら下着を回収しているし。これはあるみにも勝利の希望が。次回の対戦カード『桜さくらあるみ・ＴＨＥ・ＲＥＶＥＮＧＥ』をお楽しみに。

「……んん？」

　そう言えば、すっかり忘れていたことがあった。

　どうして――姫宮先輩は高校デビューすることを決意したんだろう。自ら吸血鬼を名乗るこの人なら、周囲の評価なんかまるで気にしなさそうなのに……。

「あの、姫ひめ宮みや先輩。ちょっと聞きたいんですけど――」

　僕は椅い子すに座ったままで彼女に訊たずねようとした。

　が。

「………っ!?」

　颯さつ爽そうと、腰まで届く金髪をなびかせながら姫宮先輩は僕の方へと歩いてきた。

　そして――座る。

　あろうことか、またもや僕のフトモモに。

「ひ、姫宮先輩？」

　気づいたら僕の声は震えていた。間近にある姫宮先輩の輪りん郭かく。なぜかその瞳ひとみはとろんと潤み、頬ほおは紅潮している。

「やっと、二人きりになれましたわ……」

　そんなことを言いつつも、僕たちの顔面距離がグングン接近……って、また胸が！　マシュマロチックなぽにょぽにょが！　ていうか、この人まだノーブラなんじゃないのか!?

「鉄てつ之の介すけさん」

　初体験する柔らかさに慌てる僕をスルーして、彼女は言葉を続ける。

「さっきも言いましたわよね。わたくしは……ずっと、あなたが入学してくるのを待っていましたのよ？」

「ど、どうしてですか？」

「だって……わたくしは、あなたのことを……っ」

　恥ずかしかったのか、言いかけたところで姫宮先輩は完熟リンゴよろしく真まっ赤かになったまま口くち唇びるをきゅぅぅぅぅうっと噛かみしめた。

「―――っ」

　な、なんなんだ、このシチュエーションは……っ。保護色がポリシーの僕が入学初日に校内で上級生とこんな展開に陥るのはマズすぎる……っ。

　……落ち着け！

　なるべくクールに考えるんだ。

　フツーな高校生活を目指している以上、ここで判断をミスるわけにはいかない。とりあえず、今のセリフの続きを考えてみよう！

『わたくしは、あなたのことを……っ』

　そんな風に姫宮先輩は言った。

　そう……姫宮先輩は、僕のことを――。



「――ずっと、オモチャにしたいって思っていましたのっ」



「………」

　完全に沈黙する僕。

　それは、あまりにも予想外かつ衝撃的な告白だった。

「わたくしは去年の夏から自分の高校デビューを成功させるために、自分自身の願望――誰だれかで遊びたいという想おもいをずっと押さえつけてきました。けれど、もう限界ですわっ」

「げ、限界？」

「だって、あなたが入学してくるって知ったから。高校に入学する前のわたくしをすでに知っているあなたなら、本性がバレる心配がないから思う存分遊べるでしょう？」

「なっ……！」

「ずーっと、あなたと遊ぶことを考えてドキドキしていましたのよ？　最近はベッドに入っても眠れない日々が続いていたくらいに」

「眠れない日々って……っ」

「それに、最近どうしても試してみたい遊びがありまして……」

「……まさか、また例の女王様ゲームですか？」

　以前僕たちがやった王様ゲームを超える独裁ゲームである。

　ルールは簡単。姫ひめ宮みや先輩がずっと女王様役になって命令を出し続ける。ちなみに僕の配役は哀れな家来……を通り越して女王様の飼う愛犬役。思い出すだけでも怖おぞ気けが走るよ。

「いいえ。女王様ゲームではありませんわ。そもそも、この遊びを思いついたのは、中学時代にわたくしがヴァンプ姫宮と呼ばれていたからなのでしょうね」

「え？　でも、姫宮先輩はそのあだ名を喜んでたような……」

「その通りです。実はわたくしは……子供の頃ころからホラー映画で出てくる吸血鬼のお姫様にずっと憧あこがれていましたの。高貴で、優雅で、血も凍るくらい美しい怪物のプリンセス。少しだけでいいから、あんな風に振る舞ってみたかった……」

「………」

　嫌な予感。

　姉さんの「ひらめいちゃった」を聞いたときレベルの嫌な予感が脳内で大洪水。

　しかし、逃げられない。

　ヴァンプ姫宮のプレッシャーに、身動きすらできない。

「ようやく、わたくしの願いが叶かないますわ。だって――」

　そう告げて。

　姫宮先輩はその柔らかそうな口くち唇びるを僕の首筋に近づけてから――。



「吸血鬼ごっこ。今からわたくしがする遊びは、そういう名前が似合いますもの」



　カプリと。

　僕の首筋に歯を立てて優しく噛かみついた。それこそ、血を吸うヴァンパイアのように。

　そして熱い舌が艶なまめかしく僕の首筋に這はわされる。

　しかも、あるみが嫉しつ妬としたマシュマロチックな胸をノーブラでふわふわぽにょぽにょ押し付けながらあああああああなんだこれ！　もはや頭がおかしくなりそうだぞ！

「～～～～～っ。ひ、姫ひめ宮みや先輩っ！　さすがにこの遊びは危険すぎる気がっ！」

「んっ……大丈夫……甘噛みするだけで、血は出ませんから」

「で、でも、これじゃ痛いっていうよりなんだか痺しびれて変な感じが……っ！」

「そこがいいんですわ」

「は？」

「痛いのか、痛くないのか、もしくはちょっとだけ気持ちいいのか。そこがこの遊びの醍だい醐ご味み。わたくしは、そうやって大いに苦悩するあなたが見たいんですの」

「………」

　ダメだ。この人、絶望的に性せい癖へきが歪ゆがんじゃってる。吸血鬼に憧あこがれるあまり、行動まで吸血鬼になりきるつもりか。まさしくヴァンプ姫宮のあだ名通りじゃないか。

「これからも、二人きりになったらこの遊びをしましょうね？」

「ひいっ！」

「それが、わたくしがあなたの高校デビューの手伝いをするための契約。もちろん、遊びの間あなたが身体からだを動かすのは一切禁止。この件は、すでに鈴すず音ねさんも了解済みですわ」

「姉さんのウルトラバカあああああっ！」

「あ。言い忘れていましたけれど、高校入学おめでとうございます」

「このタイミングで言わないでください！」

「では、遊びを続けますわね。そろそろあるみさんが帰ってくるかもしれないので、もうちょっとだけ。あと三十秒ほど。……んぅっ」

「～～～～～っ！」

　チュッと、再び僕の首筋に口づけられる桃色の口くち唇びる。艶めかしく肌を這い回る真まっ赤かな舌の温かさ。甘噛みされて全身に伝わる優しい痺れ。

　……ヤ、ヤバイ。さすがにこんな遊びは初体験だ。

　このままじゃマジで新しい性癖にでも目覚めてしまうかもしれない。

　何より、くちゅくちゅと響き渡る姫宮先輩の唾だ液えきが作り出す水音が心臓に悪すぎる。しかも、こっちの身動きは一切封じられているのだ。どんな拷ごう問もんだよ。

「………っ」

　……だから。

　せめて僕は、姫ひめ宮みや先輩から伝えられるはずだったあの言葉を思い浮かべることにした。

　ハロー・ブランニューデイ。

　こんにちは、僕の新しい生活。



    

  
    
      


第５話　アフタースクール





　放課後。

　それは高校デビューを志す人間にとっては見逃すことのできない時間帯。昔から友だちが少なかったせいで、放課後に楽しく遊ぶという経験がゼロな僕には余計そう思える。

　でも、高校生活での放課後初体験がこんなことになるとは予想してなかったよ。

「それでは、みなさん席に着きましたし、講義を始めてもいいかしら」

「姫宮さん。講義というより作戦会議と言った方がいいのでは？　私とマスター。桜さくら兄きよう妹だいが高校デビューするための」

「全自動洗濯機は黙っていなさい」

「まだ言いますかこの妖よう怪かい乳ちち姫ひめ」

「妖怪という言葉が増えていましてよ!?」

「妖怪乳姫。その特徴は、人に自分のブラジャーを投げつける」

「あっ……あれは、あなたと戦うために仕方なく……」

「いやらしい」

「わたくしはいやらしくなんかありませんわっ！」

「……あの、二人ともいい加減にしてください」

　時刻は午後二時。

　場所はまたもや僕たちの部室（仮）。

　おそらく今までの人生の中でもっとも長い三十秒を姫ひめ宮みや先輩と過ごした僕は、なぜかやけに時間をかけて戻ってきたあるみと合流。

　そのまま姫宮先輩に高校デビューについてのレクチャーを受けることになったのだ。

「まずは、簡単にわたくしが考えた高校デビューについての定義を説明しますわ」

　いつまでもケンカしていても仕方ないと思ったのか、はたまた無視を決め込むことにしたのか、姫宮先輩は椅い子すに座ったままで語り出した。

「高校デビュー。それはつまり、中学時代の自分とは違う自分になるということ。それをするにあたり、あなた方はこれから様々なことを初体験していかなくてはいけません」

「それぐらいは僕たちもわかってますよ」

「話は最後までお聞きなさい。重要なのは、その期間ですわ」

「期間？」

「ええ。高校デビューが完かん璧ぺきに成功したと言えるようになるまでの期間。わかりやすく言うと、自分の新しいイメージを周囲の人に植え付ける期間ということになるかしら」

「要は高校デビューのためにがんばる期間ってことですか」

「その通り。――一年。わたくしはそれだけの期間があれば自分の新しいイメージを十分宣伝でき、自然と自分自身もそのイメージ通りの人間になれると思っていますの」

「結構長いんですね」

　簡単な話、一年生の間は高校デビューのために全力を尽くさなきゃならないってことか。そうすれば、二年生からは自然に高校デビューした自分をキープできる。

「それに、一年間の下積みがあれば、もし二年生や三年生になった後にうっかり過去の自分をさらけ出してしまっても、上う手まくフォローできるでしょう」

「さきほどの姫宮さんは到底フォロー不可能だと思いますが」

「お、お黙りなさいっ！　あの態度はわたくしの過去を知っているあなたたちの前だからこそっ！　その証拠に、わたくしは校内では非の打ちどころのない優等生ですわ」

「生徒の方々もあなたの本性を知ったらビックリしますね」

「あら。問題ありませんことよ。永遠に知られることはありませんから」

　自信満々に微ほほ笑えむ姫宮先輩。

　この一年、よっぽど高校デビューをがんばったんだろう。もっともそのストレスがさっき僕に向かってきたんだけど。とんだ八つ当たりである。

　ちなみに、さきほどの僕と姫宮先輩の遊びのことはあるみにはバレてない。

　恐るべしヴァンプ姫宮。

　ちゃっかり制服の襟えりでギリギリ隠れる部分を甘噛がみしていたのだ。吸血鬼のごとく狡こう猾かつで恐ろしい。そしてあの遊びはもうやりたくない。トラウマになりそうで怖いよ。

「まずは確認しますわ。わたくしが『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』を目指していたように、あなた方にもそれぞれの目標があるのですよね？」

「はい。私の目標は『人間の女の子としての高校デビュー』を成功させることです」

「つまり、わたくしたち以外に自分が生体アンドロイドだとバラす気はないと？」

「そう思っていただいて問題ありません。しかし、迂う闊かつでした」

「何がかしら？」

「姫ひめ宮みやさんに私を脅迫する材料を提供してしまいました」

「わたくしはそんな下げ賤せんなマネなどしませんわっ！」

「…………」

「なぜそこで気まずそうに黙るのですか!?」

「お、落ち着いてください姫宮先輩。ほら、あるみも謝れって。姫宮先輩だって、さすがにそこまではしないと思うから」

「マスター。それは本心ですか？」

「…………」

「どうしてあなたまで黙りますのっ!?」

「と、とにかく！　あるみが言ったので次は僕の番ですね。僕の目標は『フツーの男の子としての高校デビュー』です」

「……ふぅん。鈴すず音ねさんからお聞きした通り、相変わらずあなたはネガティブで高望みをしない方なのですね」

「クラスに溶け込めるフツーの生活が一番いいんですよ」

　僕のポリシーは保護色。

　自分の色を周囲の環境と同化させ、生き残る。

　そう――生き残らなきゃいけない。

　高こ校こは戦場だ。

　クラス内でのヒエラルキー、教師からの評価、いじめ、体罰、校内暴力、迫り来る定期試験、そして生徒の進学先の決定まで。現代の教育現場は多くの問題を抱えている。

　言ってしまうなら戦争に近い。様々な種類の銃弾が飛び交うバトルフィールドで、僕たち高校生は生き残らなきゃいけないのだ。

　けれど……僕はネガティブシンキングばかりする引きこもり。生き残るためには、変わらなくちゃいけない。すなわち新しい自分という名の武器がいる。

　そのための、高校デビューさ。

「でも、大丈夫なんですの？」

　僕が自分の決心を振り返っていると、姫ひめ宮みや先輩が話しかけてきた。

「あなたは今朝貧血で倒れたせいで、入学式にも最初のＨＲホームルームにも出席できていないはずですのに」

「ああ。それは大丈夫ですよ。あるみが僕のことをクラスメイトに紹介してくれたので」

　しかも、僕と友だちとなりたいという人もいるとか。

　嬉うれしいことだ。保護色がポリシーの僕でも友だちは欲しい。だから、今は無事に仕事を果たしてくれた妹にちゃんと感謝するべきで――。

「いえ、ですから」

　が。

　姫宮先輩は、僕の安心感をまるで薙なぎ払うかのように言葉を続けた。

「わたくしが言いたいのは、本当にあなたの妹に自己紹介を任せて大丈夫だったのかということですわ」

「…………」

　瞬間、僕はバッと隣の席に座っているあるみを見た。

　…………失態。

　なんという失態だ。

　いきなりこの部屋に連れてこられたせいで混乱してたのかもしれない。この僕が持ち前のネガティブシンキングを忘れて、妹の言葉をあっさりポジティブに受け取るなんて。

　桜さくらあるみ。

　今日出会ったばかりの妹だけど、これだけは言える。

　コイツがマトモな自己紹介をしてくれるわけがない……！

「心配ありません、マスター。私はベストを尽くしました」

「ホントかよ」

「その証拠に、マスターにはすでにクラス内であだ名が付けられました」

「あだ名!?」

　その言葉に僕は全身の震えが止まらなかった。

　あだ名ニックネームは高校デビューにおいてはトップ５に入る大事な要素なのだ。なぜならあだ名は広まりやすい上、聞き手によっては悪いイメージを抱きかねない。

　姫宮先輩がいい例だ。

　中学時代、ヴァンプ姫宮なんてあだ名をつけられたせいで、彼女が吸血鬼のごとく恐ろしいというウワサはあっという間に校内に広まった。

　姫宮先輩は吸血鬼に憧あこがれてたみたいだから、むしろ喜んでそのニックネームを受け入れてたけど、そんなマネはネガティブな僕には到底無理である。

「あ、あるみ、僕のあだ名はなんて名前だ？」

　恐る恐る、僕は彼女に訊たずねる。

　すると、あるみはいつもの無表情で一言。

「エロマスターです」

「エロマスター!?　なんだその斬ざん新しんかつアグレッシブなニックネームは!?」

「言葉通りの意味だと思います」

「とりあえず僕がそんなあだ名をつけられた経緯を教えろ！」

「はい。すべての始まりは私が自分の自己紹介の番で『ここでみなさんのクラスメイトであり、私の双子の兄であるマスターのことを紹介させてください』と言ったことでした」

「は？　なんだ、意外に普通じゃないか。双子の兄って嘘うそ設定も正しいし」

「……あの、鉄てつ之の介すけさん。一つ忠告してもよろしくて？」

「なんですか、姫ひめ宮みや先輩」

「いえ……言いにくいことなのですが、妹に『マスター』と呼ばせている兄は普通じゃありませんわ」

「!?」

　そ、そうか！　出会ったときから自然に呼ばれてたから忘れてたけど、妹が兄を呼ぶときといったら「お兄ちゃん」が基本だった！

　妹に「マスター」なんて呼び方をさせる兄はどう考えても変態である。よく考えたら「ご主人様」って意味もあるし。当然、そんな紹介を聞いたクラスメイトは……！

「事実なのではっきりと言います。それを聞いた時点で、クラス内の女子生徒の八割がドン引きしていました」

「弁解しろ！　どうにか僕のイメージを立て直せ！」

「私も何もしなかったわけじゃありません。『失礼しました。マスターじゃなくて増ます田たの間違いです』と絶妙なフォローを入れました」

「僕の名字が『桜さくら』な時点でそのフォローは無意味だ！」

「やはりマスターもそう思いますか。女子生徒の方もそう思ったようで、中には私に憐あわれみのこもった目線を向けている方も」

「え？　なんで？」

「どうやら私が、兄を『マスター』と呼ぶよう強要されている哀れな妹に見えたようで」

「この場合哀れなのは僕だよっ！」

「私も、兄から『マスター』と呼ぶように言われたと、みなさんに説明しました」

「説明しちゃったんですか!?」

「だって、初めて出会ったときに言いましたよね。『マスターって呼んでくれ』って」

「…………」

　サアーッと僕は全身の血の気が引いていくのを感じていた。もし鏡があればそこには石せつ膏こう像よろしく顔面蒼そう白はくになった僕が映っているだろう。リアルダビデ像の完成である。

「しかし、私はあきらめませんでした」

「……え？」

「妹として、兄の高校デビューをサポートするのが私の役目。なので、少しでもマスターに有利な状況をクラス内に構築するため、男子生徒にターゲットを変えました」

「な、なんで？」

「私の『マスター』発言を聞いても彼らは引いていなかったからです。むしろ、逆に期待を抱いているように見えました」

「期待？」

「『勇者すぎる！』『双子の妹にそんな要求をするとかどんなエロリストだよ！』『……フッ。やるな、桜さくら鉄てつ之の介すけ。貴様を我がライバルとして認めよう！』とみなさん口々に」

「その期待は嫌すぎるっ！」

　ていうか、誰だれだよ最後のヤツ！　僕はおまえのライバルになんかなりたくないよ！

「これはもしかしたらいけるんじゃないか？　そう思った私は、さらに男子生徒方面にアタックをかけることにしました」

「ア、アタックって……！」

「具体的には、マスターが自分のベッドの下に博物館が作れそうなくらい膨大な量のエッチな書籍を隠していることを、クラス中に暴露しました」

「はいいっ!?」

「その瞬間、男子生徒の八割が狂喜乱舞。次々に『ぜひ桜さんのマスターとお友だちになりたい！』と私に言ってくれました」

「どいつもコイツも僕のエロ本が目的じゃねえか！」

「ついには担任の先生まで、『桜さん。大事な話があるから後で職員室に来なさい』と言い出す事態に」

「それははしゃぎすぎたおまえに忠告するためだ！」

「心配ありません。今したのとまったく同じ自己紹介を、職員室でも行いました」

「えっ……」

「男性教員の方々も、『今年の一年はなかなか威勢がいいな！』と大喜び」

「………」

「以上で、説明は終わりです。何が言いたいかというと、マスターはクラス内と教員の一部の方……主に男性の方から熱狂的な支持を得ることに成功しました」

「………。というわけで、僕のあだ名は――」

「エロマスター」

「うわああああああああああっ！」

　桜さくら鉄てつ之の介すけ、十六歳の春。

　自分が直面しているあまりにも残酷な現実に精神がクラッシュしそうだった。

「しかし、男子の支持を得た代わりに、女子からはあまり支持されなかったようです」

「そりゃそうだよ！」

「ちなみに、私は女子生徒の支持を集めまくりです」

「……はい？」

「『大丈夫？　辛つらかったら言ってね』『護身用のスタンガン、貸そうか？』『この季節のプールの水温って、結構冷たいはずよね……』とみなさん優しい言葉をかけてくれました」

「後半の方のコメントが怖すぎるんですけど!?」

　最後のヤツが一番デンジャラス。季節外れの水泳実習を僕に受けさせる気満々じゃん。

「エロマスター。マスターにぴったりのネーミングです」

「保健体育のテストで百点満点が取れそうなあだ名だな」

「……すいません、マスター。私のせいでこんなことに」

「あるみ……」

「このままでは、マスターが保健体育のテストで百点を取ってしまいます」

「そこは別にいいからっ！」

「ですが……本当に申し訳ありません。ただ、私はマスターに少しでも友だちができたらいいなと思って……」

「………………。いや、もういいさ。時計の針は戻せないし。おまえだって、僕のためにがんばってくれたんだろ？」

　普段の僕だったら持ち前のネガティブさを全開にして妹を責めていたかもしれない。

　けど、彼女の顔を見たら無理だった。

　いつもと変わらない感情のない顔に見えるが、少しだけ申し訳なさそうな感じがした。

　そう言えば、僕はあるみの笑顔をまだ一度も見たことがない。

　それほど感情表現が苦手で不器用なコイツにとって、これは精一杯の謝罪なんだろう。

　何より、あるみは僕のためにがんばってくれたのだ。

　女子は別にしても、エロマスターなんて過激なあだ名がついてるんだから、やり方次第では男子と上う手まく打ち解けられるかもしれない。そこは僕のがんばり次第である。

　だから、問題は――。

「ああ、僕のポリシーが……」

　保護色。周囲に溶け込む地味で目立たない生活を送るはずだったのに。これじゃ『フツーの男の子としての高校デビュー』から大きく遠ざかってしまった気が……。

「心配なさらないで」

　しかし、そこで聞こえたのはソプラノボイス。

　落ち込んで俯うつむいていた顔を上げると、姫ひめ宮みや先輩が優しく微ほほ笑えんでいた。

「さっきも言いました通り、高校デビューを成功させるには一年という長い期間が必要になりますわ。最初に悪いイメージがついても、徐々に変えていけばいいだけのこと」

「姫宮先輩……」

「こんなときこそポジティブシンキング。ネガティブな考えはなさらない方がよろしくてよ。問題ありません。あなたには、このわたくしが教師としてついているのですから」

　そう言って、姫宮先輩は僕を励ましてくれた。

　おおっ……さすがは高校デビューを成功させただけのことはある。この人が手伝ってくれるのは素直に心強い。ああ、ありがとうございますお姫様……。

「だから、できるだけ毎日わたくしのところにいらっしゃい」

「……え？」

「部活の話ですわ。高校デビューを成功させるための会議をどんどんしましょう。あるみさんがいないときでも、一人でいらっしゃってくださって結構ですから」

「………」

　まるで本当のお姫様みたく優雅に微笑む姫宮先輩。

　持ち前のネガティブシンキングが警告している。まさかこの人、またあの吸血鬼ごっこなんてクレイジーな遊びをするために、僕と二人きりになる機会を増やす気じゃ……。

「マスター」

　今後の将来について僕が激しく悩んでいると、あるみが話しかけてきた。

「そう言えば、クラスに関することで伝え忘れていたことがありました」

「伝え忘れていたこと？」

「クラスメイトの中に、カレンさんがいました」

「げっ」

　ついてないな。まさかあの不良少女と同じクラスだったとは。

「……カレン？　それはひょっとして狼かみ谷やカレンのことですの？」

「姫宮先輩も知ってるんですか？」

「もちろんですわ。彼女のウワサはしばらく前からこの春すの原はら高校でも広まっていますから。確か、どこかの地方でかなり大きなチームを率いていた不良少女だとか」

「そこまで広まってるんですか」

　ウワサの伝達力ってすごい。この分じゃ新入生の間にもかなり広まっているだろう。

　でも――ちょっとおかしくないか？

　いくら有名な不良だからって、まだ本人が入学していないのにウワサが広まるなんて。それに、やっぱりカレンが不良だなんてどうも納得がいかない気が……。

「では。今日は二人とも登校初日で疲れたでしょうから、そろそろお開きにしますわ」

　考えていると、姫ひめ宮みや先輩はどこか楽しそうに終了の合図を告げた。

　その顔は、この先また僕をオモチャにして遊べることをすごく喜んでいるように見え……いや、気のせいだ。全部僕の被害妄想ネガテイブシンキング。そう願いたい。

「――でも、その前に」

　と。

　姫宮先輩はどこか強い口調で。

「あるみさん。わたくし、やっぱりあなたが生体アンドロイドだとは信じられませんの」

　げっ。

「なので、さきほどあなたが言っていた、証明するためのテストというものをしていただいてもよろしくて？」

　げげっ。

「わかりました。では、マスター。ちょっと手伝ってくれますか？」

　え？　僕？　と訊きき返す前に、あるみは僕の手を引っ張って立ち上がらせると、テストの手伝いをさせるためなのか、そのまま一気に部室の外にある廊下に出てしまった。

　けれど、校内での器物破損はマズい。脳裏に冷蔵庫さんの悲劇が蘇る。僕のポリシーは保護色。あまり騒ぎをおこしたくない。というか……その前に、

「あるみ。僕を連れてきて何をさせるつもりだ？」

「今から説明します。まずは、これを」

「これは……金属バットか？」

　あるみが指さした廊下の一角には、なぜか野球で使う金属バットが置いてあった。

「これで私の頭を殴ってください。もちろん姫宮さんの前で。それがテストの内容です」

「はあっ!?　いや、いくらおまえが生体アンドロイドでもさすがにそれは……」

「問題ありません。この金属バットは偽物フエイクですから」

「えっ……あ、ホントだ」

　持ってみないとわからないけど、外見は金属バットそのものなのに実際はすごく軽い。これなら殴られても全然痛くないだろう。

「さきほど、私が頭に水をかけるために一度部室の外に出たでしょう？　そのときに、近くにあった演劇部の部室に行って借りてきました」

「演劇で使う小道具ってわけか。どうしてこんなものを借りてきたんだ？」

「マスター。そんなの決まってるじゃないですか」

　いつもと変わらぬ無表情だったが、どこか怖い口調であるみは言う。

「復ふく讐しゆうです」

「………」

「接戦の末とはいえ、私はさきほどあの乳ちち姫ひめに敗れました。だから仕返しとして、ビックリさせてやるのです」

「つまりは……ドッキリ？」

「マスターもさきほどドッキリを仕掛けられて鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのでは？」

「僕のときはおまえも仕掛け人サイドだったよな!?」

「それはそれ。これはこれです。さあ、どうしますか？」

「………。決まってるじゃん」

　そんな面白いことやらないわけがないだろ。

　ヴァンプ姫ひめ宮みやにドッキリを仕掛ける機会なんてそうそうないぜ。

「作戦はシンプルです。部室に戻ったらそれで私を思いっきり殴ってください。殴られた後、私は森で熊くまに出会ったがごとく死んだフリをします」

「事故を装うわけか」

「その後、マスターはバットを振りかぶったままホラー映画に出てくる殺人鬼よろしく姫宮先輩に襲いかかるんです。きっと死ぬほどビックリして胸も少し小さくなるでしょう」

「いや、胸は小さくならないと思うけど」

「と、とにかくっ。あの乳ちち姫ひめに復ふく讐しゆうすることだけを考えればいいのですっ」

　胸を洗濯板扱いされたのがよっぽど頭に来たのか、今のあるみには有無を言わせない迫力があった。

　僕の妹は生体アンドロイドのくせに、意外と根に持つヤツらしい。しかも今回の作戦は奇襲だ。気分はすっかり織お田だ信のぶ長ながを攻める明あけ智ち光みつ秀ひで。もうすぐ部室が本ほん能のう寺じに変わる。

「では、部室に戻りましょう」

「了解……ん？」

「どうかしましたか？」

「いや……なんていうか、一瞬だけ誰だれかの視線を感じたような……」

　きょろきょろと廊下を見渡すが、そこには誰もいない。気のせいだったのか？

「もしかしたら、他ほかの部活動の方が通りすがったのかもしれません。この建物には、私たち以外にも人間がいるようですから」

「う、うん。きっとそうだな」

　ネガティブシンキングを振り払ってから、偽物バットを持って部室に入る。案の定、姫宮先輩はバットを持った僕を見てぎょっとしていた。

「な、何かしら？　その物騒な代物は……」

「決まってるじゃないですか姫宮さん。テストの内容は、マスターがこれで思いっきり私の頭を殴るんです」

「えっ……。そんなことして大丈夫なんですの……？」

「心配ありません。私は頑丈ですから。そうですよね、マスター？」

「ああ。この際手加減なしだ。おまえの頭を場外ホームランにしてやるぜ」

「いっ、今からでもお止めになった方がいいのではっ!?　加減を間違ってあるみさんにもしものことがあったりしたら……っ！」

「大丈夫ですよ。僕もあるみも、これくらい慣れっこですから」

　出まかせを言ってから、ゆっくりと偽物バットを振りかぶった。

　まるでメジャーリーグの四番打者にでもなった心境である。

「行くよ、あるみ！」

　ブンッと風を切りながら、僕は思いっきりあるみの側頭部辺りを偽物バットでフルスイング。途端、バタリと大げさに床に倒れて動かなくなる妹。

「ひっ!?」と姫ひめ宮みや先輩の短い悲鳴が部室に響き渡った。

　さすがのこの人も後輩が金属バットで殴られて倒れた光景には大いに驚いているっぽい。

　よし、これでドッキリは半分成功。

　あとは僕が偽物バットを振りかぶって姫宮先輩に襲い掛かるフリをすれば――。



「きゃあああああああああっ！」



　しかし。

　僕が彼女に殴りかかる前に、部室のドアの方から甲かん高だかい悲鳴が聞こえた。

　もちろん声の主は姫宮先輩ではない。

　けれど、その幼い声にはどこかで聞き覚えが――。

「あっ、あっ、あっ……！」

　引き続き聞こえる声。見ると、部室のドアが数センチ開いていた。不審に思った僕が、ガラガラッと一気にドアを開けると――。

「うわああああこっちに来るなこの人殺しいいいいっ！」

　そこにいたのは、偽物バットを持った僕を見て尻しり餅もちをつきながら雨に濡ぬれた子犬みたいにブルブル震えて怯おびえている、ショートヘアーが似合うちっちゃな女子生徒。

　狼かみ谷やカレン。

　僕のクラスメイトにして、筋すじ金がね入いりの不良少女として恐れられる女の子であった。

「………」

　とりあえず、ドッキリは大成功。

　残念ながらひっかかったのは吸血鬼じゃなくて、ちっちゃなオオカミだったけど。



    

  
    
      


第６話　モンスターズ





　突然だが、僕はラブコメに憧あこがれるなんて夢見がちなことはしない。

　そもそも僕のポリシーは保護色であり、周囲に溶け込める目立たない地味な高校生活こそが信条だ。ラブコメの主人公みたいなモテモテ展開なんてもってのほか。

　だから、ちょっとこの状況はかしましすぎると思う。

「どうぞ。温かいミルクですわ」

「ふんっ。ありがたくもらってやるから感謝しろ」

「まあ、カレンさん。女の子がそんな乱暴な言葉遣いをしてはいけませんわよ？」

「うるさいぞひめのん」

「ひ、ひめのん？　なんですの、その呼び方は？」

「おまえの名前は姫ひめ乃の。だったらひめのんで十分だ」

「………。そうですわね。改めて聞くと、とってもステキなニックネームですわ。ありがとうございます、カレンさん♪」

　にっこりと微ほほ笑えむ姫ひめ宮みや先輩を見て、僕は「ひいっ」と悲鳴を漏らしそうになった。

　……が、我慢してるっ。

　優等生としてのイメージを壊さないために後輩の無礼にも必死に耐えている。いま姫宮先輩の心の中は大型台風の暴風域よりも荒れ狂っていることだろう。

　あのドッキリの後。

　逃げようとしたが腰を抜かしてその場で動けなくなったカレンを、僕たちは部室の中へ運び込んだ。「嫌だぁーっ！　殺されるぅ～っ！」って半泣きになってビビってたけど。

「まったく、マスターが私を金属バットで殴るから悪いのです」

「おまえがやれって言ったんだろ」

「私は調子の悪くなったテレビじゃないんですよ？」

「あれで治るんなら何発でも殴ってやる。僕はおまえが治るまで殴るのをやめない」

「……な、なあ、ホントにおまえの妹は大丈夫なのか？」

　ホットミルクの入ったマグカップを可か愛わいらしく両手で持って飲みながら、カレンは訊たずねてきた。

　あ。マズい。そういえば、うっかりドッキリのことを説明するのを忘れてた。

「カレン。さっきのやり取りをどこから見てた？」

「おまえが妹に『おまえの頭を場外ホームランにしてやるぜ』って言ったところからだ。廊下を歩いてたらおまえたちを見かけたから、少し様子を覗のぞこうと思って」

「そもそも、どうしてこの部室棟に？」

「そ、それは……」

「もしかして、また迷ったのか？」

「～～～～～っ」

　顔を真まっ赤かにしたカレンは「くそぅ……なんでわかった……」と恥ずかしそうにスカートの裾すそをぎゅっと握りしめている。今朝の件といい、どうやらかなりの方向音痴っぽい。

「けど、あんなにビックリしなくても良かったのに」

「良くない！　あれは立派なドメスティックバイオレンスだ！」

「まあそう見えても仕方ないけどさ」

「ああ。とってもドメスティックな光景だったぞ」

「………」

　いや、ドメスティックって言葉はそういう意味じゃないから。

　簡単に直訳すると、家庭的。暴力って意味なのはバイオレンスの方である。少なくとも妹の頭を金属バットで場外ホームランにしようとするのは家庭的な光景じゃない。

「それより、さっきはどうして妹を殴ってたんだ？」

「うっ……」

　思わず押し黙る僕。

　あるみが生体アンドロイドだってことはカレンにバレてないみたいだけど、ドッキリを説明したら「なんでそんなことをしてたんだ？」って聞かれるかもしれない。

　そしたら、あるみの秘密も説明しなくちゃいけないし……。

「簡単ですわ。カレンさん」

　歌い上げるようなソプラノボイス。意外にも、口を開いたのは姫ひめ宮みや先輩だった。

「さっき鉄てつ之の介すけさんがあるみさんの頭をバットで殴っていた理由。それは――この方が、とんでもなく悪い不良だからですわ」

「…………」

　ストップ。いきなり何言ってるのこの人？

　咄とつ嗟さに訂正しようとしたが、姫宮先輩が僕の方を一瞬だけキッと睨にらみつけてきたので黙るしかなかった。ヘビに睨まれたカエル状態である。

「……不良？　コイツが？」

「その通り。妹の頭を金属バットでフルスイングしたのがいい証拠ですわ。あれくらいはこの方にとってはほんの挨あい拶さつだそうで」

「確かに、不良でもなければあんなことできないけど……でも、カレンと違って、コイツのウワサなんて全然聞いてなかったのに……」

「この方は表に出るタイプではありませんの。裏で糸を引く真の強者といったところかしら。だから最近こちらに引っ越してきたあなたは知らなかったんじゃなくって？」

「うっ……。そうなのかもしれない……」

「ちなみに、あるみさんもこの方の手下で不良ですわ」

「妹なのに!?」

「当然でしょう。だって金属バットで頭をフルスイングされてもピンピンしているのですわよ？　ケンカの方も強いに決まっていますわ」

「そう言えばカレンも一回負け……ううんっ！　あれはわざと捕まってやっただけだ！　勘違いするなよっ！」

「そのあたりの事情は知りませんが、この方々には気を付けた方がいいのでは？　さすがのあなたでも、あんな芸当は無理ですわよね？」

「……むっ。そんなことは……っ」

「じゃあ、金属バットであるみさんを殴ってみます？」

「今日のところは遠慮しておく！」

「では、金属バットで鉄てつ之の介すけさんに殴られてみます？」

「嫌だぁーっ！　そんなことされたら死んじゃう……いや、さすがのカレンも無傷じゃすまないからなっ！」

　あははっと強気に笑いながらも、カレンはダラダラと冷や汗をかいていた。これはかなり僕とあるみにビビっちゃってるな。

　恐るべし、ヴァンプ姫ひめ宮みや。たぶん無礼な後輩への仕返しなんだろうけど、ここまで見事な演技とハッタリをかますとは。カレンとは初対面のはずなのに手加減なしである。

「おまけに、彼らにはお姉さまもいますわ。今はこの街にはいらっしゃいませんが、その方もそれはそれは有名な方で」

「そ、そうなのか？」

「もちろん。知名度だけなら彼らよりも遥はるかに上。鉄之介さんも、そのお姉さまにはまったく勝てませんの」

「金属バットで容赦なく人を殴るのにか!?」

「それだけ、鉄之介さんのお姉さまが危険だということです」

「………。なあ、今の話は本当か？　おまえのお姉ちゃんはそんなに危険なのか？」

「う、うん。間違いではないよ」

　姉さんは若き天才としてときどきテレビ番組でも取り上げられるくらいだから知名度は高い。僕が勝てないのも本当。思想が危険すぎるのは今に始まったことじゃないし。

「……そっか。おまえも大変なんだな……」

　どうしてか、カレンは珍しく僕に同情してくれた。

　そんな彼女に、姫宮先輩はどこか諭すような口調で、

「狼かみ谷やカレンさん。あなた、これを機会に更生なさっては？」

「……えっ」

「だって、この街にはあなた以外にも強い不良が二人もいますわ。あなたの率いていたチームの方々もこの街にはいらっしゃらないのでは？」

「むっ……確かに、カレンはこの街じゃまだ一匹狼だけど……」

「これからこの街で新しいチームを作るつもりだったのかもしれませんが、やめた方がよろしくてよ。ここは桜さくら兄きよう妹だいの縄張り。迂う闊かつに手を出せばタダでは済みませんわ」

「ううっ……」

　カレンは叱しかられた飼い犬みたくシュンと落ち込んでしまった。対照的に、姫ひめ宮みや先輩はにこやかな笑顔を浮かべている。うえー、ホントいい性格してるよこの人。

「………」

　でも、これは良い展開かもしれない。

　あくまで僕の意見だけど、カレンが不良をやるのは似合わないと思う。あるみの話では格闘技の有段者らしいし、いつも威張ってるけど、本当は優しい女の子な気がするのだ。

　もしかしたら、不良をやっているのにも何か理由があって……。

「――わかった」

　意外にもあっさりと、カレンは頷うなずいた。

　……よかった。これでカレンも不良をやめて更生してくれるんだろう。それに、彼女と初めて会ったときに僕が感じた奇妙な感覚。

　理由はわからないけど、彼女のことを放っておいてはいけない気がするというか……。

「でも、不良はやめない」

「は？」

　その言葉に、思考をしていた僕はぽかんとするしかなかった。

「……カレンさん？　それは更生しないということですの？」

「うん。カレンは更生なんかしないぞ」

「では、これからどうするのですか？」

　さきほどまで余裕たっぷりだった姫宮先輩まで、若干混乱してしまっている。

　カレンは、そんな姫宮先輩から視線を外した。

　そして、その大きな瞳ひとみをキラキラさせながら僕を見つめてきて――。

「……お願いだ」

　やけに熱意のこもった丁寧な口調。

　次の瞬間――完かん璧ぺきに予想外の言葉が、彼女の口から告げられる。

「カレンの、パートナーになってくださいっ！」



「……えーっと、なんで？」

　思わず僕は訊たずねていた。ていうか、パートナーって……どういうことだよ？

「つ、つまりだなっ！」

　困惑する僕たちにカレンはどこか恥ずかしそうに説明をし始める。

「おまえをカレンの仲間にしてやるってことだっ！」

「仲間って……不良の仲間ってこと？」

「そうだ。おまえが強いのはわかった。ケンカになったら負け……いや、カレンも楽には勝てないと思う。だから、仲間になろう。不良同士、ここは一緒に手を組むべきだ」

「でも、パートナーになるっていうのは……」

「あっ……かかかか勘違いするなっ！　別に恋人とかそういう意味じゃないぞっ！　不良としての相棒って意味だ！　それに……おまえだって不良なんだから、カレンみたいな強いパートナーは欲しいだろう？」

「………」

　マズいマズいマズい。

　状況がひどくおかしな方向に転がり始めています。

「というわけで、これからはそうちょーと呼ばせてくれ」

「そうちょーっ!?」

　まさか、総長って意味か？　うわー、そのネーミングじゃ思いっきり不良ドラマに出てくる暴走族のリーダーだぞ。

「ホントはカレンがその名前を使いたかったんだけど……この際我慢するっ。おまえは強い不良だ。おまえとカレンなら、さらなる不良の高みを目指せるはずだっ」

「………」

「だから、これからよろしくな！　そうちょーっ！」

「あっ……ああ、うん、よろしく……」

　茫ぼう然ぜんとしながらも、僕は頷うなずいた後でカレンと握手までしてしまった。

　自分は不良じゃなくてただの引きこもりだなんて、言えるわけがなかった。

　夢見る子供みたいなキラキラしたカレンの笑顔。こんなに眩まぶしい期待を裏切れる度胸を、引きこもりの僕は持ち合わせていなかったのだ。うわあああ相変わらずダメ人間すぎる。

「あらあら。よかったですわね、カレンさん」

「おお。ひめのんもそう思うか？」

「もちろんですわ。わたくしからも祝福させてください。鉄てつ之の介すけさんとカレンさんが不良の仲間になる。それって、とってもステキな展開ですもの」

「そうだな！　カレンもそう思うぞ！」

「わたくしも陰ながらお二人のことを応援させていただきますわ。お二人の今後の展開を、決して見逃さないように」

　輝くエンジェルスマイルを浮かべる姫ひめ宮みや先輩。

　……た、楽しんでおられるっ。

　このお姫様、自分が仕掛けたハッタリが予想以上にすごい展開になって心の底から楽しんでやがる。しかもこの様子だと僕たちの動向を観賞する気満々だぞ。

「あ。そうだ。そうちょー、今からこの街を案内してくれないか？」

「今から!?」

「……お願いだ。今朝も言ったけど、カレンは引っ越してきたばかりでこの街にあんまり詳しくないんだ……」

「うっ……」

　ああああやめてくれ。そのうるうるとした瞳ひとみで上目づかいに僕を見つめるのはやめてくれ。なんだか道端でダンボールに入った捨て犬を見つけたみたいな気持ちになってくる。

「……ん？」

　でも、街を案内するって。

　それってもしかして……デートなんじゃないか？　ダ、ダメだ！　保護色がポリシーの僕が入学初日にそんなラブコメ主人公展開に巻き込まれるなんて！

　けど……。

「…………そうちょー？」

　すがるような弱々しい声で、僕のことを呼ぶカレン。

　…………ダ、ダメだ。

　何より、カレンの外見が――この妹っぽくてちっちゃい外見が僕の中にある何かを刺激する。くそっ、僕はロリコンじゃないのに。たぶんこれは僕のシスコン本能が――。

「カレンさん」

　彼女の妹パワーに、刻一刻とダメ人間な僕の心が折られようとしていたときだった。

　僕の隣にいたあるみが、やけに強気な声でカレンに話しかけていた。

「残念ですが、マスターとカレンさんが一緒に街を回ることは許可できません」

「なっ……なんでだっ!?」

「マスターの妹としての率直な意見です。出会ってすぐにパートナーになるなんて、ちょっと馴なれ馴なれしいんじゃないですか？」

「う、うるさいな！　カレンとそうちょーはもうお互いに約束したんだぞっ！」

「妹である私は認めていません」

「くっ……！　そう言えばおまえも不良でそうちょーの仲間だったな！　つまりは、新入りのカレンが気に入らないってことかっ！」

「そうは言っていません。ですが、私とマスターはパートナー以上の関係です。なにせ、私はマスターの妹ですから」

　断言するあるみ。なぜか、その態度はやけに頑固だった。

（……おい、あるみ。あんまりカレンを刺激するなよ）

　さすがにちょっとマズいと思ったので、隣の席にいる妹に小声で忠告した。

（第一、なんでそんなにムキになってるのさ）

（……別に。大した理由ではありません。ただ……）

（ただ？）

（私は……マスターの妹ですから）

　言って、拗すねた子供みたいにちょこんと口くち唇びるを尖らせるあるみ。

「………」

　もしかして……またヤキモチを焼いてるのか？　自分という妹がいるのに、カレンという妹っぽい女の子に振り回されている僕に。だからこんなに躍起になって……。

「それに、カレンさん。マスターは極度の妹萌もえの変態です。もしかしたらあなたにも何かエッチな要求をするかもしれませんよ？」

「うっ……不良の高みを目指すためだ。ほんのちょっとぐらいなら我慢するっ」

「ちょっとで済むと思っているのですか？　あなたもマスターと私が一緒にランジェリーショップに行ったことは知っているでしょう？」

「そ、そうだけど……」

　カレンは不安げな視線を僕に向けてきた。

　あの、あるみさん？　ヤキモチを焼くのは構わないんですが兄を陥れるのはやめてくれませんか？　それに、いくらなんでも僕がカレンにおかしなマネをするわけが……。

「……そうちょー。そうちょーはカレンにそんなことしないよね？　パートナーとして、カレンのことを守ってくれるよね？」

　飼い主に甘える子犬みたいに、上目づかいのまま僕の制服の端をちょこちょこと引っ張って懇願するカレン。

　――がんばってください、僕の理性さん。

　じゃないと身体からだが反射的に何かいけないこととかしちゃいそうです。だって、このチビオオカミったらメチャクチャ可か愛わいいんだもん。

「とにかく、あなたがマスターの妹……いえ、パートナーになるのは認めません」

「むむっ。じゃあ、不良らしくケンカで決めるか？」

「一向に構いませんよ。今朝方私に負けたのを忘れたのですか？」

「あのときは油断してただけだっ」

「いくらあなたが強がろうが、私はノープロブレムです」

「じょ、上等だコラぁ―――っ！」

「うわああああ二人ともやめろって！」

　間一髪のところであるみとカレンの間に割って入る。危なかった。あと少しで妹ｖｓ妹の戦いが始まるところだった。どんなドリームマッチだよ。

　何にしても、この状況はマズい。

　二人の雰囲気は一触即発。

　とりあえず、どうにかこの状況を……。

「わかりましたわ」

　僕が事態を丸く収めようとしたところで、また横やりが入った。

　その声の主は姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　そして、彼女はにらみ合う二人に一つの提案をする。

　獲物を品定めするヴァンパイアよろしく、どこか楽しげに――。



「決闘をしましょう」



「……決闘？」

　最初に訊きき返したのはカレンだった。

「ええ。どちらが鉄てつ之の介すけさんの妹――もといパートナーにふさわしいかを決めるための勝負ですわ」

「内容は？」

「この場合大切なのは鉄之介さんのお気持ちですわ。だからお二人でがんばって鉄之介さんにアピールをして、最終的には彼が勝敗を判定するというのはどうでしょう？」

「ふんっ。面白そうだな。カレンはそれでいいぞ。負けるつもりなんかないし」

「あるみさんは？」

「了解しました。真の妹の力を、このちびっ子に見せてあげます」

「ちびっ子って言うなこの胸なし！」

「……胸なし？　いま私のことを胸なしと言いましたか？」

「ああ、言ったぞ。覚悟しろ。ぜーったい負けないからなっ」

「子供のように泣いて謝ってももう遅いですよ？　胸なしと言ったことを地獄の底で後悔させてあげます」

「――はい。そういうわけで戦うお二人の了解も得られたところで、わたくしは審判役を務めさせていただきますわ。現在の時刻は……午後四時ジャストですわね。それでは、わたくしの合図で決闘開始ということでよろしいかしら？」

「もちろん！」

「ノープロブレムです」

「それでは、僭せん越えつながらわたくしがスタートの号令をかけさせていただきますわ。みなさま……よーいっ――」

　ドンッと、姫ひめ宮みや先輩のソプラノボイスが開戦を告げる。

　同時に僕は――駆けた。

　引きこもりらしくもなく全力疾走で猛ダッシュ。

　そのまま部室のドアを開けて廊下へとゲット・アウェイ。ここにいたら間違いなく彼女たちのオモチャにされる。その恐怖感だけが僕を突き動かしていた。

　背後からは「あっ、待てそうちょーっ！」というカレンの声と、足音が複数。

　くそっ、あるみと姫宮先輩も追いかけてきたか。

　奇遇なことに、ホラー映画で喩えるなら三人のイメージは人造人間、吸血鬼、人狼。まるっきり西洋の三大モンスターだ。当然彼女たちに襲われる哀れな人間役は僕である。

　何にしても、ここは一刻も早く逃げねば。

　ルームランナーで培った脚力を活いかして、一気に部室棟内を走り抜けてから、風に乗った桜の花びらが舞い散る校庭を正門目指してひた走る。

　そして、息を切らしながらも、夕焼けに染まり始めた春空に向かって、引きこもりの僕にぴったりなセリフを叫ぶことにした。

「……家に帰りたい！」



    

  
    
      


第７話　ロンリーウルフ





　銭せん湯とう。

　それは庶民の憩いの場。実を言うと僕は大の風ふ呂ろ好きなので、一度は銭湯に行ってみたかった。今まで引きこもっていたせいでなかなか機会がなかったけど……。

　本日、四月四日。

　僕こと桜さくら鉄てつ之の介すけは、念願だった銭湯デビューに成功した。

「まったく、付き合ってられないよ……」

　グチを零こぼしながらも、頭の上に畳たたんだタオルを載せるというなんともお約束の入浴スタイルで僕は公共浴場を初体験していた。

　あのふざけた決闘宣言の後――僕はあるみたちをまくためにひたすら街を走り回った。

　家に帰りたかったけど、待ち伏せの可能性もあったので無理だったのだ。

　気分はすっかりホラー映画の主人公。

　しかも追っ手には生体アンドロイドであるあるみもいた。しかし、僕にだってルームランナーで鍛えた足がある。こう見えても、昔から逃げ足だけには自信があったし。

　けど、引きこもりが街を走り回るのは拷ごう問もん以外の何物でもない。途中で何度も道端で動けなくなったり、倒れかけたりした。ああ、僕はなんて情けないダメ人間なんだ……。

　そして、なんとか追跡を振り切ったところで――偶然にもここの店先に辿たどりついた。

　石の湯。

　街外れにポツリとある小さな銭せん湯とうである。

　おまけに、銭こ湯こには僕が探し求めた重要な利点があったのだ。ここにはあるみたちが誰だれ一人入って来られない。なぜなら、僕がいるのは女子禁制の男湯なのだから。

　ただ、引きこもりゆえに入るのにはかなり勇気が必要だった。

　店主のおじいちゃんも、店先でオロオロしている僕を見て「盗人ぬすつとめ！　今すぐ胴体にお別れを言いな！」とどこからか日本刀を取り出してきたし。やはり街は危険である。

　それでも、なんとかお金を払って入ることに成功。

　創業七十年ということでかなり寂れているけど、そのせいか利用客は僕一人だけ。歴史を感じる古くて広い男湯を貸切にできるのは素直に気持ちがいい。

　街を走り回っているうちになんとか逃げ切れたみたいだし、しばらく休んでいよう。リラックスリラックス。利用客も来なさそうだから、人見知りの僕にも安心である。

「……しかし、総長か」

　壁に描かれた大きな富士山の絵を見ながら僕は声をエコーさせた。

　いきなり総長なんて言われたのにはビックリしたけど、カレンが強い不良を目指しているのはよくわかった。

　でも、そんなので大丈夫なのか、と僕は思う。

　ちょっと心配だ。僕はクラスでエロマスターなんてあだ名を付けられたけど、カレンは一体クラスでどんな感じだったんだろう。ちゃんと友だちはできたんだろうか……。

「……たぶん、難しいよな」

　ちっちゃくて可か愛わいいけど、威張ってるし、ケンカっ早いし。もしかしたら不良に憧あこがれて友だちになりたがる生徒はいるかもしれないけど、本人があの態度じゃ難しいだろう。

　それに、僕にはわかる。

　たぶんあいつは――人見知りだ。

　二年間の引きこもり生活で立派な人見知りに退化した僕が言うんだから間違いない。あの威張った態度は人と接するのに力が入りすぎているせいなんだと思う。

　けど、変だよな。

　いくら強くても、そんな人見知りに不良のチームを率いることができるのか――。

「そうちょー。湯加減はどうだ？」

「ふおぉっ!?」

　いきなり後ろから話しかけられてビックリしてしまった。

　そこにいたのは、明るい髪色のショートヘアーが似合うちっちゃな女の子。

　狼かみ谷やカレン。

　驚くべきことに、裸にバスタオルを巻いただけの彼女であった。

「カ、カレン！　なんでここに!?」

「フッ。愚問だな。そうちょーの行くとこならどこまでもついていくぞ」

「ここは男湯だよ！」

「でも、カレンが来たら番台にいたおじいちゃんが『おじょーちゃん、じゅー数えるまで出ちゃダメだぞー』って言って入れてくれたけど？」

「………」

　まさかあの店主、カレンの外見を見て子供だと思ったのか？　銭せん湯とうだとちっちゃな子供は男湯女湯ノーボーダーなところがある。というか、あの人ちょっとボケてそうだし。

「それに、仲間は裸の付き合いをするものだって、不良ドラマでやっていたぞ」

「け、けど、カレンは女の子だし……！」

「大丈夫っ！　しっかりタオルを巻いてきたから、これなら水着と変わらないぞっ！」

　なぜか自慢げにカレンはくるくる回転。あああああやめてください。バスタオルの裾すそがスカートみたくヒラヒラしてこっちの頭がクラクラ。ぷにぷにと柔らかそうなフトモモがさらけ出されてるのも心臓に悪い。ここで失神したら間違いなく溺でき死しするぞ。

「あるみたちは？」

「さっき別れちゃった。そうちょーが逃げた後、みんなでそれぞれ捜すことになったんだ。アピール勝負は早いもの勝ちってことで。だからまだ街を捜してるんじゃないかな」

「そもそも、カレンはどうして僕がここにいるのがわかったんだ？」

「え？　それはもちろん発信機で」

「発信機!?」

「さっき部屋でそうちょーの制服を掴つかんだときにつけたんだ。発信機はおとーさんの会社の商品。カレンのおとーさんって、会社では偉い人みたいでいつも試作品をくれるんだ」

「………」

　子供になんてもんを渡してんだよ狼谷父。物騒な世の中になったものだ。

「でも、発信機があったんならもうちょっと早く来られたんじゃないか？」

「そ、それは……っ」

「ああ。また迷ったのか」

「うるさいな！　いっつも迷っちゃうんだから仕方ないだろっ！」

　うーっと唸うなりながらプンスカ怒るカレン。相変わらず方向音痴さんである。

「それじゃ、カレンも入ろうかな。銭湯は初めてだから楽しみだっ」

　えへへっとカレンは無邪気に微ほほ笑えんだ。本来はタオルをお湯に入れるのはルール違反なんだが、彼女はそんなのは気にせずピチャッとお湯に足をつけて。

「あちゅいっ！」

「………」

「な、なんだこのお湯は！　地獄の釜かまみたいだぞ！」

「そこまで熱くはないって」

「むっ。さすがそうちょー。この熱さにも平然としているとは」

「ちょっと熱めのお湯に入るのが気持ちいいのさ」

「そうちょーはマゾヒストだな」

「どこでそんな言葉憶おぼえたんだ!?」

「さっきひめのんが教えてくれたぞ。我慢強い人って意味なんだろう？」

「………」

　あのお姫様め。子供に変な言葉を教えやがって。いや、カレンはもう高校生だけどさ。

「けど、このお湯の良さがわからないなんて、やっぱりカレンは子供だな」

「カレンは子供じゃないって言ってるだろ！　それにこの程度の熱さ……あちゅっ！」

「そんなにちっちゃい身体からだで飛び跳ねなくても」

「ちっちゃくない！　あと身体の大きさも関係ないぞ！　くそぅ……カレンだってこんなお湯くらい……っ」

「お風ふ呂ろは無理して入るものじゃないよ。今は他ほかの客もいないし、お湯を水で薄めよう」

「銭せん湯とうはそんなこともできるのか!?」

　僕の言葉にカレンはパアアっと顔を輝かせた。犬だったら精一杯シッポを振って嬉うれしがってるとこだろう。

　浴槽の端についていた蛇口を回して冷水を投入。これでちょっと経たてばカレンでも入りやすい温度になってくれると思う。

「サンキュー、そうちょーっ！」

「この程度でお礼はいいから」

「いや、しっかりお礼はするぞ。不良の仁義だ。それに……」

「それに？」

「これからそうちょーに、アアアアアピールしなくちゃいけないしな……っ」

　顔どころか身体からだ中じゆう桃色に染めながら告げるカレン。

　……しまった。

　ネガティブなダメ人間らしくもない。うっかり銭湯の魅力に浸ってしまい、肝心なことをすっかり忘れていた。僕のポジションはカレンたちに狙ねらわれる哀れな獲物である。

「そ、それじゃあ、身体を洗ってあげるから、そうちょーは風呂から上がってくれっ」

「えええっ!?」

「もしかして……嫌なのか？」

　あからさまな僕の動揺を感じ取ったのか、カレンが不安げに瞳ひとみを潤ませた。

「た、頼むからそんな顔しないで。今から上がるからさ」

「ホントか!?」

「う、うん。でも、ちょっと待って……」

　頭の上にあったタオルをお湯に入れ、腰に装着。頼りない装備だ。ＲＰＧでこんな武装のキャラがいたら二秒で殺されてる。

「じゃ、じゃあ、上がるよ？」

「う、うんっ」

　さすがに男の裸を見るのは恥ずかしいのか、カレンは目をふせるようにして視線を逸そらした。その隙すきに僕は風ふ呂ろから上がって近くにあった椅い子すへと座って彼女に背を向ける。

　日本の伝統芸、背中流しスタイルの完成であった。

「よ、よひっ！　じゃあありゃうじょっ！」

　かなり緊張してるせいか、カレンはかみかみだった。

「大丈夫か？」

「バ、バカにするな！　カレンはもう高校生だぞ！」

「そ、そうだよな。さすがに身体からだの洗い方ぐらいは……」

「えーっと、まずはこのカミソリで――」

「カミソリでどうする気っ!?」

「背中の産毛を剃そってあげようと思って」

「そんな無駄毛処理はしなくていいから！」

「じゃあ脱衣所にあったこの柔軟剤入り洗剤をタオルに……」

「石せつ鹸けんは僕のを貸すよ！」

　不安だ。ホントにコイツに背中を預けて大丈夫なんだろうか。

　というか、カレンって意外にいい所のお嬢様だったりするのかな？　姫ひめ宮みや先輩まではいかなくても裕福な家庭で育ったとか。だってかなりの世間知らずだし。

「じゃ、じゃあ、いくぞ？」

　考えている間にも、カレンは恐る恐るといった感じで僕の背中にタオルを付けた。そのまま……ゴシゴシ、ゴシゴシ……。

「そうちょー、どうだ？」

「う、うん。上う手まいと思う」

「ふんっ。カレンほどの不良にかかれば背中を流すくらいちょろいぞ」

「背中流しに不良は関係ないけどさ」

「あはは、そうだったな」

　背中を洗うのに集中しているせいか、カレンはちょっとだけリラックスしてくれた。今にも鼻歌でも歌い出しそうな勢いである。

　対する、僕は……。

「なあ、カレン」

「ん？　なんだ、そうちょー」

「ちょっと訊ききたいんだけど、クラスの雰囲気はどんな感じだった？　僕は出席してないからよくわからなくて」

「………っ」

　ピタリと、僕の背中を洗っていたタオルが止まった。

「あっ。ごめん。やっぱりその話はやめよう」

　思わず話を変える僕。

　たぶんこの様子じゃ、さっき僕が心配してた通り友だちは……。

「……う、うん。カレンも、そうちょーに訊きたいことがあったんだ」

「僕に？」

「そ、そうだ。そうちょーのお姉ちゃんってどんな人なんだ？　ほら、そうちょーのお姉ちゃんってすごい不良なんだろ？　カレンがこの街で不良をやるには知っとかなきゃっ」

「僕の姉さんは……一言でいうとメチャクチャな性格の人だったよ。はっきり言って、僕はかなり苦手だった」

「性格がメチャクチャだったから？」

「いや、性格がメチャクチャだったくせに……勉強とか運動とか、その他全部の才能も僕より遥はるかに上だったからかな。それでよく……周りの人たちに比べられたりもしたし」

「………」

　カレンは少し黙った後、「それは……とっても辛つらいな」とまるで自分のことみたいに真しん摯しに同情してくれた。

「―――」

　やっぱり……カレンはいいヤツだと思う。

　こんなに素直に、僕に同情してくれる。

　だから、おかしい。

　どう考えても――カレンが不良をやっていたなんて信じられない。

　きっと、これには何かカラクリが……。

「～～～っ!?」

　瞬間、全身がビクッと震えた。凄すさまじい違和感が僕を襲う。自分の上半身を見ると――なんと、カレンが僕の胸辺りをタオルでゴシゴシとウォッシングしていた。

「カ、カレン！　何やってるんだよ！」

「いや、せっかくだから前も洗ってあげようと思って」

「そんなことしなくていいって！」

「し、心配するな。しししし下は洗わないからっ。そうちょーも、男だったらもっと堂々としろっ！」

「で、でも……！」

　あの、このままじゃ僕のエクスカリバー的な部分が堂々としちゃいそうなんですけど……とはさすがに言えなかった。

　背中。そう、問題は背中なのだ。カレンは一生懸命後ろからちっちゃい手を回して僕の胸を洗おうとするあまり、自分の身体からだをぎゅぅぅぅぅっと僕の背中に密着させていた。

　しかもこの様子じゃ本人にはまったく自覚がない。

　考えている間にも、背中に女の子のぷにぷにな感触が当たって……うあああああ落ち着け！　このままじゃ銭せん湯とうが犯罪現場に変わる！　もちろん犯人は僕だ！

　そもそも、カレンはあるみ以上につるぺたなんだから慌てる必要はない。

　しかし……なんだろう？

　なんか、背中に当たる感触が……それこそやけにつるぺたな感じが……。

「あっ……」

「ど、どうしたカレン？」

「い、いやっ！　なんでもない！　でも振り向くなっ！　ぜったい振り向くなよっ!?　別にカレンはどうもしてないからなっ！」

「………」

　この慌てよう。まさか、僕の背中を洗うのに集中してる内に身体に巻いてたバスタオルが落ちてたとか？　い、いや、そんな被害妄想ネガテイブシンキングはやめるんだ！

　でも……。

「～～～～～っ」

　ふにゅっ。

　またもや背中に当たるつるつるぷにぷに……って、こ、この柔らかな感触は、まさかカレンのヤツ、僕に自分の失敗を悟られないように落ちたタオルを戻してないのか!?

　だから、今現在僕の背中をふにゅふにゅっと刺激してるのは……！

「ぐあっ……！」

　ダ、ダメだ！　違うことを考えろ！　このままじゃ間違いなく犯罪者デビューが決定する！　カレンはただでさえちっちゃい女の子なので余計にデンジャラス！

　こんなときこそ、僕のポリシーを思い出せっ。

　保護色。

　地味で目立たない生活こそが僕の信条なのに、犯罪者デビューするのはマズすぎる。留置場デビュー、取り調べデビュー、そして裁判デビューの豪華三点セットである。

　くそっ……僕だって、高校デビューしようと一生懸命がんばってるのに――。

「――あ、」

　と。

　僕が自分の目標を必死に思い出しているときだった。



　――ひらめいちゃった。



　これは姉さんの口癖だったが……そうとしか言えない感覚である。奇跡としか言えない。まさか引きこもりのダメ人間な僕に、本日三回目のひらめきが来るとは。

「…………カレン」

　静かに。

　僕は今ひらめいたことを伝えるために、彼女に話しかけた。

「もう、僕の身体からだを洗わなくていいよ」

「え？　けど、それじゃそうちょーへのアピールが……」

「いや……もうアピールなんかしなくていい。強い不良になるために、僕の仲間になる必要もない。だって――」



　カレンは――ホントは不良なんかじゃないんだろ？



「………っ！」

　背中越しに、カレンがビクッと震えたのがわかった。

　すかさず僕は「と、とりあえず身体にバスタオルを巻いて！」と促す。そして時間を稼ぐために浴槽の蛇口から出る水を止めに行ってから、改めて振り向く。

　すると、そこにいたのはバスタオルを巻いて立ち上がったまま、まるで子犬みたく震えている女の子。

　狼かみ谷やカレン。

　そう、この子の正体は――。

「高校デビュー。理由はわからないけど、きっとカレンは、『不良としての高校デビュー』を成功させようとしてたんだ」

　そう、さっき改めて自分の目標を――高校デビューについて考えていたときにひらめいた。きっとカレンも、僕やあるみと同じで、高校デビューを目指してるんだ。

「だから、わざと自分が不良だなんてウワサを春すの原はら高校に流した。今はネットやケータイもあるし、大勢の人間に頼めばウワサなんてすぐに広めることができるかもしれない」

「うっ……」

「たぶん、カレンが率いていたっていう不良チームも存在しない。全部、カレンが高校デビューをするための……嘘うそだ」

「ち、違う！　カレンは……っ！」

「……カレン。どうしてそこまでして不良になりたかったんだ？　なんで『不良としての高校デビュー』を成功させようと思ったんだよ？」

「………っ」

「それに……こんな僕だけど、正直に話してくれれば、何かカレンを手助けできるかもしれないしさ」

　…………いや。

　そんな優しげなセリフはただの強がりだ。

　僕は今すぐにでも自分の言葉を否定したかった。

　カレンがどんな問題を抱えてるのかも、僕なんかに何ができるのかも、実際のところはまったくわからない。

　だって、僕は強い不良なんかじゃなくて、ただのネガティブな引きこもりなのだから。

　――でも。

　なぜかはわからないけど、それでも僕は……少しでもカレンの力になりたくて……。

「……そうちょー」

　カレンは。

　意を決したように、ゆっくりとその小さな口くち唇びるで言葉を紡いで――。



「――マスター。残念ながら、今の説明では三十点です」



　瞬間、響き渡る無感情な声。

　思わず声の方に目を向けると、そこにいたのは灰色と金色の髪を持った二人の少女。

　あるみと姫ひめ宮みや先輩。

　驚くべきことに、二人ともなぜか水着姿だった。

　あるみはスクール水着。姫宮先輩はビキニで、布の面積がかなり小さくて色は黒。二人とも良く似合ってて……って、今はそんな感慨に耽ふけっている場合じゃない。

「ふ、二人とも、どうしてここに？」

「実は、私たちはカレンさんをずっと尾行していたのです。やけに自信満々にマスターを捜しにいったので、ひょっとしたら居場所を知っているのではないかと思いまして」

「でも、ここは男湯で……」

「店主の方に交渉したら入ってもいいと」

「マジで!?」

「『ははーん、安心しな。お嬢ちゃんたち訳ありなんだろ？　うちの風ふ呂ろでかくまってやるぜ。臨時休業ってことで他ほかの客は入れないようにするからさ』と言われまして」

「あ、あのボケジジイ……！」

「まあ、訳ありというのもあながち間違っていませんからね。というわけで、近くの店で水着を買ってここへと乗り込んで来たわけです。どうです？　似合っていますか？」

「いや、似合ってるけど胸にパッドを入れてるのがモロバレ……って、そうじゃなくて！　僕の説明が三十点ってのはどういう意味なんだ？」

「簡単な話ですよ。マスターの考えとは違って、狼谷カレンは正真正銘の不良少女なのです。きっと、彼女が率いていた不良チームも実在しているでしょう」

「なっ……」

　……どういうことだ？　カレンが不良だってことは、僕のひらめきは間違ってたってことなのか？　でも……あるみの言った三十点っていうのは……。

「ここからの説明は、わたくしがしますわ」

「姫ひめ宮みや先輩？」

　僕が名前を呼ぶと、姫宮先輩は少しだけ前に踏み出した。

　その顔はいつになく真剣である。



    

  
    
      



    

  
    
      「さきほど、ここに来る前にあなたのお姉さまに連絡を取りましたの。さすがに、わたくしもカレンさんの態度を見て、彼女が本当に不良なのか疑問に思っていましたから」

「なんで姉さんに？」

「職業柄、あの方はネットを使った非合法な情報収集が得意ですからね。なので、カレンさんが在籍していた中学校のデータを調べていただいたんですわ」

「………」

「元はカレンさんの情報を集めるためだったのですが――そこで幸運にも、手がかりが見つかりましたの。今回の件は、カラクリさえ知ってしまえば誰だれにでもわかる簡単なお話なのでしょうね」

　言って……姫ひめ宮みや先輩は、どこか居心地悪そうに佇たたずむカレンを見つめてから――。

「おそらくその方は――本物の狼かみ谷やカレンさんではありませんわ」



「双子の入れ替わりトリック。あなたもミステリー小説でお約束のこの手法くらいはご存じでしょう？」

「ふ、双子？」

「さすがに個人情報。調べるのは難しかったそうですが、狼谷カレンという不良少女がとある地方の中学校に在籍していたことは、鈴すず音ねさんに確認していただきましたわ。重要なのは、彼女に一卵性双生児でそっくりな外見を持つ妹がいたこと」

「それって、まさか……」

「わたくしの推測ですが――そこにいるカレンさんは、その妹さんなのでしょうね」

「………っ」

「ちなみにその妹さんは、姉とは違って不良少女ではなかったそうですわよ。わたくしたちの調査でわかったのは、それだけですわ」

「………………。カレン」

　僕は、静かにカレンに問いかけた。

　――沈黙。

　少しだけ長い沈黙が場を満たした後で……。

「――なんだ。もう全部バレちゃったのか。そうだよ。カレンは狼谷カレンじゃない。狼谷カレンは……カレンのおねーちゃんだ」

「じゃあ、きみは……」

「……うん。カレンは不良なんかじゃない。カレンは……『カレン』って名乗ってはいるけど、実際はただの不良の妹なんだ」

「………っ」

　その言葉にショックを受けつつも、僕はどこかで納得していた。

　考えてみれば――カレンは姉がいることを裏付ける言動をしていたのだ。



　……そっか。おまえも大変なんだな……。



　部室で不良の姉さんがいると嘘うそを言ったとき、カレンはこう言って同情してくれた。

　たぶんそれは、自分にも不良の姉がいたから。

　もしかしたら僕がやけにカレンの力になりたかったのも――自分と同じ境遇にいる空気を感じたからなのかもしれない。

　くそっ、どうしてもっと早く気づかなかったんだ……！　さっき身体からだを洗ってもらってるときだって、カレンは僕に姉さんのことを訊たずねてきたじゃないか。

　そして、僕が姉さんにコンプレックスを感じていることを話すと――こう言った。



　それは……とっても辛つらいな。



「……なんでだよ」

　気づいたら、彼女に僕は問いかけていた。

「なんで、わざわざ不良として高校デビューしたかったんだよ？」

「それは……」

　カレンは――いや、彼女は、憧あこがれを語るみたいに言葉を紡いだ。



「……友だちが、欲しかったんだ」



「友だち？」

　意外な言葉に、僕は問い返すしかなかった。

「カレンは、ずっと前からおねーちゃんに憧れてたんだ。おねーちゃんはかっこよくて、不良のチームのリーダーで、いっつもたくさんの仲間に……友だちに囲まれてたから」

「………」

「でも、カレンは違った。カレンには友だちがいなかったんだ。その……人と話すのが苦手で、がんばって話そうとしても威張ってるみたいになって、全然友だちができなかった。おねーちゃんみたいに勇気もなかったから、不良にもなれなかったんだ」

「………」

　やっぱり、彼女は僕と同じ人見知りだったのか。

　そして僕と同じように、友だちがいなかった。

「でも、おとーさんの会社の都合でこの街に引っ越すことになって、こっちの高校を受験するときに、おねーちゃんが言ってくれたんだ。『アタシになってみない？』って」

「だから、入れ替わりを？」

「うん。おねーちゃんも友だちができないカレンのことをずっと心配してたから。カレンがおねーちゃんに憧あこがれてるのも知ってたし。だから、お互い違う高校を受験して、そのまま入れ替わっちゃった」

「そんなことをして家の人は何も言わなかったの？」

「おとーさんとおかーさんも賛成してくれたんだ。自分たちのやりたいようにやりなさいって。私たちは手伝うからって。それで、高校にも狼かみ谷やカレンのウワサを流してくれた。こっちには誰だれもカレンを知る人間はいないから、絶対バレないって思ってた」

「………」

「だから、すっごく楽しみにしてたんだ。憧れてた不良になることができた……って。昔から空手を習ってたから、ケンカにもちょっとだけ自信があったし」

「………」

「それに、カレンは不良ドラマが大好きなんだ。不良ドラマの主人公みたいに、高校に入ったら仲間が……いっぱい友だちができたらいいなってワクワクしてた。けど……」

「……上う手まくいかなかったんだね？」

「…………うん」

　悲しげに呟つぶやく彼女の瞳ひとみは、今にも溢あふれ出しそうな涙で潤んでいた。

　……そうだ。これが現実だ。いくら強くてかっこいい不良になりきっても、本人の性格を――人見知りな性格を変えなくちゃ意味がない。

　高校デビューは、成功しない。

「だから……全部無駄になっちゃった。友だちができないんじゃ、憧れてた不良になっても意味がない。それに、偽物の不良だってこともバレちゃったし……」

「………」

　痛いくらいに、僕には彼女の気持ちがわかる気がした。

　姉にコンプレックスを抱いていたり、人見知りで友だちがいなかったカレンの環境は、ここ二年間の僕にかなり近い。

　一匹狼。

　彼女が仲間のいない一匹狼なのと同じように、僕だって引きこもりだ。

　僕も自分の高校デビューが失敗したら、こんな風にひどく落ち込むだろう。

　だから、今はせめて……彼女を精一杯励まして――。



「マスター。いつものネガティブシンキングはやめてください」



　突然、滑らかだが無感情な声が響いた。

　桜さくらあるみ。

　僕の妹は、いつもと変わらない無表情で指摘していた。

「一体何なのですか、このお通夜ムードは。二人ともネガティブに考えすぎです」

「……ど、どういう意味だよ？」

「だって――今日は入学式だったんですよ？　言わば高校生活一日目です。今日友だちができなかったからって、どうしてそこまで落ち込むのですか？」

「……あっ」

　――そうだ。

　あるみの言う通りである。

　すっかりいつものネガティブシンキングに支配されてたけど、今日はまだ入学式だった。それに、姫ひめ宮みや先輩も言っていたじゃないか。高校デビューを成功させるには一年もの時間がかかるって。

　狼かみ谷やカレンと名乗っていた女の子。

　僕は彼女に今日友だちができなかったからって、自分まですっかり落ち込んでた。

　でも――それは間違いだ。

　彼女の高校デビューは、まだ失敗なんかしちゃいない……！

「なあ、カレン」

　もう一度僕は、彼女を――カレンと呼んでいた。

「もうちょっとだけ、高校デビューをがんばってみるつもりはないか？」

「……えっ？」

　僕の言葉に、カレンはきょとんとしていた。

「実をいうとさ……僕やあるみも不良じゃないんだ。騙だましててごめん。僕たち兄きよう妹だいは、高校デビューがしたいただの新入生なんだ」

「え？　それじゃ、そうちょーたちも、高校デビューを……」

「うん。だから――カレンも、僕たちと一緒に高校デビューをがんばろう」

「……そうちょーたちと、一緒に？」

　僕の言葉に、カレンは困惑しているようだった。

　でも、これでいい。僕たちの立場は似てる。だったら、協力して高校デビューをがんばるのがきっと一番……。

「………。でも……カレンは人見知りだし……」

「えっ……」

「それに、友だちもいないし……おねーちゃんみたいに勇気もないし……」

「………」

「だから……どうせダメだよ。一緒に高校デビューをがんばっても、カレンじゃそうちょーたちの足を引っ張ることになっちゃう。だからそうちょーたちの仲間にはなれない。そう……全部、カレンが人見知りで……おねーちゃんと違うダメな人間だから……」

「―――」

　カレンのあまりにもネガティブな言葉。

　まるで、どっかのネガティブな引きこもりみたいなその態度に――ブツンッと、頭の中の何かがブチキレた感じがした。



「…………やめろよっ」



　気づいたら、僕は絞り出すような口調で告げていた。

　カレンが「え？」って訊きき返してきたけど、言葉を止めることはできなかった。

　そして、自分自身の心の中をさらけ出すみたいに――叫ぶ。

「だから……ネガティブに考えるのはやめろって言ってるんだよ！　何が『どうせダメだ』だ！　ちょっとくらい失敗したからって、簡単にあきらめてんじゃねえっ！」

「なっ……」

　突然叫ばれたことにビックリしたのか、カレンは一瞬だけポカンとした。

　しかし、すぐさまその顔が怒りに染まる。

「うっ……うるさいっ！　そうちょーがカレンの何を知ってるんだよっ！　カレンの気持ちなんか何にもわからないくせに、勝手なことを言うなっ！」

「わからなくなんかない！　僕だって……ずっと姉さんの存在がコンプレックスだったんだ！　でも……だからって、ネガティブな考えばっかりしてちゃダメなんだよっ！」

　さっきよりもより強く、僕は叫んだ。

　そうだ。ネガティブシンキングをしてもダメだ。

　そんなことしても何も変えられない。

　結局は、行動を起こすしかないんだ。

　それこそ――今日、僕が家を出て高校に行ったみたいに。

「きっ、綺き麗れいごとばっかり言うなっ！　そうちょーの言葉なんか信用できない！　人見知りでもなんでもないヤツにそんなこと言われても、カレンは……カレンは……っ！」

「……人見知り？　そんなの全然マシだろ。僕は……僕なんか……っ」



　――重度の引きこもりだぞっ！



　気づいたら、僕はそんな恥ずかしいことを大声で叫んでいた。

「……引きこもり？　引きこもりって……あの家から出ない引きこもりか？」

　さすがのカレンも、虚を突かれたのかきょとんとしていた。

　それでも、僕は叫ぶのを止められなかった。

「そうさ！　僕は引きこもりだっ！　しかも家に引きこもってた期間は二年間！　おかげで友だちもゼロ！　今じゃマトモに街も歩けない、どうしようもないダメ人間だよ！　でも、そんなダメ人間でも……自分を変えるために、高校デビューがしたいんだっ！」

　――ああ、そうだった。

　だから僕は、今日必死になって家を出たんだ。

　そして一生懸命街を歩いて、やっとの思いで高校に辿たどりついた。すべては、今までの自分を変えるためだ。

　それに、僕は今日一人で家を出たわけじゃない。

　桜さくらあるみ。

　あいつが助けてくれたおかげで、僕は高校に行くことができた。一人じゃ絶対に無理だった。独りぼっちの辛つらさは、引きこもりの僕には痛いくらいにわかる。

　だから、あるみが僕を助けてくれたみたいに、今度は僕がカレンのことを――。

「……カレン。軽い気持ちで『どうせダメだ』とか言わないでくれっ。引きこもりの僕ですら自分を変えるためにがんばろうとしてるのに、カレンが簡単にあきらめてどうするんだよ！　大事なのはネガティブシンキングじゃなくて、行動を起こすことだろ!?」

「うっ……」

　僕の言葉に、カレンは黙り込んだ。

　きっと、僕はカレンのことを見ていられなかっただけなんだと思う。

　僕と同じように人見知りで、友だちがいなくて、姉にコンプレックスを持った女の子。そんな彼女を見てると、なんだか自分の姿を見てるみたいで、ほっとけなくて、ただ助けたくて――。

「――だから、」

　ちゃんと自分の気持ちを伝えるために、僕は一度声を落ち着かせてから言葉を紡いだ。

「カレンも、僕たちと一緒に高校デビューをしよう。それに、不良って目標も変えなくていいと思う。カレンはいつも威張ってる不良じゃなくて――『優しい不良としての高校デビュー』を成功させるんだ」

「……優しい不良？」

「そうさ。僕も不良ドラマは見たことがあるけど、ときどきあるだろ？　主人公の不良が、雨に濡ぬれた子犬にエサをあげてるベタなシーンとか」

「………………。うん。ベタだけど、カレンもああいう優しい不良は好きだ」

「だったら、カレンもそうなればいいんだよ。優しい不良。いいじゃん。友だちがたくさんできそうだ。不良なのに優しくて可か愛わいいってのは、ギャップもあって魅力的だしさ」

「…………」

「だから、明日からお互い助け合ってがんばろうよ？　今日がダメでも明日がある。今日がダメでも、カレンが一生懸命がんばれば――」



　明日には、いっぱい友だちができるかもしれないじゃないか。



「………っ」

　僕の言葉にカレンが小さく息を呑のんだ。

　ポロポロと、その瞳ひとみから大粒の涙が零こぼれている。

　――そして。

　少しだけ沈黙が流れてから。



「……ホントに、いいのか？」



　カレンは、すがりつくような声で訊たずねてきた。

「ホントに……カレンなんかと一緒に高校デビューをがんばってくれるのか？」

「ああ、もちろん」

「カレンは人見知りで、おねーちゃんみたいに勇気もないけど、それでもいいのか？」

「大丈夫。僕に比べたら全然マシだ。むしろカレンには僕のことを助けて欲しいくらいだよ。もし僕が家に引きこもったら、そのときは外に連れ出して欲しい。その代わり――」

　――僕も、カレンのことを精一杯助けるからさ。

　そうやって、僕はただ自分の気持ちをストレートに告げた。

　沈黙。

　さっきよりも長くて、どこか優しい沈黙が場を満たした後で――。



「…………うんっ。ありがとうっ」



　カレンは、僕の言葉にしっかりと頷うなずいてくれた。

「カレンも、そうちょーたちと一緒に……がんばって高校デビューするっ」

「……うん。わかった。今日から、僕たちは一緒に高校デビューを目指す仲間だな」

　そう言って、僕たちは笑い合った。

　…………大丈夫。

　きっとカレンの高校デビューは成功するさ。

　いつもはネガティブな僕だけど、今だけはそう信じられる。

　だって、もう僕とカレンは一緒に高校デビューをがんばる仲間に――友だちになれたんだから。

「――さあ。カレンさんも、もう泣くのはやめてください。シリアスなムードは終了です。せっかく貸切にしてくれたのですから、みんなでお風ふ呂ろに入りましょう」

「……あるみ。もしかして、そのために水着を？」

「当然です。マスターの分も買ってあるので、早く着替えてください」

「わたくし、銭せん湯とうは初体験ですから楽しみですわ」

「ふっ……ふんっ。じゃあひめのんにはカレンが入り方を教えてやるぞ。まずはお湯が熱いから気を付けてだな……」

「あら。あなたに教わらなくてもわかりますけど？」

「な、なんだとーっ!?」

　叫んだ後、今まで泣いていた恥ずかしさを誤ご魔ま化かすためなのか、カレンはあるみと姫ひめ宮みや先輩に「うおりゃーっ」と浴槽のお湯をかけていた。

　あるみと姫宮先輩もこれにはムッとしたのか、二人でカレンにお湯攻撃。マナー違反だけど、今日ぐらいはいいさ。とっても楽しそうだし。

　それに、この様子だと二人ともカレンが僕たちの仲間になることに納得してくれたんだろう。あるみも、カレンの事情を知って同情してくれたんだと思う。

　あとは、気になっていたことと言えば……。

「カレン」

「ん？　なんだ、そうちょー？」

「………。いや、やっぱりいいや。それより、湯加減はどう？」

「うんっ！　ちょうどいいぞ！　やっぱり銭湯は最高だなっ！　ひめのんとあるみんもそう思うだろ！」

「……私のあだ名はあるみんですか？　そのネーミングには断固抗議します」

「うわっ、なんでお湯をかけるんだよっ！　せっかくあだ名を考えてあげたのにっ！」

　子犬のように吠ほえながらも、カレンはとっても楽しそうだった。

　だから、僕の質問――「カレンの本当の名前はなんていうんだ？」という言葉は言わないでおいた。

　カレンの本当の名前を知る必要はない。だってカレンは、優しい不良である狼かみ谷やカレンになるために、僕たちと一緒に高校デビューをがんばるのだから。

　ポジティブシンキング。

　いつもの引きこもりでネガティブな僕には絶対言えない、明るくてありきたりでクサい言葉だけど、今だけは精一杯がんばって言っておこう。

　きっと明日は――今日よりもいいことが待っているに違いない。

　上う手まくいく保証なんかどこにもないけど、僕たちはその言葉を現実に変えるために、ただ前に歩いていく。

　しっかりと、自分の両足で。



　だが、しかし。

　いかんせん僕たちは高校デビューを目指してがんばる新入生。

　言うならばビギナーだ。

　ビギナーには、ちょっとした失敗が付き物である。

「――あ、」

　石の湯の男湯。

　再びあるみたちとお湯遊びをしていたカレンが、小さな声を上げた。

　パサッと。

　はしゃぎすぎたせいなのか、身体からだに巻いてあったバスタオルが落ちてしまったのだ。

　当然、僕の目には彼女の姿が飛び込んでくる。

　生まれたままの姿になった、カレンのちっちゃな身体が――。



    

  
    
      



    

  
    
      「うああああああ見るなばかあああああっ！」

「ふごっ!?」

　顔面を襲う強烈なインパクト。カレンが浴槽の端っこに置いてあった小さくて丸い風ふ呂ろ桶を、フリスビーのごとくスローイングしたのだった。

　風呂桶の剛速球によるデッドボール。

　その衝撃に、僕はバタリと銭せん湯とうの床に倒れ込む。

　なんだかラブコメの主人公みたいなお約束展開だ。

　僕のポリシーは保護色。

　こんな主人公シチュエーションからは一刻も早く逃げ出したかったけど……まあ、今日ぐらいはいいだろう。

　今日は記念すべき日だ。

　僕たちが高校デビューにおける第一歩を踏み出した日。

　そして、一人の不良少女が決断をした日。

　もうカレンは仲間のいない一匹狼じゃない。

　それに、彼女は決めたのだ。

　本物の――優しい不良オオカミになることを。



    

  
    
      


第８話　チェリーブロッサム





　やっぱり我が家が一番だ。

　旅先から帰ってきたときなどに使われるお約束のセリフではあるが、引きこもりの僕がこれを使うと笑えない。こんなセリフを言ってないで、なるべく外に出るべきだからだ。

　しかし、今日ばかりは言わせてくれ。

「……やっぱり、我が家が一番だ」

「マスター。いいから大人しく寝ていてください」

　桜さくら家のリビング。

　そこにある大きなソファで寝転がる僕に、あるみは言った。

　銭湯で起きた一件の後。

　僕たちは明日から始まる授業に備えるためにそれぞれの帰路へつくことになった。

　まあ、そこまではよかったんだ。

　事態が急変したのは愛すべき我が家に帰宅したときである。

　情けないことに、僕はまたもや貧血で倒れてしまったのだ。

　家に帰ってきたことで完かん璧ぺきに緊張の糸が切れてしまったんだろう。また意識を失うことはなかったけど、今はあるみの手でリビングのソファに運ばれて休んでいる。

「まったく、マスターは仕方がないですね」

「ううっ……悪い。けど、今日は僕にとっては人生で一番がんばった一日だったんだ」

「確かに、引きこもりのマスターにしては長く外出していました」

「実は、もともとあんまり身体からだも丈夫じゃなくてさ」

「……そうなのですか？」

「喘ぜん息そくも少しあるんだ。最近は調子いいけど、発作が起きたら病院に来いって言われてる」

「喘息ですか……」

　ちょっと黙った後、「とりあえず、今日はお疲れさまでした」とあるみは告げた。

　確かに、今日は疲れた。

　この二年間では確実に一番エネルギーを消費したと思う。引きこもりの僕がここまで外出して他人とコミュニケーションを取れたのは奇跡である。サンキュー神様。

「では、私はマスターの部屋を掃除してきます」

「あ。そう言えば僕の部屋はメチャクチャなままだったっけ」

「天井に穴が開いてますし、しばらくあの部屋は使わない方がいいでしょうね」

「最低限必要なものは後で僕が運び出しておくから……あれ？」

「どうかしましたか？」

「……いや、何かを忘れているような気がしてさ」

　なぜか、あるみを僕の部屋に入れてはいけない気がした。もうベッドの下のコレクションのことはバレてるのに。

　まあ、きっと大したことじゃない。いつものネガティブシンキングだと思うけど……。

「そう言えば、さきほどポストを見たらこれが届いていました」

　僕が気持ちを切り替えていると、あるみがちょっと大きな封筒を差し出してきた。

「なんだこれ？　手紙にしては大きいけど」

「博士からです。宛あて名なが私とマスターだったので開封しましたが、中身はＤＶＤでした」

「ＤＶＤ？」

　まさか、会社の機密情報をＤＶＤに焼いて送ってきたんじゃ。呪のろいのビデオよりも怖いぞ。貞さだ子こは来ないがブラック企業がカミングヒアである。

「休んでいる間の暇つぶしになりそうなので、再生しておきますね」

「げっ」

「『楽しんで観てね♪』という博士のメッセージがあったので悪いものではないでしょう。では、私は掃除に行ってきます」

　そう言って、制服姿のあるみはＤＶＤをリビングにあるデッキにセットすると、「いや、姉さんの『楽しんで』は当てにならないよ！」という兄のＳＯＳを無視して出ていった。

「ああ、僕一人で見るのか……」

　ついついグチを零してしまった。でも、あるみが掃除をしてくれるのはありがたい。なにせ僕はこんな状態だし。ああ、相変わらずダメ人間っぽいけど……。

「………」

　けど、今日はあるみがいてくれてホントに助かった。あいつに真正面からお礼を言うのはなんか恥ずかしいけど、あとでチョコレートでもご馳ち走そうしてやろう。

　そう――つい昨日まで、僕はどうしようもない引きこもりだったのだ。

　その僕が登校し、部活を作ることになり、あまつさえ友だちまで作ることができた。

　姫ひめ宮みや先輩とカレン。

　今日だけでも二人の人間と仲良くなることができた。まあ、二人ともかなり個性的な女の子だからこの先ちょっと不安だけど……。

　たぶん、引きこもりでネガティブな僕一人ではこうはいかなかった。

　夕方一人で街を出歩いてわかったんだ。もし僕一人だったら、高校にすら辿たどり着けなかったと思う。

　助けてくれたのは、僕の妹として造られた生体アンドロイド。

　桜さくらあるみ。

　ちょっと性格が悪くて不器用な妹だけど、あいつのおかげで僕は――。

「お。始まったか」

　ＤＶＤの再生が始まったのか、リビングにあるテレビに映像が映し出される。

　それを見た瞬間――息を呑のんだ。

　僕だ。

　そこには、まだ幼い……たぶん五歳くらいの僕と姉さんが映っていた。

　今では写真でしか見ることができなくなった――両親と一緒に。



　ＤＶＤの内容はありきたりなホームビデオだった。

　幼い僕と姉さん、それに父さんと母さんがどこかの小さな公園でじゃれ合うように遊んでいるのをただ撮っただけのビデオ。

　どうして姉さんがこんなものを持ってたのかはわからないけど、たぶん前の家から偶然出てきた古いビデオをダビングして送ってきたんだろう。

　しばらく僕は、その映像に見入っていた。

　オリジナルが劣化していたせいなのか、残念ながら音声は全然聞こえなかったけど、画質は十分綺き麗れいだった。ほら、このシーンなんか家族四人が揃そろってＶサインをしてる。

　実は――この頃ころの思い出はあまり憶おぼえていないのだ。

　父さんや母さんが死んだ時期なので、あまり思い出したくないのかもしれない。

「けど、ちょっと酔いそうだな」

　映像を見ているとわかるが、撮っているカメラがやけに揺れている。アングルも所々おかしい。たぶん、カメラマンが下手なんだろう。

　しかし、それ以外は何の変哲もないホームビデオ。

　僕と姉さんと両親。文句のない、幸せいっぱいな家族の記録だった。

　――でも。

「……なんか、変だな」

　違和感。

　そう、僕はこの映像にどこか違和感を感じていた。おかしいな。生きている父さんや母さんの姿を見られて嬉うれしいはずなのに、何が気に入らないんだろう。

　そんなことを思いながら、ボンヤリと映像を見ていると――。



「――マスター」



　もはや聞きなれてしまった声が響いた。

　声の方を見ると、灰色の髪を揺らしながらあるみがリビングに戻ってきた。

「あれ？　僕の部屋の掃除にいったんじゃなかったっけ？」

「はい。ですが、一つマスターに質問したいことがありまして」

「質問？」

「今朝は見逃していたのですが……こんなものがマスターの机の上にありました」

　あるみが差し出したソレを見て、「……っ!?」と驚きよう愕がくする僕。ビックリするあまり思わずソファから立ち上がってしまった。

　遺書。

　今朝、高校デビューが失敗したとき用に、念のため準備していた遺書だった。僕自身すらすっかり忘れていたそれを、あるみはしっかりと手に持っていた。

「………」

　マズい。

　あれにはこの世界から卒業するみたいな文章が勢いで書いてあったはずだ。

　うわー、今考えると恥ずかしい文面な気がする。死ぬことを「卒業」なんて書いてる時点で痛々しい。あんなものをあるみに見られたら、またからかわれるに決まって――。

「――え？」

　けれど。

　そこで彼女が起こした行動は、僕の予想とは大きく違っていた。



　ぎゅっと。



　驚くことに、あるみは僕のことを正面から抱きしめてきた。

　微かすかに漂う女の子独特の甘い香り。

　けど――気のせいか、彼女の華きや奢しやな身体からだは小さく震えている気がした。

「あ、あるみ？」

「………」

　問い返すが、妹からの返事はなかった。

　沈黙。

　しばらくの間、沈黙だけがリビングを満たして――。



「…………やめてくださいっ」



　あるみは振り絞るような震える声で呟つぶやいた。僕の肩に押し当てられた彼女の顔。その頬ほおには、一筋の透明な水滴。

　涙だ。

　桜さくらあるみは――僕を抱きしめたままで静かに涙を流していた。

　そして、彼女は感情の乏しい声で、一生懸命に言葉を紡ぐ。

「マスター。お願いですから、こんな遺も書のを用意するのはやめてください」

「………」

「ほ、ほんの冗談だったのかもしれません。マスターのことですからネガティブシンキングの勢いで書いてしまったのかもしれません。けど、私はこんなものは大嫌いですっ」

「………」

「大体、この文面はなんですか？　高校デビューに失敗したから死ぬと？　どうして軽々しくこんなことが書けるのですか。確かに、引きこもりでダメ人間なマスターが一人死んでも、この世界は何も変わることなく回り続けると思います。でも……私は――」



　おにぃちゃんが死んじゃったら、きっと泣いちゃいます……っ。



　震える声で、あるみはただ一生懸命にそう告げた。

　兄の遺書なんてひどくショッキングな物を見てしまったせいか、妹は激しく動揺していた。「マスター」という呼び名まで変わってしまっている。

「……ごめん、あるみ」

　気づいたら――僕は、謝りながら彼女を抱きしめていた。

「ゆ、許しませんっ。おにぃちゃんのせいで、私は精神回路にダメージを負いましたっ」

「……うん。僕が悪かったよ」

「おにぃちゃんは、おにぃちゃんはそんなことだから引きこもりなんです……っ」

「……本当にごめん。さすがにこれは僕もネガティブになりすぎた。だから……頼むからもう泣きやんでくれ。あるみが泣いてると……なんだか僕もすごく悲しくなる」

　ぎゅっと、ただ優しくあるみの身体からだを抱きしめる。

　伝わってくる彼女の温かさ。

　本当は――機械人形なのに。

　僕の妹として造られた生体アンドロイド。

　とてもじゃないけど、人間じゃないなんて思えない。

　だって、こんなに温かいのに。

　情けない兄のために、こんなに涙を流してくれるのに――。

「……約束してください」

　ようやく泣きやんだのか、あるみは少しかすれた声で呟つぶやいた。

「もう二度とこんなことはしないって、今すぐ約束してください」

「……わかった。ちゃんと約束する。もう二度と、遺書なんか書かない」



    

  
    
      



    

  
    
      「本当にわかったんですか？　おにぃちゃんはバカでネガティブでエッチなダメ人間なんですから、何度でも約束してください。じゃないと私は安心できませんっ」

「……ごめん、心配かけて。絶対に、もう遺書なんか書かない。ちゃんと……約束する」

「～～～～～っ」

　安心したのか、あるみはまた瞳ひとみを潤ませた。泣いてるのを見られるのが恥ずかしいのか、そのまま僕の肩に顔を埋うずめてしまう。

　――そして。

　その顔を埋めたまま、「……おにぃちゃんのばか」と消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「―――」

　沈黙。お互い抱き合ったままで一体どれくらい時間が経たっただろう。随分長い間、桜さくら家のリビングを静寂だけが満たした。

「……あるみ？　その……大丈夫か？」

　ちょっと心配になって、僕は話しかけていた。それにいつまでも妹と抱き合っているのはさすがに恥ずかしくて仕方なかった。

「なあ。そろそろ――」

「ダメです」

「いや、ダメですって……」

「私は、今の行動でかなりエネルギーを消費しました。だから、エネルギーの補給を要求します」

「じゃあ、チョコレートを食べるか？」

「いえ。前にも言いましたが、私は食事以外でもエネルギー補給ができるんです。その方法の一つが……」

「一つが？」

　素直に訊たずねる。

　すると、あるみは恥ずかしそうに頬ほおを赤く染めてから――。



「……誰だれかに、抱きしめてもらうことですっ」



「……はい？」

　あるみの言葉に、僕は思わずきょとんとしてしまった。そんな僕を見て、あるみは珍しくあわあわと慌てながら、

「い、いえっ。以前、鈴すず音ね博士が『人間はそうやって誰かからエネルギーを分けてもらうんだよっ♪』と私に教えてくれたんです。だから、人間デビューを目指す私もそうするべきだと思って……」

「………」

　ああ、姉さん。自分の姉ながら、ロマンチストすぎだよ。なんでそんな恥ずかしいことを平気で言えるのさ。

「だから、もうちょっとだけ……ぎゅってしてください……」

「わ、わかった。エネルギー補給のためなら、仕方ないよな」

「あと……そのとき、私の方からもおにぃちゃんをぎゅってすると、二倍の量のエネルギー補給が可能だそうです。おにぃちゃんも……それでいいですか？」

「えっ……」

「……私なんかじゃ、嫌ですか？」

「そ、そんなわけないだろ！　ただ……ちょっと恥ずかしいだけで」

「私も、ちょっと……いえ、すごく恥ずかしいです……。なので、また私の回路がオーバーヒートする前に……おにぃちゃん」

「…………わかった」

　両腕で、あるみの身体からだをぎゅっと抱きしめる。彼女も「あぅ……」と小さな吐息を漏らしてから、また僕の肩に顔を埋うずめてきた。

　そして、三度目の沈黙。

　今回の沈黙は、今までで一番長い気がした。

「………」

　……そうだよな。

　今日は言葉にできないくらい助けられたし、彼女のおかげで家を出て高校に辿たどりつくこともできた。その感謝も込めて、あるみにはいっぱいエネルギーを補給してもらおう。

　引きこもりでネガティブな兄にだって――それぐらいのことは妹にしてやれるはずだ。

　そんなことを思いながら、僕は彼女をぎゅっと抱きしめる。

　すると、あるみも「おにぃちゃん……」と呟つぶやいてから、甘えるように腕に優しく力を込めてきた。

　兄と妹。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　僕らは、まるで本当の兄きよう妹だいみたいに、深く永く抱き合った。



「ありがとうございました、マスター」

　長い長い沈黙の後。

　あるみは一言だけ言って僕から離れた。呼び方も、元に戻っている。

「そう言えば、どうしてまた呼び方を変えたんだ？」

「そ、それは……『おにぃちゃん』って呼ぶのは、なんだかちっちゃい子供みたいで……その、とても恥ずかしいので……」

　ホントに恥ずかしいらしく、あるみはまた頬ほおを紅潮させていた。

　…………可か愛わいい。

　素直にそう思ってしまった。

　そのまま彼女のことを見つめていると、あるみは余計に恥ずかしかったのか、「そ、そう言えばっ」と話を変えてきた。

「あのＤＶＤはなんだったんですか？　もう再生が終わっているようですが」

「ああ。あれはホームビデオだったよ」

「ホームビデオ？」

「うん。子供の頃ころの僕と姉さん。それに死んだ父さんと母さんが写ってた」

「そうだったんですか……」

「あるみも見るか？」

「ぜひ。子供の頃のマスターには興味があります」

「興味って……」

「きっと子供の頃からベッドの下に大量のエッチな書籍を隠してそうな顔をしてるに違いありません」

「そんな顔はしてねえよ！」

　応こたえるように勢いよくツッコミを入れる。

　よかった。生意気な軽口を叩たたけるようになったってことは、あるみも結構回復してくれたんだろう。

　それにあのＤＶＤを見るのも悪くないと思う。

　あるみには、兄である僕のことをもっと知って欲しい。

　だから、僕と姉さんと死んだ両親が全員写ったホームビデオを見てもらって――。

「――あっ、」

「………？　どうかしましたか、マスター」

　僕が突然声を上げたので、あるみが不思議そうにしていた。

　――わかった。

　あのホームビデオに感じた違和感。

　映像に写っていたのは、僕と姉さんと父さんと母さん。

　僕たち一家全員である。

　じゃあ――カメラを回していたのは誰なんだ？

　たぶん祖母じゃない。

　確か僕が五歳ぐらいの頃、祖母は両親とは別れて遠い地方に住んでいたはずなのだ。

　だから、おかしい。

　明らかに一家四人が同時に写ったカットもあったので、家族の誰だれかが代わる代わる撮っていた可能性もないだろう。

　じゃあ、一体誰があのやけにカメラワークの下手なホームビデオを撮ってたんだ？

　死んだ両親と姉さんと僕。

　この頃ころの僕たち一家はこれで全員だ。僕だって姉さん以外の兄きよう妹だいはいなかった。

　いなかった、はずなのに……。

「ふむ。これが子供の頃のマスターですか」

　僕が考えている間にも、妹はＤＶＤを再生して再びテレビに映った当のホームビデオを観賞していた。

　ちょっとだけ、楽しそうに。

「………」

　……まあ、いいか。

　とりあえずは、あるみが楽しそうだから問題ないだろう。コイツは本当に感情が顔に表れないから気づくのが大変なのだ。

　なにせ全然笑わないもんなぁ。きっと笑えば可か愛わいいと思うのに。それこそ名前通り、鮮やかに咲いた桜の花みたいで。

　――と。

「マスター」

「ん？　なんだ？」

「明日からはいよいよ授業が始まりますね」

「……ああ。すごく憂ゆう鬱うつだけどな」

「これだから引きこもりは。たった一日高校に行っただけでダメ人間モードですか。姫ひめ宮みやさんと部活を作ると約束したし、カレンさんとも一緒にがんばるって誓ったのに」

「うっ……そうだった」

「授業初日。高校デビューするにあたって、ここからが正念場です」

「う、うん。ポリシーは保護色だ。なるべく目立たずにいこう」

「お願いですから引きこもって登校しないとかはやめてくださいね？」

「ちゃんとわかってるってっ。僕はネガティブな引きこもりだけど、明日もなんとか高校へ行ってみせる。僕たちは、高校デビューを成功させなきゃならないからな」

　そう、それが僕たちの夢だから。

　桜さくら鉄てつ之の介すけは『フツーの男の子としての高校デビュー』を。

　桜あるみは『人間としての高校デビュー』を。

　姫宮姫ひめ乃のは『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』を。

　狼かみ谷やカレンは『優しい不良としての高校デビュー』を。

「―――」

　たぶん、大丈夫さ。

　ネガティブな自分自身に精一杯明るくそう言い聞かせる。

　何事も初体験だし、新しいことに挑むのは怖い。でも、もうすでに高校デビューを成功させてる姫ひめ宮みや先輩が手伝ってくれるし、僕やあるみやカレンもお互い助け合えると思う。

　ポジティブシンキング。

　今日家の外に出たことで、やっと気付けた。引きこもりでネガティブな僕がすべきことはまずそれなんだ。クラス内でのあだ名がエロマスターだとか、かなり前途多難な気もするけど、最初は気持ちから入ればいいさ。

『どうせ明日もダメだ』とあきらめて何もしないよりは百倍マシだろう。

　銭せん湯とうで僕がカレンに叫んだ言葉。あれは、僕自身に対する言葉でもあったと思う。結局はポジティブな思考をしながら、自分にできることを探して、行動に移すしかない。

　今までの自分と――明日を変えるために。

　それが、僕が今日家を出ることで気づけた答えだ。

「マスター」

　不意に、ビデオを見ていたあるみが僕に問いかけてきた。

「そういえば、マスターは今日入学式と最初のＨＲホームルームを休んでしまいました。明日、クラスのみなさんに初めて会うわけですが、どんな風に挨あい拶さつするつもりですか？」

「えっ……」

　あー、マズい。すっかり忘れていた。

　ううっ、考えたら余計にドキドキしてきた。クラスメイトとの初対面。どうにかいい挨拶の方法を考えようとしたけど……ダメだ。

　やっぱりネガティブなことばっかり浮かんでくる。長い引きこもり生活のせいか、すぐにポジティブシンキングをするのは難しいらしい。相変わらず、ダメ人間すぎる……。

　うーん、どうしよう……。

「――仕方ありませんね」

　と、そこで口を開いたのは僕の妹。

　桜さくらあるみ。

　今までソファでホームビデオを見ていた妹は、立ち上がって僕の方を見つめてきた。

　そして――ネガティブな兄に、一言。

「私に考えがあります」

「ホ、ホントか!?」

「もちろんです。私の考えた方法ならまず完かん璧ぺきでしょう」

「頼む！　教えてくれ！」

「ノープロブレムです。私はマスターの妹として造られた生体アンドロイドですから、ちゃんと教えます。ただし、その代わりと言ってはなんですが」

「うっ……わかったよ。後で好きなだけチョコレートをご馳ち走そうしてやる」

「ありがとうございます」

「それで、その方法っていうのは？」

「慌てないでください。まず、マスターは高校デビューを目指すネガティブで引きこもりな新入生です。なので、ほぼ間違いなく最初の挨あい拶さつは緊張しすぎて失敗するでしょう」

「身も蓋ふたもないなぁおまえっ！」

「話は最後まで聞いてください。ここで重要になってくるのが、初めて挨拶をするときの表情です」

「……表情？」

「そうです。最初の挨拶を緊張して失敗してしまっても、表情さえ明るければ第一印象は良くなるはずです。爽さわやかな表情は、自然とそういう雰囲気を作ります」

「……なるほど。確かに、明るくてポジティブなムードは大事だな」

「どうですか、マスター。妹である私のことを少しは見直しましたか？」

　えへんっとあるみは小さな胸を自慢げに張っていた。

　その仕草が、やけに子供っぽくて可か愛わいらしい。

「ま、まあな」

　ついつい恥ずかしくなって曖あい昧まいな返答をしつつも、このときばかりは素直にあるみのことを見直していた。

　表情か。

　確かに初対面においては重要なポイントの一つである。

　それに明るい顔をしていれば少しはネガティブシンキングも抑えられるかもしれない。

　引きこもりでネガティブな僕に必要なもの。

　ポジティブシンキング。

　もちろん、明るい考えをするだけじゃダメだ。それだけじゃただの甘えになってしまう。今日僕が家を出たように、結局は――ちゃんと自分の意志で進まなきゃならない。

　明日に向かって。

　僕たちの夢である、高校デビューを成功させるためにも――。

「だから――明日みなさんに会うときは、こんな表か情おで挨拶しましょう」

　そう告げて、

　生意気で不器用な僕の妹――桜さくらあるみは、

　ほんのちょっとだけ、表情をほころばせてから――微ほほ笑えんだ。



　それは間違いなく、僕が彼女の笑顔を初体験した瞬間だった。
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      　西暦××××年四月四日

　レポート作成者　Ｅプロジェクトリーダー　桜さくら鈴すず音ね



　本日、四月四日。

　予定通りＧＭＴナンバーズ試作機、識別名称――桜あるみは監視対象人物と接触した。

　二人とも何も疑うことなく無事に高等学校へ入学。今のところ特に問題はない模様。ぜひぜひ、チョコレートのように甘く楽しく賑にぎやかな高校生活を初体験してもらいたい。

　しかし――我々にはやらなければいけないことがある。

　本日起きた二人の接触。

　それによって、我々――サーカスインダストリアルが行ってきたＥプロジェクト。その第一段階が終了となる。よって、状況はまもなく第二段階へと移行する。

　プロジェクトメンバーは引き続き気を引き締めて欲しい。我々に失敗は許されない。繰り返す、我々に失敗は許されない。必ず、このプロジェクトを成功させなければならないのだ。……そう――。



　彼女の願いを、叶かなえるためにも。



    

  
    
      
あとがき



　はじめまして！　最近どうも引きこもりがちな気がします。あさのハジメです。

　この小説『初はつ体たい験けんにオススメな彼女』は、高校デビューを目指す引きこもりでネガティブな主人公と、突然やってきた彼の妹を名乗る少女、そしてお姫様っぽい先輩と、ちっちゃな不良娘。彼らが高校デビューをするために色々な初体験を一緒に乗り越えていくという、学園青春ラブコメになっております。

　ちなみに、最近は作品のタイトルを略称で呼ぶのが流行らしいのですが、この『初体験にオススメな彼女』はどんな風に略されるのでしょう？　「初体験」、「初はつ彼かの」、もしくはヒロインの名前を取って「あるみ」でしょうか？　ちなみに著者は「初はつ彼かの」と呼んでいます。いえ、最初は「初体験」と呼んでいたのですが、それだと担当さんに「初体験のときはお世話になりました！」と大変語弊のあるコメントを言ってしまったり、友人から「おまえの初体験まあまあよかったよ！」とやけにアグレッシブなコメントをもらったりするので……。皆様はどうぞ呼びやすい略称で呼んでいただければと思います。

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の庄しよう司じ様。「２シリーズ同時進行で本を出したいです！」という自分のわがままに付き合って作品を一緒に作ってくださり、感謝の極きわみです。同じＭＦ文庫Ｊで刊行中の『まよチキ！』ともども、今後ともよろしくお願いします。

　お忙しいスケジュールの中、素晴らしくハートフルなイラストでキャラクターたちを描えがいてくださった高たか苗なえ京きよう鈴りん様。高苗様がいらっしゃらなかったら、確実にこの作品は完成していなかったでしょう。誠に、ありがとうございます。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、出版や販売に関わってくださったすべての方々……そして、ここには到底書ききれない多くの方々のお力添えにより、この本は世に出ています。もちろん、それはこの本を手に取ってくださった読者の皆様方のおかげでもあります。まだまだデビュー二年目の未熟者ですが、少しでも面白いものを書くために、日々精進していこうと思いますので、今後ともよろしくお願いします。

　さて、それではここで次回予告のコーナーを。

　無事に二巻が出せればですが、次巻ではいよいよ主人公たちの部活が本格的に始動し、高校デビューを目指してさらにドタバタしそうです。今巻では世界三大モンスターを出したので、次は『猫娘』属性な新キャラとか出したいなぁと密かに思っています。

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、このままアクセル全開ノンブレーキでガンガン突っ走って行こうと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ



    

  









    
      　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京在住。

　　執筆中によくすることは、『ヘッドフォンで音楽を聴く』『歌う』『叫ぶ』『がなる』『ヘッドバンギング』……などなど。以上の理由から、家の中でしか仕事ができない引きこもり作家。

　　デビュー作は『まよチキ！』（ＭＦ文庫Ｊ刊）。



　イラスト

　高苗京鈴（たかなえ・きょうりん）

　　好物は某カード作品。あと他人に物を薦めること。

　　最近では担当さんに青汁（冷凍もの）と

　　デコポンジュース（ストレート１００％）を薦めました。

　　セクシーなツンキャラが好物です



　　ＨＰ「苗床育成観察記録」

　　http://takanae.chu.jp



    

  
    
      初体験にオススメな彼女
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